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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　草河遊也
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　　第一話　失業者葛かつら城ぎミミコの苦く悩のう










『大だい凶きよう。仕事で途と方ほうもない大だい失しつ態たいをやらかすでしょう。恋れん愛あい運うんも過か酷こくみたい。その他、色々と酷ひどい目にも遭あいますが、まあ頑がん張ばれ』
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「ミミコ君。お前は、クビだっ」





　てなこと言われて、早一週間。


　解い雇ん通ど告うを渡された葛かつら城ぎミミコ十八歳無む職しよくは、それからの一週間を自宅で咽むせび泣きながら過ごした。


　特区を牛ぎゆう耳じる対たい吸きゆう血け鬼つきトラブル処しよ理り組そ織しき『オーダー・コフィン・カンパニー』。


　その一員として数々の難なん事じ件けんを解かい決けつ、あるいは粉ふん砕さいし、凶きよう悪あくな吸血鬼ブラツク・ブラツドたちと対等に渡わたり合い、自みずからの護衛クローザーたる香港ホンコン聖せい戦せんの英えい雄ゆう『銀ぎん刀とう』をはじめ、『東の龍りゆう王おう』セイ、『アザミ邸ていの騎き士し』ケイン、そして悪名高き『緋ひ眼がんのゼルマン』にすらその名を知られた、若き敏びん腕わん調停員コンプロマイザー、葛城ミミコ。


　そんな彼女の、これが、転落の始まりであった。
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「えー、その……ミミコさん？」


「……んー？」


「ミミちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」


「……んー」


　古ビル一階の荒あれ果はてたリビング。


　テレビ画面の中で落下するブロックを延えん々えんと消去しながら、ミミコは絵に描かいたような生返事で兄弟に答えた。


　すでに午後七時を回っているが、部屋の明かりは消されたままだ。ブラウン管の青白い光が、乱らん雑ざつに散らかった部屋と薄うす汚よごれたミミコとを照てらしている。


　ミミコはパジャマ姿すがただった。ボタンがひとつかけ間ま違ちがっているところまで昨日きのうと同じだ。
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　目は虚うつろ。顔は土つち気け色いろ。半開きになったアヒル口からは、エクトプラズム、もしくはそれに類する目に見えない大切な何かが――人として大切な何かが――でろんとこぼれているようであった。


「ミミコさん。辛つらいのはよくわかりますが、いい加か減げん立ち直っていただかないと」


　そう、望もち月づきジローは根気よくミミコに言い聞かせた。


　肩かたまで伸びた黒くろ髪かみに、切れ長の黒い瞳ひとみ。細身の長身にクラシックなシャツとスラックスをはいている。言こと葉ば遣づかいは丁てい寧ねいだが、これでも『銀刀』の異い名みようで畏おそれられる吸血鬼だ。


「ヒバリさんなど、今日もお見み舞まいに来てくれたのですよ？　なのに呆ほうけたまま挨あい拶さつもせずに……まあ、いきなりクビを宣せん告こくされれば、それはショックも大きいでしょうが」


　それまで無む反はん応のうだったミミコが、「クビ」のひと言に、びくりと身体からだを痙けい攣れんさせた。


「そうだよ。みんな心配してるよ？」


　とコタロウも声をかけた。


　ジローの弟で、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、天使のように愛らしい少年だ。見た目同様性格も天てん真しん爛らん漫まんなのだが、口にする言葉は、悪意がないと同時に思し慮りよもない。


「何しろミミちゃん、無職になっちゃったんだもん。そりゃあ、心配だよねえ」


「……う」


「貯金だってそんなにはありませんしね」


「……あ」


「再さい就しゆう職しよくしようにも、学歴がないとキビシイんだよね？　かといってミミちゃん、資格もないし」


「……が」


「そうそう。これは笑い話なんですが、今日『カンパニー』の事務所に『調ちよう停てい部ぶの部長はカツラだ』とか『しかも水虫だ』なんて怪かい文ぶん書しよがＦＡＸされて来たそうですよ。ひょっとしてミミコさんの仕し業わざではないかとヒバリさんは心配していましたが……そんなわけないじゃないですか。ねえ？」


「……ぐあっ」


「当の部長さんも、それ見て鼻で笑ってたってさ。――頭が悪いって」


「……ぐああああっ」


　ただでさえレッドゾーンにあるミミコの生せい命めい力りよくを、兄弟の言葉は容よう赦しやなく削けずり取った。


「いっそ、ショウゴに再就職先を紹しよう介かいしてもらってはどうです？　あやつなら『カンパニー』の外にだって色々ツテが――」


「冗じよう談だんじゃないわ！」


　と突とつ然ぜん瞳に生気――というより殺さつ気き――を宿やどして、ミミコはジローを絞しめ上げた。


「あのサド部長に頭下げるぐらいなら、舌した嚙かんで死んだ方がマシってもんよ！　おのれ陣じん内ないショウゴ！　ハゲて水虫になって解かい雇こされてしまえ！」


「ミ、ミミコさんっ。苦しい……！」


「あんな薄はつ給きゆうで扱こき使っておいて、ちょっと口答えしたら速そつ攻こうクビって何よソレ!?　あんまりだわ！　あんまりじゃないのねえっ？」


「仰おつしやることはよくわかりますが、とにかく落ち着いて！　事実、先週の件けんが大変な事じ態たいを引き起こしているわけですし！」


「大変な……」


　と、またも突然に、ミミコはジローから手を放した。


　かと思えば、放した両手をぶるぶる震ふるわせ、目を見開いて頭を覆おおった。


「……そうよ。そうだわっ。あたしのせいでいま特区は激げきヤバなことに！」


「あ、あれはだから、ミミコさんだけの責任では……」


「いいえ違うわ！　断だんじて違うわ！　やっぱりあたしがいけなかったのよ！　ああ、あたしの馬ば鹿かあたしの馬鹿。あたしなんか消えてなくなればいいんだわあああ～」


　髪を搔かきむしり、七しち転てん八ばつ倒とうしたあげく、ミミコは突つっ伏ぷして泣き叫さけんだ。ジローたちが慰なぐさめても、まるで聞く耳を持たない。


　そして、ようやく泣きやんだかと思えば、のろのろと顔を上げ、ティッシュペーパーで洟はなをかみ、それを床に捨てたあと再びゲームのコントローラーに手を伸のばした。


　アヒル口が半開きになり、エクトプラズム――もしくはそれに類する人として大切な何か――がもれ始める。兄弟は慨がい嘆たんした。


「ミミコさんっ。そんなことでは、みんなに愛あい想そを尽つかされてしまいますよ？　世せ間けんから後うしろ指ゆびを差さされて悔くやしくはないのですか？」


「……だって」


　ジローが苦く言げんを呈ていすると、ミミコはコントローラーを抱かかえるように三さん角かく座ずわりをして、目をうるうる潤うるませ始めた。


「……仕し方かたないじゃない。あたしはどーせ役立たずだもん。落ちこぼれだもん。美人でもないし、頭もよくないし、貯ちよ金きんも学がく歴れきも資し格かくもないプーだもん。孤こ児じだからニートにすらなれないもん」


「ミミちゃ～ん」


　コタロウのお気楽な顔もさすがに困こん窮きゆうしている。ジローは諦あきらめて首を振った。


「仕方ありません、コタロウ。もうしばらく、そっとしておいてあげましょう」


「うん……」


　悲しげな弟を促うながし、ジローはミミコを残してそっと部屋をあとにした。
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　気が付くと五時間ぶっ通しでテトリスをやっていたらしい。


「よしっ。くっ――速！　いや、なんのっ。食らえ、六連れん鎖さ――って、ああ！　そこじゃないわよっ……ああん、もう！」


　ひとしきり悔くやしがったあと、ミミコは「ふう」と手のひらの汗を拭ぬぐった。


「くっそー。あと少しなんだけどなあ。でも、調子出てきたぞっ。よし。ひと息入れたら再チャレンジだ。次は見てなさいよ～」


　不ふ敵てきな笑えみを、ミミコは浮うかべる。


　そのまま一分。


「……って!?　なに迫熱してんの、あたしは!?」


　我に返り、たちまちヘナヘナとくずおれた。最近、情じよう緒ちよが不安定なのだ。


「あの二人が言ってた通りね」


　苦々しく、ミミコは呻うめいた。


　才さいもなければコネもない。蓄たくわえなど小学生のお年とし玉だま程てい度どだ。このままではいけないことは、ミミコにもわかっていた。


　が、わかっていても、どうしようもないのだ。何しろ、本当に学歴も資格もなく、手に職だって持っていないのだから。


　これがあの鬼部長なら、ある日突然『カンパニー』をクビにされても、平然としていることだろう。独ひとりで社会に放ほうり出されても、たちまち自みずからの基き盤ばんを築きずいてしまうはずだ。


　一方自分はといえば、一週間が経たったいまでも現実から逃げてゲームに浸ひたり、同どう居きよ人にんにまで当たり散ちらす有様である。悔しいが、それが「調停員コンプロマイザー」という肩かた書がきを外はずされた葛城ミミコの姿なのだ。なんだかんだ言っても、自分は組そ織しきに頼たよっていたのだ。


「惨みじめよ。惨めだわ、葛城ミミコ……」


　床に散らばるゴミの上で、ミミコは苦しげに煩はん悶もんした。煩悶しながら無む意い識しきのうちに、コントローラーへと手が伸びる――


　しかし、


「あれ？　そういや、ジローさんたちは？」


　もう午前零れい時じを過ぎている。なのに、あれから二人は、一向に顔を出さなかった。


　そういえば、ここ数日というもの、夜になると二人揃そろって姿を見せない日が続いている。


　何してるんだろう。ミミコは深く考えることなく、ふらふらと立ち上がって二人の姿を捜さがした。ところが、ビル中をくまなく捜しても、ジローとコタロウは見つからなかった。


「……外？」


　こんなに深夜に、ジローはともかく、コタロウまでなんの用があるのだろうか。


　不意に、悪お寒かんを感じた。


「まさか。あたしのこと嫌いやになって……!?」


　考えてみれば、ミミコが調停員コンプロマイザーをクビになった時点で、ジローとコタロウも護衛クローザーの仕事を失っているのだ。これから先、給きゆう料りようを払はらえる見込みもない以上、二人がミミコの側そばにいるとは限かぎらないではないか。


　見み捨すてられた――


　その瞬しゆん間かん、それまでの懊おう悩のうとは鋭するどさがまるで違う、生身を貫つらぬくような鮮せん烈れつな恐怖を感じた。


「やだ。そんなのやだっ。ジローさん！　コタロウ君！」


　玄げん関かんから駆かけ出そうとし、自分の格かつ好こうに気づく。ミミコは半べそをかきながら服を着替え、真夜中の特区へと飛び出して行った。
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　初夏とはいえ、深夜となればまだ少し寒い。ミミコは引っ掛けてきたカーディガンの襟えりを寄せつつ、うつむき加か減げんに夜道を歩いた。


　一週間ぶりに外を歩いていると、頭も幾いく分ぶんまともになってきた。冷静になってみれば、ジローとコタロウがミミコに黙だまって消えてしまうはずがない。だが、さっきまでの自分は、そんな当たり前のことさえわからなくなっていたのだ。


　思わず苦笑が浮かんだ。


「……だらしないな。しっかり、しなきゃ」


　ミミコは夜道を歩きながら、クビになってから初めて、今後のことを真しん剣けんに考えてみた。


　やはり、一番の問題は収しゆう入にゆう源げんだろう。特区の物ぶつ価かは安くない。金を稼かせがないことには、来月の生活費さえままならない。


「取りあえず、バイトでもしなきゃ」


　特区は経けい済ざい都と市しである。探さがせば雇こ用ようの口はいくらでも見つかるだろう。


　ただ……


「いやいや。よく考えなさい、葛城ミミコ。何しろ扶ふ養よう者しやが二人もいるのよ？　いつまでもバイトだけじゃやってけない。ちゃんとした仕事を探さなきゃ駄だ目めよ。あたしに向いてそうな、やりたい仕事を……」


　と、ミミコは足を止めた。


　やりたい仕事？


「……そういや、あたしのやりたいことってなんなんだろ」


　ミミコは孤児で、小さいころはストリート・チルドレンとして生きてきた。その日その日に精せい一いつ杯ぱいで、自分のやりたいことや将しよう来らいの夢といったものを考えたことがなかった。せいぜい、もっといい暮くらしがしたいという漠ばく然ぜんとした願がん望ぼうがあったぐらいだ。


　このことは、『カンパニー』で働くようになってからも根本的に変わっていない。調ちよう停ていが上う手まくなりたい。立りつ派ぱな調停員コンプロマイザーになりたいとは思ってみても、それはあくまで職しよく場ばでの話。仕事の延えん長ちよう線せん上じようでの話だ。


　果はたして、私生活で「夢」など持ったことが、一度でもあっただろうか？


「……ちょ、ちょっと待って？　それって、青春真っ盛さかりの乙女おとめとしては問題じゃない？」


　止めていた足を再び動かしながら、ミミコは真ま面じ目めな顔で腕組みをした。
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「『舶はく来らい堂どう』のショート・ケーキを一度に全部食べてみたい……てのは、いくらなんでもお粗そ末まつ過すぎるか。ヴィトンのバッグ……も同じレベルね。え、噓うそ？　まさかあたし、ほんとに何も……そうだ、旅行！　一回ハワイに行ってみたかったんだわ！　つまり旅行代理店――ああでも、なんか違う気がするっ」


　ミミコは少なからず動どう揺ようした。これではまるで、生活に疲つかれたサラリーマンではないか。


「お、恐おそろしい。あたしってば、知らないうちに、すっかり仕事人間になってたのね！」


　そういえば、たまの休きゆう暇かも家事ばかりで、外出してもデパートをぶらつくぐらいしかしていない。十八歳のオンナのコとして、明らかに落らく第だいだ。


　しかし、とミミコは自分に言い聞かせた。


　いまは違ちがう。自分は『カンパニー』をクビになった。新たな出発点に立ったのだ。


「そうよ、そうだわ、ミミコ。これはむしろ、好機っ。定められたレールから抜ぬけ出し、人生に夢と希望を取り戻すチャンスっ。いつだったかテレビの教育番組でも言ってたじゃない。あたしはこれから、『ホントウの自分』を探すべきなのよ！」


　何しろ仕事と生活に追われ続けていたため、この手のことに免めん疫えきのないミミコである。いまどき、小学生が聞いても「それはちょっと」と苦にが笑わらいしそうな理り屈くつに、本気で感動を覚えていた。


「見てなさいよ、鬼部長めっ。すっごい出世して、いまに見返してやるんだからっ……あ、いや、それは違うわね。せっかく縁えんが切れたんだもん。これを機に、あんな中年のことなんか、きっぱり忘わすれるべきだわ」


　そもそも『カンパニー』自体、十分ヤバい組織なのだ。吸血鬼と関かかわらない方が、人生の選せん択たく肢しはずっと広がるはず――


　再度、ミミコの足が止まった。


「吸血鬼と関わらない――？」


　そうだ。たとえ次の職場がどこになろうと、もうミミコが吸血鬼と関わることはなくなるのだ。彼女が、『カンパニー』から離はなれた以上は。


　もちろん、それでジローやコタロウがいなくなるとは思わない。また、セイやケインなら、まだ会う機会ぐらいあるだろう。


　しかし、他の吸血鬼たちは？


　例えば、自分が受け持っていた協きよう定てい血けつ族ぞくたちだ。彼らは今後どうなるだろうか？


「……平気よ。あたしの抜けた穴あなは、他の誰だれかが埋うめるはずだし……」


　特に、今度の事件で多大な犠ぎ牲せいを払はらうことになった血族については、部長が直ちよく接せつ担たん当とうすると聞かされた。部長なら、ミミコなどより余よ程ほど巧こう妙みように事を調停してくれるだろう。


　しかし、他の血族は……


「周チヤウさんのとことか大丈夫かな。人間嫌きらっているひと多いし……トムお爺じいちゃんも心配だな。昔話聞いてあげないと、すぐへそ曲げて言うこと聞いてくれないんだから。マコト君も、今度エナさんと喧けん嘩かしても、誰にも相談乗ってもらえないよね。あれはほんとなら『カンパニー』の仕事と違うんだもん」


　何しろ突然クビにされたため、仕事の引ひき継つぎなどまるでしていない。


　特区に住む吸血鬼たちにとって、『カンパニー』は決して無む視しできない存在である。そして、彼らにとって『カンパニー』の代表となるのが、窓まど口ぐちである担当調停員コンプロマイザーなのだ。


　それが、ある日突然入れ替かわるのである。前担当者から、なんの説明もなしに。


「でも……仕方ないじゃない。もうあたしは調停員コンプロマイザーじゃないんだから」


　そう言いながらも、ミミコの顔が歪ゆがんだ。


　自分を信しん頼らいして『カンパニー』の方ほう針しんに従したがってくれた吸血鬼たち。彼らの顔が脳のう裏りを過よぎった。


　そして急に、ミミコは勢いきおいよく顔を上げた。


「……しまった！　確たしか、周さんたちが縄なわ張ばり移うつすのって今こん晩ばんだ。事務所の人間は誰も知らないはず！」


　しかも彼らが移動する先は、他の血族の縄張りのすぐ側だ。それも、協定に参加していない血族の。


　胸むな騒さわぎがする。気が付くと、ミミコは夜道を駆け出していた。
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　フェイニー・周率ひきいる血族が新たな根ね城じろに選んだのは、第五地区フイフス・ヤードの雑ざつ居きよビルだった。すべてのテナントが空あいたので、ミミコが『カンパニー』を介かいして全ぜん階かいの賃ちん貸たい契けい約やくを結んだのである。


　ミミコが駆けつけたとき、周たちは荷物を運び終えたところだった。


　特区にいるのは総そう勢ぜい八名という、小さな血族だ。これまでの不自由な暮らしから抜け出せるためか、誰しも顔が明るい。走ってきたミミコに気づき、周が顔をほころばせた。


「なあに、いまごろ？　立ち会うんじゃなかったの、調停員コンプロマイザーさん？　あなた人間にしちゃ悪くないけど、遅ち刻こくが多いのが玉に瑕きずね」


「す、すみません……！」


　周は転化して十五年になるという吸血鬼だそうだが、その外見は中学生のようだった。セーラー服を普ふ段だん着ぎにしているのも、それが一番目立たないから、ということらしい。


　香港聖戦後の吸血鬼狩りで一族の多くを失っており、人間を毛け嫌ぎらいしている。ミミコに打ち解とけてくれるのにも、ずいぶんと時間がかかったものだ。


「あら？　今日は制服じゃないのね。珍めずらしいじゃない」


　カーディガン姿のミミコに、周が素す直なおな質しつ問もんをする。ミミコはとっさに返事ができなかった。


「実は……」


「ああ。いいって、別に。引ひっ越こしも、誰にも見つからなかったしね。その私し服ふくだって、似に合あってるよ」


　そう言って周は屈くつ託たくなく笑った。


「でも、もうちょっとお洒落しやれにした方がいいんじゃない？　せっかく『銀刀』なんて大物捕つかまえてるんだから。ほら、寝ね癖ぐせついてる」


　ミミコが困こん惑わく顔がおで口くち籠ごもると、周はもう一度笑って、自ら寝癖を直してくれた。


　思えば、初めて会ったときは憎にくしみすら籠もった目でにらみつけられたものだ。そこから少しずつ互たがいの理り解かいを深め、いまではこんな軽口を交わしてくれるようになった。


　ミミコの仕事の成せい果かだ。


　胸を張って誇ほこれることだった。


「……どうしたの？　何かあった？」


　いつもと違うミミコに気付いたのか、周が微かすかに心配そうな眼まな差ざしを見せた。「いえ」とミミコが弱々しく微笑ほほえむ。


　そこへ、


「なんだ、テメエら。ぞろぞろとよお」


　夜道の一角から、野や卑ひな声がかけられた。


　たちまち周の表情が強こわ張ばり、ミミコは慌あわてて後ろを振り向いた。


　濃こい影かげの落ちた、ビルとビルの狭はざ間ま。そこから、着き崩くずれたスーツ姿の男たち三人が、通りに姿を現した。


　にやけた口元にはくわえ煙草たばこと、光る牙きば。吸血鬼たちだ。元もとこの近くに根城を持つ、血族の者だった。


　先頭の男が両手をスラックスに入れたまま、青ざめるミミコと周たちに不ぶ躾しつけな視し線せんを投げた。そして、周をリーダーと見み抜ぬいたのか、声に剣けん呑のんな響ひびきを交まじえて話しかけた。


「人の庭先で、ずいぶんコソコソしてくれるじゃねえか。挨あい拶さつもなしか。え？」


「……あんたたちの縄張りは、向こうの通りのはずでしょ」


「そういう問題じゃねえんだよ。仁じん義ぎの話をしてるんだ。俺おれは」


　喋しやべりながらも三人はゆっくりと近づいてくる。後ろの二人は油ゆ断だんのない足取りで、周たちを包ほう囲いし始めた。


　人数は周たちの方が多いが、彼女たちの多くは転びたてアンダー・イヤーだ。戦いの経験もない。対して、三人の男たちは明らかに荒あら事ごとになれていた。おそらく武ぶ器きも身に付けているだろう。


　周の血族は怯おびえた顔で彼女の背はい後ごに集まった。三人は馬ば鹿かにするように鼻を鳴らした。


「……どこの血族だか知らねえが、舐なめた真ま似ねだって自覚はねえのか？　なあ、おい？」


　周の幼おさない表情が怒いかりと不安を浮かべていた。男たちの力量を察さつしているのだろう。


　二つの血族の間で、緊きん張ちようの糸が張はり詰つめた。


　それが切れる直前に、ミミコは震える声で両者の間に割って入った。


「待って下さい」


　周と対たい峙じしていた男が、ミミコに鋭するどい眼がん光こうをぶつける。


「人間風ふ情ぜいが口出しする気か？」


「か、彼女たちは協定血族です。このビルの管かん理りも『カンパニー』が行っている。彼女たちは『カンパニー』の保ほ護ご下かにあるんです」


『カンパニー』と聞いて、吸血鬼たちの表情が一いつ層そう険けわしくなった。彼らの血族は、協定に加わっていないのだ。


「……調停員コンプロマイザーか？」


「そ、それは――」


「にしちゃあ、制服も着てないな」


「…………」


　ミミコは唇くちびるを嚙かむ。「どうしたの？」と周が焦あせった声で言った。ミミコの胸がちりちりと痛んだ。


　何も言えないミミコを、男は無言でにらんだ。何か事情があると踏ふんだのか、


「……口出す気がないなら、それでいいさ。どっちにしろ、護衛クローザーも連れてねえ調停員コンプロマイザーなんざ、問題外だ。引っ込んでな」


「――調停員コンプロマイザーさん!?」


　男が再び周に牙を剝むき、周が信じられないという顔でミミコを呼ぶ。


　ミミコは奥歯を嚙んだ。


　が、葛かつ藤とうは短かった。ミミコは、今度は周を庇かばうように、男の前に立ち塞ふさがった。


「あたしは――」


　男が足を止めてミミコをにらむ。


「あたしは、調停員コンプロマイザーではありません」


　後ろで周が息を呑のむ気け配はいが伝わってきた。


「……ごめんなさい、周さん。実はあたし、一週間前に『カンパニー』を辞やめたの」


「そんな……噓うそでしょ？」


　ミミコは肩かた越ごしに振り返り、苦笑して首を横に振った。


「ほんとです。ごめんなさい。言うのが遅おくれて」


「だってじゃあ……」


　訳がわからないという様子で周は言葉をなくした。一方、三人組もミミコの台詞せりふに顔をしかめていた。


「元もと調停員コンプロマイザーってことか？　だったらお前にゃあ関係のない話だろ。首を突つっ込むな」


「いいえ。彼女たちにこの場所を紹しよう介かいしたのはあたしです。もう『カンパニー』は関係ないとしても、これはあたしの仕事なんです」


　正面から言い返した。そんなミミコに、男たちも戸と惑まどいを隠かくせずにいた。何か企たくらんでいるのか、と警けい戒かいしているようだ。


　その隙すきに、ミミコは頭を巡めぐらせる。


　一いちか八ばちかで真実を白はく状じようしたが、身分を偽いつわって通した方が良かっただろうか？　いや、駄だ目めだ。調停員コンプロマイザーの身分を偽っては、『カンパニー』が――他の大おお勢ぜいの調停員コンプロマイザーたちが身体を張って築きずいてきた信しん頼らいに傷きずを付けることになる。


　何よりも、いま口にしたことは、ミミコの覚かく悟ごの証あかしだった。


　吸血鬼と渡り合うとき、なくてはならないものだ。


「質問していいかな、元もと調停員コンプロマイザーよ」


　と男が探るように言った。


「俺たちがお前の言葉に従したがわなくても、『カンパニー』は関知しないってことだよな？」


「周さんたちは協定血族ですよっ。たとえあたしが関係なくても、『カンパニー』の保護下にあることに変わりはありません」


「その『カンパニー』は、いまこの場にいない。あとからケチつけようにも、俺たちは協定に加わっていない。そもそも、そいつら程てい度どの弱小血族に、『カンパニー』がいちいち重い腰を上げるかな？」


「それは……」


　ミミコは再び唇を嚙んだ。


　この男、ちんぴらを装よそおっているが、思っていたよりも頭が切れる。が、考えてみれば当然だ。彼らは、三人だけで他の血族に脅おどしをかけに来ているのである。それなりの年月を生きた吸血鬼に違いないのだ。


　ジローはいない。『カンパニー』も頼れない。ミミコは胸の中で悪あく態たいをついた。鬼部長め。ハゲて水虫になって解雇されてしまえ。


　だが、まだ手はある。


　男たちが一歩詰つめ寄よった。


　突然、ミミコは体たい勢せいを低くして、吸血鬼に体当たりを仕し掛かけた。さすがに、ぎょっとした男が、反はん射しや的てきにそれを避よける。


　ミミコはすぐに目もく標ひようを変え、隣となりの男に殴なぐりかかった。あまりの行動に、周たちは啞あ然ぜんと立たち尽つくしている。


「このガキっ。舐なめるな！」


　二人目の男が怒ど鳴なり声を上げて拳こぶしを上げた。


「馬ば鹿か野や郎ろうっ。手を出すな。そいつは、人間なんだぞ！」


　鋭するどい叱しつ責せきが飛んだ。拳を上げた男は、ハッとした様子で大きく飛とび退のいた。勢い余あまったミミコは、その場に転てん倒とうした。


「駄目か……！」


『カンパニー』の腰が重いのは事実だ。特に、規き模ぼの小さい血族のトラブルなら、担当調停員コンプロマイザーの積極的な働きかけがない限りは、吸血鬼たち自身に決着をつけさせる場合が多い。


　しかし、例外なのが、「人が吸血鬼に襲おそわれた」ときだった。ミミコは自分が傷を負うことで、調停員コンプロマイザーの役目を果たそうとしたのである。
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　しかし、彼らはミミコの捨て身の策さくも見み抜ぬいてしまった。あとは抵てい抗こうしたところで、視経侵攻アイ・レイドで動きを止められたらお終しまいだ。


　どうするか。


　ミミコは擦すり剝むいた膝ひざの痛みを無視して立ち上がった。彼女が諦あきらめていないのを見て、男たちは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をする。


　すると、


「……相変わらず恐こわいもの知らずだな。葛城ミミコ」


　緊きん迫ぱくする場に、新たな男が姿を見せた。


　高こう価かそうなスーツを着ているが、まだ十代の少年に見える。だが、男たちの一人は彼を見て「アニキ？」と驚いたように言った。


　少年は仲間に軽く頷うなずいてから、


「『銀刀』はまた遅刻かよ？　いい加か減げんクビにしたらどうだ」


「……え？」


　ミミコがきょとんとする。「おいおい」と少年は苦笑を浮かべた。


「テメエを拉ら致ちった奴やつの面つらさえ覚えてないのか？　どんだけ死し線せん潜くぐってんだよ、お前」


　そして、オールバックにしていた髪かみを、パンク風に立てて見せる。「ああっ！」とミミコは目を丸くした。


「あなた、いつだったかあたしのこと誘ゆう拐かいして、ジローさんを誘おびき出だした――！」


「ケッ。ようやく思い出したかよ」


「ア、アニキって……あなた転びたてアンダー・イヤーじゃなかったの？」


「……悪かったな。どうせ俺は貫かん禄ろくねえよ」


　少年は拗すねたように言った。


　彼は、以前ミミコが交こう渉しようしたことのある吸血鬼だった。ジローを逆さか恨うらみして、彼女を人ひと質じちに取ったこともある。結局ジローに叩たたきのめされたのだが、二度も刃は向むかったにもかかわらず、「ミミコを誘拐はしたが傷つけなかった」ということで逃にがしてもらったことがあるのだ。


「まあ、あれから俺も、ちと性しよう根ねを入れ替かえてね。バカするのは止やめて、いまじゃこいつらと一緒に連つるんでるのさ」


「……性根を入れ替えたなら、真っ当に生きればいいのに」


「うるせえ。魂たましいまでは曲げねえんだ」


　思わず述のべたミミコの感想に、少年は鼻はな息いきを荒くした。彼なりのこだわりがあるらしい。


「まあ、お互たがい旧きゆう交こうを温あたためるって仲でもない。この場はとっとと消えるとするぜ」


「え？」


　ミミコは、そして周たちは耳を疑うたがった。


　男たちも納なつ得とくしない。「アニキ、どうしてっ？」と少年に詰め寄る気配を見せた。


　少年は肩を竦すくめ、


「バーカ。話聞いてねえのか。こいつの後ろにゃ、『銀刀』が控ひかえてんだよ。おまけに今夜は水曜日だ。正直、十二・七ミリ弾だんだけは、いまだに夢に見るんでな。二度とゴメンだ」


　そう言って踵きびすを返かえす。男たちはまだよく事情をのみ込めていなかったが、口答えはしなかった。


　ミミコが呆ぼう然ぜんと彼らを見送る。ただ、去り際ぎわになって、少年は彼女を振り返った。


「よお。『カンパニー』辞やめたってのは、マジかい？」


「……ええ」


「ふーん。独どく立りつでもしたのか？」


「え？　いや、そう言う訳わけじゃ」


　思わぬ質問にミミコが言い淀よどむと、少年はニヤリと笑った。


「『カンパニー』は気にくわねえが、あんたとなら取り引きできるかもな」


「と、取り引き？」


「トラブったら、顔出すかもってこと。ま、そのときはよろしく頼たのむわ。今日の手打ちは、その前まえ払ばらいも兼かねとこう」


　そう言い残して、少年は去っていった。


　ミミコはまだ少しぽかんとしながら、背はい後ごで周が大きく息を吐くのを聞いていた。
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「……妙みような展てん開かいだったわ」


　古ビルへの帰り道を歩きながら、ミミコはそうつぶやいた。


　あのあと周はミミコに篤あつく礼を述べ、この恩おんは忘れないと涙なみだまで浮かべて言ってくれた。


「あいつと同じってのは気に入らないけどさ。私も気持ちは一緒だよ、調停員コンプロマイザーさん――じゃなかったね。ミミコちゃん。あなたが『カンパニー』辞めてたって関係ない。また遊びに来て？　これからも、相そう談だんさせてよ」


　胸に染しみる言葉だった。沈しずんでいた一週間の悲しみが癒いやされるようだった。そして、『カンパニー』をクビになった自分でも役に立てたことが嬉うれしかった。


　と、


「お疲つかれ様さまでした、ミミコさん」


「ミミちゃん、格かつ好こ良よかったよ！」


「ジ、ジローさん？　コタロウ君まで？」


　ミミコを待っていたのか、帰り道の途と中ちゆうでジローとコタロウが顔を見せた。二人ともなんだかにやけている。


「まさか見てたのっ？　だったら助けてくれれば良かったのに！」


「すみません。でも、出るまでもないと思ってましたから。現に、見事丸く収おさめたじゃないですか」


「じょ、冗じよう談だんじゃないわよっ。あんなのただの偶ぐう然ぜんじゃない！」


「……いいえ」


　と、穏おだやかな――しかし真しん剣けんな表情になってジローは言った。


「ミミコさん。あれは、あなたの力ですよ。あなたの仕事が、あなたを助けたんです。『カンパニー』に与えられた肩書きではなく、あなた自身が積み重ねてきたものが」


　あっ、とミミコは息を呑のんだ。ジローはミミコに自信を取り戻させるために、あえて陰かげから静観していたのだ。


　それに、偶然あの場に居い合あわせたのも不自然だ。何しろ、ジローたちはミミコより先に古ビルを出たのである。


　思い返せば、ここしばらくというもの、二人は夜になるたびに姿を消していた。


「ジローさん。あたしの代わりに、受け持ってた血族の様子を見てくれてたのね？」


「ん、まあ……」


　ジローはとぼけた素そ振ぶりで目を逸そらした。


　コタロウが楽しそうに、


「さっきだって、ほんとはハラハラして見てたんだよ？　ミミちゃんが体当たりしたときなんか、『あのお馬ば鹿かさんっ』て青い顔して飛び出しそうになったんだから」


「こ、こらっ、コタロウ。余よ計けいなことを言うんじゃありません」


　ばつが悪そうにジローが慌あわてる。


　こちらも、妙なこだわりがあるらしい。ミミコは思わず噴ふき出した。


「そっか……ありがと。ジローさん」


「いや、まあ。元気が出たなら何よりです」


　今度は照れくさそうにするジローに、ミミコはいよいよクスリと笑った。


「あたし、決めたわ。やっぱりあたし、この仕事が好きみたい。『カンパニー』はクビになっちゃったけど、なんとか調停員コンプロマイザーの仕事をやってみる」


「と言いますと、さっき奴が言ってたように、独立して仕事をするのですか」


「独立？　そ、そうなるのかな？」


　やりたいことははっきりしたが、いざ「独立」と言われるとなんだか大それた感じがする。しかし、意味合い的にはそういうことだ。


「では、個こ人じん事じ務む所しよでも設もうけた方が良さそうですね。仕事も取りやすいでしょう」


「じ、事務所っ？」


「すごいや、ミミちゃん。社長さんだね！」


「しゃ、社長っ!?」


　個人事務所に社長。これまで全く縁えんのなかった言葉に、ミミコは目を白黒させた。


「あたしが、社長？」


　あまりにも身み分ぶん不ふ相そう応おうな……しかし確かに、意味合い的にはそういうことなのだ。


　社長。この自分が、事務所を構かまえ社長になる？　ミミコの動どう悸きが速まり出した。


「そ、そうか……そうよねっ。そういや、エライ起業家って、どん底から這はい上がってサクセスするものよねっ。教育番組でもそんなこと言ってたもん。あたしがそうして悪いわけなんかないわ！」


　ミミコの身体にパワーが漲みなぎり始めた。これまで想そう像ぞうだにしたことがなかった、輝かがやかしい栄光のヴィジョン。それが、いままさにミミコの前に開かれようとしている。


　もちろん、簡かん単たんなことではないだろう。右も左もわからないし、辛つらく厳きびしいに違いない。


　だが、やってやれないことはないはずだ。


「よ、よーしっ。やるわよ、コタロウ君っ。あたし、やってみるわ！」


「うんっ。ファイトだよ、ミミちゃん！」


　ミミコは握にぎり拳こぶしを作り、コタロウもそれにエールを送る。そんな二人の様子を見て、ジローはようやく、ほっとしたように笑った。


　そして三人は、意い気き揚よう々ようと古ビルに帰った。
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『関係者以外立ち入り禁止』





　そんな、素そっ気けない貼はり紙がみが玄関に貼られていた。


「……なに、これ？」


　ドアの前で立たち尽つくす三人の元に、


「ああ、やっと帰ってきましたか」


　と近くに停とめてあった乗用車から、一人の女性が駆かけ寄よってきた。


「葛城ミミコさんですね？　こんな遅おそくまでいったいどこをうろついてたんですか」


「いえ、それよりこれ……それにあなた？」


　状じよう況きようが理り解かいできないミミコに、女性は冷然とした態たい度どで眼鏡めがねを光らせた。


「わたくしは『カンパニー』総そう務む部ぶの者です。まったく、冗じよう談だんじゃありませんよ。一週間も社の建たて物ものを不ふ法ほう占せん拠きよするなんて、おかげでこんな時間まで残業です」


「ふ、ふほー？」


　馬鹿みたいに聞き返すと、女性は呆あきれた顔になった。


「当たり前でしょう。このビルは『カンパニー』のビルで、あなたはこれまで、ここの管理を任まかされていた訳ですからね。解雇されたら出て行くものです。ほんと、勘かん弁べんして下さい。もうすぐ夜が明けちゃいますよ」


「で、出てって……」


「はい」


　と女性はミミコに大きなトランクを二つ、無む理り矢や理り押し付けた。


「取りあえず、身の回りの物は全部詰つめときましたから。では、わたくしはこれで。中に入っちゃ駄目ですよ？　まあ、鍵かぎはもう取り替えちゃいましたけど。ああ、寒い寒い」


　ほぼ徹てつ夜やしたわりに元気そうな声で、総務部の女性は車に戻っていった。


　やがてエンジン音が響ひびき、ライトが点つき、ブーと一回クラクションを鳴らしてから車が去っていく。


　そのまま夜明けまで、ミミコとジローとコタロウは、閉しめ出された古ビルの前で案か山か子しのように突つっ立っていた。


「………………え？」





　特区を牛ぎゆう耳じる対吸血鬼トラブル処理組織『オーダー・コフィン・カンパニー』。


　その一員として数々の難事件を解決、あるいは粉砕し、凶悪な吸血鬼たちと対等に渡り合い、自らの護衛クローザーたる香港聖戦の英雄『銀刀』をはじめ、『東の龍王』セイ、『アザミ邸の騎士』ケイン、そして悪名高き『緋眼のゼルマン』にすらその名を知られた、若き敏びん腕わん調停員コンプロマイザー、葛城ミミコ。


　彼女の転てん落らくは、まだ始まったばかりだった。




インターミッション１







「ふう……今日もダメだったか」


　入にゆう浴よくを済ませた楠くすのきヒバリは、ベッドで横になりながらため息をついた。


　思い出すのは、終しゆう業ぎよう後ご見み舞まいに行ったミミコのことである。いまの彼女は抜け殻がら同然だ。毎日のように顔を出しているのだが、いまだにクビのショックから立ち直れずにいるようだった。


　しかし、ヒバリとしては、少しばかり不ふ甲が斐いない気持ちもある。


　ミミコが上司からクビを言い渡されたとき、ヒバリはその場に居合わせた。正直、あのときのミミコは、すごく格かつ好こう良よかったのだ。自らの発言に誇りと信念を持っていることが、横から見ていても、はっきりわかった。


　何しろ失しつ業ぎようした訳だから、大変だろうし不安だろう。しかし、あんなに堂どう々どうと主張した結果ならば、胸を張っていてほしい。そう願わずにいられないほど、あのときミミコは輝かがやいていたのである。


「……なんとか力になれないかなあ」


『カンパニー』から電話が来たのは、そう思い悩なやんでいるときだった。母親に呼ばれたヒバリは、慌あわてて一階に下り、電話の受話器を取った。


『もしもし。夜分失礼します。わたくし「カンパニー」総務部の者ですが、調ちよう停てい部ぶの楠ヒバリさんでいらっしゃいますか？』


　女性の声だった。何事かと驚おどろくヒバリに、電話の女性は淡々とした声で、今日彼女がミミコの元を訪おとずれたことを確認してきた。


「はい。確かに会いました。まだ元気がないみたいでしたけど……」


『なるほど。まだいる訳ですね。わかりました。ありがとうございます』


　そう言って、女性は一方的に電話を切った。ヒバリは首を捻ひねった。


「総務の人が先輩になんの……あっ！　ひょっとして――」


　突然解かい雇こされたミミコのために、『カンパニー』がなんらかの補ほ償しようを与あたえてくれるのかもしれない。きっと、そうだ。『カンパニー』も気が利いたことをする。それとも部長の計はからいだろうか？


「先輩、運が向いてきたかな？」


　ひと安心ひと安心、とヒバリは弾はずむように二階の私室へと戻っていった。


　見習い調停員コンプロマイザー、楠ヒバリ。実社会の厳きびしさを、彼女はまだ知らない。









　　第二話　ホームレス葛城ミミコの放ほう浪ろう










『関係者以外立ち入り禁止』





　と、事もあろうに現げん住じゆう所しよの玄げん関かんに貼はられて、早五日。


　職しよくに続いて住まいまで奪うばわれた葛かつら城ぎミミコ十八歳無む職しよく住所不定は、もはや崖がけっぷちだった。


　特区を牛ぎゆう耳じる対たい吸きゆう血けつ鬼きトラブル処しよ理り組そ織しき『オーダー・コフィン・カンパニー』。


　その一員として数々の難なん事じ件けんを解かい決けつ、あるいは粉ふん砕さいし、凶きよう悪あくな吸血鬼ブラツク・ブラツドたちと対等に渡り合い、特区の名だたる古血オールド・ブラツドたちにその名を知られた若き元敏びん腕わん調停員コンプロマイザー、葛城ミミコ。


　彼女はいま、出口の見えない迷めい路ろを歩んでいた。
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「あー、君っ。そこの君」


　からりと晴れた初夏の昼下がり。


　ときならぬ警けい官かんの呼びかけに、少女はびくりと身体からだを引きつらせた。


「君、未成年だよね。何してるの？　こんなとこで？」


　こんなとこ、とはケーキ屋の店先である。


　少女はディスプレイされたショートケーキを二十分近くも黙だまって凝ぎよう視ししていたのだ。


「え、あ、あたしですか？　あたしは別に……ケ、ケーキ買おうかなって……」


　堂どう々どうとしていればいいものを、相手が警官とわかった途と端たん、少女の視し線せんが泳ぎ始めた。警官は、胡う乱ろんげな目つきで彼女をにらんだ。


「今日は月曜だろ？　学校は？」


「そ、創立記念日なんです」


「どこの学校？」


「えっと……し、私立特区学園」


「聞いたことないね。どこにあるの？　君、何年生？　生徒手帳は持ってる？」


　少女は顔面を硬こう直ちよくさせた。


「す、すみませんっ。実はいま、休学してるんです。仕事が忙いそがしくて」


「働いてるの？　君？」


「は、はいっ」


　警官は両手を腰こしに当てて少女を見下ろした。少女は相あい変かわらず目を合わせようとしない。


「住所は？」


「な、ない……」


「ない？」


「あ、や、その、あの」


「……勤つとめ先は？」


「オ、『オーダー・コフィン・カンパニー』って言って、霊れい園えん管かん理りをしてる会社です。事務所は二区画向こうで、銀い杏ちよう並なみ木きがある通りの突き当たりにあります。隣となりはお墓はかになってます。ほんとです。噓うそじゃありません」


「ああ。そこなら知ってるね」


「そ、そうですか！」


「ちょっと確かく認にんしてみようか」


「え？」


「『え？』」


「いえっ。な、なんでもないです」


　縮ちぢこまる少女の前で、警官は悠ゆう々ゆうと携けい帯たい電話を取り出した。『カンパニー』の番号を問い合わせたのち、改めて番号をかけ直す。


「君、名前は？」


「……楠くすのきヒバリ」


　警官の携帯から、コール音が聞こえ始めた。一回、二回。その間も、警官は少女をにらみ、少女は無む言ごんで目を合わせようとしない。


「…………」


「…………」


「…………」


「…………」


「……！」


　逃げた。


「あ、コラ！　待ちなさい！」


　警官が慌あわてて怒ど鳴なったが、少女は足を止めない。スカートの裾すそを跳はね上あげながら、全力疾しつ走そうでその場から走り去った。
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「――なんてことがあったんですよ。いやあ、びっくりしました」


　とミミコは箸はしを持った手で頭を搔かきながら、朗ほがらかに笑った。


「危あぶなかったね、ミミちゃん。危き機き一いつ髪ぱつだ」


「ほんと。無む辜この市民に対してねえ？」


　コタロウの台詞せりふに、ミミコは茶ちや碗わんを持ったまま頷うなずいた。恥はじる様子はあまりない。苦笑すら浮かべたその表情からは、すでに社会人として大切な何かが磨ま耗もうしていた。


「一昨日おとといもデパ地下でお惣そう菜ざい食べ歩いてたら、警備員に追っかけられたし。特区がこんなに危き険けんな場所だったなんて知らなかったわ」


　ぼやくミミコは、いつもの普ふ段だん着ぎ姿だった。


　ただ、着ているカーディガンは肩や袖そで口ぐちに綻ほころびができていた。スカートも少し汚よごれている。髪はぱさつき、肌はだの色つやも悪い。


　なのに当人は至いたって無自覚にヘラヘラしていた。見る者が見れば深しん刻こくな危機感を感じるだろう。


　いま二人がいるのは、とある雑ざつ居きよビルのワンフロアだ。リノリウム張ばりの床ゆかに畳たたみを四枚敷しき、骨こつ董とう屋やで叩たたき売られていた卓ちや袱ぶ台だいを置いて食事をしているのである。


　やがてコタロウが、卓袱台を囲むもう一人に向かって、


「お代わり！」


　と元気よく茶碗を突き出した。


　しかし、お代わりを要求された少女は、鼻先に突き出された茶碗を完かん璧ぺきに無視した。黙って味み噌そ汁しるをすする音が、心なしか刺とげ々とげしい。


　さすがにミミコは、ハッと強こわ張ばった。


「コ、コタロウ君？　御飯はそろそろよいんじゃないかしら？」


「え、なんで？　ぼくまだ食べたい」


「いーからっ。あ、あはは……それにしても美お味いしいなあ。周チヤウさん、お料理上手ですね。このお味噌汁なんてコンニャクの食感がすごくザンシン」


「………………そう」


　長い長い沈ちん黙もくのあと、周はミミコを見ないまま返事をした。


　セーラー服姿のフェイニー・周は、まるで女子中学生に見える。だが、実じつ際さいは、ミミコよりずっと年上の吸血鬼だ。


　彼女が血けつ族ぞくを引き連れてこのビルに引っ越こしたのは、つい先日のことだった。その際、他血族とのトラブルをミミコに解決してもらっている。彼女にとって、ミミコはいわば恩おん人じんなのである。


　しかし、その恩人と食しよく卓たくを囲む周からは、感謝の念が感じられなかった。表情こそ穏おだやかなものの、声には情感が欠けている。


「でもさ。さすがに飽あきたんじゃない？　三日も同じメニューだと」


「そんなことないですよ！　昨日きのうはメザシの干ひ物ものだったけど、今日は佃つくだ煮にじゃないですかっ。レパートリー豊ほう富ふ！　ブラボー！」


「そう。良かった。じゃあ明日はお刺さし身みにしようかしら。メザシの」


「す、すばらしいです、メザシのお刺身っ。まさにザンシンっ。よっ、小魚マスター！」


「尾お頭かしらとかもいいかもね。メザシの」


「……か、革かく命めい的てきです、周さん。クイーン・オブ・小魚……みたいな？」


「いっそ、活いけ作づくりにしようかな」


「あ、あは。あははは……」


　ミミコの空そら々ぞらしい笑いが木こ霊だまする。


　周は顔を上げると、にっこり微笑ほほえんだ。


「早く食べてね。私、このあと仕事なの」


「はいっ。食べます。食べさせて頂いただきます。てか、すでに満まん腹ぷくです。ごちそうさまでした！」


　ミミコは正せい座ざしたまま背せ筋すじを伸ばした。周は「そう」と穏やかに答えてから、二杯目のご飯をよそい始めた。自分の茶碗にだ。


「……ミミちゃん」


　コタロウが周を指差しながら、物言いたげに腕を引っ張る。ミミコは、「しっ！　我が慢まんなさい」と彼を小声で叱しかった。


　二人は無言で、周の食事風景を見つめる。


　周の箸の動きが苛いら立だちを増していった。


　ぐう、とコタロウのお腹なかが鳴った。


　周の箸の動きが停止した。


「こら、コタロ――」


　と言いかけたミミコのお腹が、ぐうう、と音を立てる。


「ああ、もう！」


　周は茶碗を卓袱台に置いた。


「ほら。二人ともお茶碗出しなさい。好きなだけ食べていいから」


「やったあ！」


　コタロウが喜んでお代わりをもらい、ミミコも照れながら茶碗を差し出した。


　そんなミミコにしゃもじでご飯をよそい、


「……ねえ、ミミコちゃん」


　と周は硬かたい声で言った。


「あなた、いつまでいるつもり？」


　お代わりを食べかけたミミコが、ぴたりと動きを止めた。周の目つきが険けわしくなる。


「……ミミコちゃん？」


「こ、このお米もとってもジューシー！　ズバリ、秋田産コシヒカリですね！」


「無む洗せん米まいよ」


「そうか炊たき方かたにコツがあるんだ！」


「ねえよ」


　周は両目を半はん眼がんにした。ミミコの両目は泳ぎ始めた。本日二度目だ。


「あのね、ミミコちゃん。私だってこんなことは言いたくないのよ？　ミミコちゃんには恩もあれば義ぎ理りもある。感謝だってしてる。だからこれは、ミミコちゃんのためを思って言ってるの。あなただって、いまのままじゃ駄だ目めだってわかってるでしょ？」


「そ、それは……」


「調ちよう停ていの仕事、続けたいって言ってたじゃない。だったら、やるべきことは一いつ杯ぱいあると思うよ？　違う？」


「……『また遊びに来て』ってゆったのに……」


「五日も泊とまり込むのは『遊びに来る』とは言わないのっ！　ご飯までたかって！」


「……このビル紹しよう介かいしたのあたしなのに……」


「だから感謝してるって言ってるでしょっ？　ええい、そんな卑ひ屈くつな目で見んな！　蹴け飛とばされた捨すて犬いぬみたいな目で！」


　怒鳴られ、箸の先を齧かじるミミコに、周は嘆なげかわしげなため息をついた。


　そして、じとっとした視線を向け、


「ミミコちゃん。あなた、バージンでしょ」


「は、はい!?」


　突とつ然ぜんの指し摘てきに、ミミコは真っ赤になる。周のため息がいよいよ深くなった。


「いまいちわかってないみたいだけどさ。ここは吸血鬼の巣そう窟くつなのよ？　処しよ女じよの生き血は、吸血鬼にとって極ごく上じようのご馳ち走そうなのよ？」


「そ、それは……」


「うちの連中って、もう長いこと血液パックしか飲んでないの。もちろん、転化して間もないし、人間のことだって尊そん重ちようしてる。でも、ずっと人の血から遠ざかってる目の前で、あなたみたいな美お味いしそうな子が寝ね起おきしてちゃ落ち着かないのよ。わかるでしょ？」


「お、美味しそう、ですか？　あたし？」


「……正直言うと、私もときどきムラムラするわ」


「…………」


「…………」


「……えへ」


「はにかむな！」


　周は牙きばを剝むき出しにして卓袱台を叩たたいた。


「それにあんたの連れ！　その子はまだいいとして、もう一人の方っ」


　と周は部屋の片かた隅すみに横よこ倒だおしになっている、細ほそ長ながいロッカーを指差した。


「あなたにはわからないでしょうけど、吸血鬼ってのは自分たちと違ちがう血統が側そばにいると、ある種の緊きん張ちよう感かんを感じるものなの。しかもそれが『銀ぎん刀とう』となると、これはもうただ事じゃないの。あいつは、私らみたいな平へい凡ぼんな吸血鬼にしてみれば、マジ洒落しやれになんない怪かい物ぶつなんだからねっ。格かくが違いすぎるの。人ひと食くい虎どらと一緒に生活してるようなもんだわ」


　真剣な顔で、周は言った。


　ミミコはヘラヘラと笑った。


「またまた。大げさだなあ、周さん。ジローさんは吸血鬼の中じゃ、至いたって穏おん健けんな――」


　と言いかけた瞬間、背後のロッカーから、凄すさまじい咆ほう吼こうが轟とどろいた。


　ロッカーが内側から爆ばく発はつし、ビル全体にズシンっと衝しよう撃げきが走る。


「――おのれ、カーサ！　どこまで人を愚ぐ弄ろうすれば気が済すむのですっ。今日という今日は、そのねじ曲まがった性しよう根ねを……ハ!?　夢？」


　天てん井じようから埃ほこりが舞まい落ちた。


　寝ぼけたジローはしばし呆ぼう然ぜんとしたまま突っ立っていたが、やがて凍こおり付つく周とひきつるミミコ――いまだご飯を食べ続けているコタロウに気付き、照れくさそうに頭を搔かいた。


「あはは。済みません、皆さん。少し昔の夢を見たようで。やはりロッカーでは棺かん桶おけ代わりにはならないですね。夢見が悪いったら」


「兄あに者じや、おはよー」


「ああ、コタロウ。お早うございます」


「兄者もご飯食べる？」


「そうですね。いただきましょうか」


　何事もなかったかのように、ジローは三人に近づき、卓袱台の前に座った。


「ミミコさん、周さん、お早うございます。どうされたんですか？　お二人とも、顔色が優すぐれませんよ？」


　二人はそれには答えずに、互たがいの顔を見合わせた。ミミコはぎこちない愛あい想そ笑わらい。周は牙の似に合あう愛想笑いだ。


「えーと……」


「明日のご飯はメザシの骨ほねと皮かわ。意見は？」


「……ありません」


　ミミコは観かん念ねんしたように答えた。
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「……という訳わけなのよ」


「なるほど。それほどご迷めい惑わくをかけていたとは……あ、いや、多少は自覚していたつもりなのですが」


　ミミコの説明に、ジローは深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。ほんとに自覚してたのか、とミミコは幾いく分ぶん懐かい疑ぎ的てきな眼まな差ざしだ。
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　あれから三人は、近所の公園に場所を移うつしていた。


　自じ販はん機きの陰かげにしゃがみ込み、身体を寄よせ合あうようにして今後の身の振ふり方を相談している。ベンチでも使えば良さそうなものだが、無む職しよくで住所不定ともなると、無む意い識しきのうちに人目を避さけるようになるらしい。


「周さんとこに転がり込んで、もう五日だもんね。初めは同どう情じようしてくれてた血族の人たちも、段だん々だん白い目で見るようになってきたし。さすがに居い候そうろうも限界かなあ」


「とはいえ、他ほかに行く当てはあるのですか？　龍りゆう殿どのにせよケインにせよ、いまはとても頼たよれるような状じよう況きようではありませんよ？」


「わかってるわよ、そんなの。マスコミもいまだに一杯いるしね。まったく。どうしてこういうときに限って、特区中が大変なことになってるのかしら？」


「ご自分の胸に手を当ててみれば、すぐに思い当たるのでは？」


「うっ……そうよね。もとを正せば、全部あたしのせいなのよね。ああ、あたしの馬ば鹿かあたしの馬鹿。あたしなんか消えてなくなれば――」


「し、失言でした、ミミコさん！　お願いですから、この上、落ち込まないで下さいっ」


　頭を抱かかえ始めたミミコに、ジローが慌あわてて慰なぐさめの言葉をかけた。会話を重ねるほど不幸が増ます辺り、かなり末期的である。


「ねえ、ミミちゃん。ミミちゃんはまだ働かないの？　社長さんになるんでしょ？」


「そ、それは……」


　コタロウの放はなったストレートが、ミミコのボディを抉えぐった。


　これからも調停員コンプロマイザーの仕事を続けたい――


　その決意に噓うそはない。自分の仕事は調停員コンプロマイザーしかないと、ミミコは本気で思っていた。


　だが、熱意がそのまま事じ態たいを好転させるほど、現実は甘あまくないのだ。漠ばく然ぜんとした理想はあまりに遠く、一方、生活上の不安は嫌いやになるほどまとわりついて離はなれない。


　周の言っていた通り、「このままでは駄目」なのはわかっている。しかし、そこから抜け出す術すべが見つからなかった。事態を打開する力が足りなかった。


　ぶっちゃけ、金がなかった。


「……ねえ、ジローさん」


「なんですか？」


「出で稼かせぎで用よう心じん棒ぼうとかする気ない？」


「あなたね……」


　不毛な会話は続いた。


　実のところ、似にたような会話は、この数日毎晩のように繰くり返されていたりする。この日も口には出さないまでも、そろそろ周さんとこに帰ろうか、という駄目過ぎる雰ふん囲い気きが三人の間に漂ただよい始めていた。


　ところが、


「先せん輩ぱい！　やっと見つけた！」


「ヒバリちゃん？　それに、サキさん。スワンまで!?」


　自販機の陰に隠かくれるようにしゃがんでいたミミコたちを、髪を団だん子ごにした元気そうな少女がのぞき込んでいた。ミミコが『カンパニー』にいたときの後こう輩はい、楠ヒバリだ。あとから、他の二人も駆かけ寄よってくる。


「ミミコ。こんな所にいたのか。あのビルを追い出されたと聞いて、心配してたんだぞ？　コタロウも、元気そうで良かった」


「ああ、ジロー様！　なんとお労いたわしい。こんなドジ娘につき合ったばかりに大変な目に遭あわれましたね。ご心労、お察さつし致いたしますわ」


　ハンサムな美女といった感じの長身の女性は、元先輩のダンピール、朱と鷺き籐とうサキ。お嬢じよう様さま然ぜんとしたスタイルのいい少女は、ミミコと同い年の元同どう僚りよう、スワン・鍾チエンだ。


「みんな……」


　驚おどろいて立ち上がったミミコだったが、つい顔をうつむけた。


　ヒバリ共々、仕事が終わってから駆けつけたのだろう。三人は制服姿だった。いまのミミコには眩まぶしすぎる姿だ。


　彼女たちを前にすると、自身の没ぼつ落らくぶりが身に染しみる。急に自みずからの装よそおいが気になり、穴があったら入りたい気持ちに襲おそわれた。


　そんなミミコに気付かぬまま、


「大丈夫ですか、先輩？　ご飯とか、ちゃんと食べてます？」


「……う」


「金だってそんなにないだろう？　いったいどこに寝ね泊とまりしてるんだ？」


「……ぐ」


「そもそも、これからどうするつもりですの？　まさか、ずっと浮ふ浪ろう者しやもどきをしている訳にはいかないでしょうに」


「……くうう」


　指し摘てきされるすべての言葉が、ざくりざくりと胸に刺さる。ひと言も答えられないところが、輪をかけて惨みじめである。


「まったくもって、皆さんの言う通りですよ、ミミコさん」


「あんたが言うな！　馬鹿！」


「でも、ぼくもそう思うよ、ミミちゃん」


「うるさいわねっ。あたしだって、好きで人生行いき詰づまってるんじゃないわよ。くそお、どいつもこいつも！」


　家出少女そのもののみすぼらしい格かつ好こうだけに、喚わめけば喚くほど侘わびしさが増していくミミコだった。


　が、彼女をよく知る元同僚たちは、なんだ元気そうじゃないかと、安あん堵どする顔になった。人じん徳とくといえば、ある意味人徳である。


「しかし、困こまっていることは困っているようだな。ならば必ひつ死しに捜さがした甲か斐いがあった」


「え？　どういうことです？」


　サキの台詞せりふにミミコが聞き返した。


　ヒバリがにこりと笑い、説明する。


「先輩が追い出されたって聞いて、相談したんですよ。当面の間、先輩たちをわたしたちの家に泊めてあげようって」


「ええっ？」


　ミミコは目を丸くした。
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　願ってもない申し出だった。これでご飯はんもお腹一杯食べられる。まともな布ふ団とんで眠ることもできる。何より、周に小言を言われながら、居い心ごこ地ちの悪い思いもせずに済すむ。


　しかし、ミミコにもプライドがあった。


　同じ立場で泊まらせてもらうなら構かまわない。しかし、落ちぶれたいまになって、かつての同僚宅に恥はじを忍しのんで居候など……


「本当ですか、皆さん？　なんと麗うるわしい仲間意識でしょう。私は感服しました」


「ありがとう、みんなっ。ミミちゃんはシアワセ者だよ！」


「こ、この恥知らずども!?」


　兄弟の素す直なおな反応に、ミミコが顔を赤くする。彼女の心しん境きようを察したのか、「まあまあ」とサキが肩に腕を回した。スワンもそっと手を取った。


「一緒に仕事をした仲じゃないか。そう片かた意い地じを張らないでくれ。私たちに他意はない。持ちつ持たれつは調停員コンプロマイザーの仁じん義ぎだろう？」


「そうですわ、ミミコさん。悔くやしい気持ちはわかりますが、いまは素直に、わたくしたちを頼たよりなさいな」


「サキさん。スワンまで……」


　面めん倒どう見みの良いサキはともかく、ライバルとして張はり合あっていたスワンまで、そんな言葉をかけてくれるとは思わなかった。


　確かに、こんなところで意地を張っても問題は解決しない。プライドを守りたいのなら、いまはまともな生活を取り戻すことが先決だ。


「――ミミコさん」


「ミミちゃんっ」


　兄弟の優やさしい声に、ミミコは頷うなずき返した。


「……そうね。わかったわ。ありがとう、みんな。あたし、お言葉に甘あまえて厄やつ介かいになる。よろしくお願いします」


　ミミコがそう告つげると、サキとスワンは、おおっと喜よろこんだ。


　そしてサキはさっさとミミコの肩を放し、スワンもミミコの手を放す。


「よし、話は決まった。さ、コタロウ」


「へ？　サキさん？」


「ジロー様。どうぞ、こちらへ」


「は？　スワン？」


　きょとんとするミミコを余よ所そに、サキはコタロウの、スワンはジローの手を引いた。


「おいで、コタロウ！　今日の晩ばんご飯は、お前の大好きなケチャップたっぷりのチキンライスだ。昨日出たばかりのゲームソフトも買ってあるから、今日は一晩中一緒に遊ぼうっ。そ、それと可愛かわいいパ、パジャマも用意してあるから、それも着せてあげる――ああ、こんな幸せな夜があるなんて！」


「サ、サキちゃん、なんか怖こわいよ？」


「ディナーには一流のフレンチを用意してございますのよ、ジロー様。ジロー様のために取り寄せたワインもたっぷり。ああ、まるで夢のようっ。今こ宵よいは心ゆくまで酔よいましょう。み、身も心もしっぽりと――いやん、わたくしったらはしたない！」


「スワンさん？　大丈夫ですか？」


　当とう惑わくも顕あらわな兄弟だったが、サキとスワンは微み塵じんも気にしない。互たがいにきゃあきゃあと黄き色いろい歓かん声せいを上げつつ、二人を引っ張って行ってしまった。


　残されたミミコは啞あ然ぜんと立ち尽つくしていた。


　ヒバリがぽんと肩を叩たたく。


「じゃ、先輩も。わたしんちに案内しますね」
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「な、な、何が心配したよっ。あんな下心があったから、あたしのこと捜してたのね！」


「まあまあ先輩。二人とも先輩のことだって、ちゃんと心配してたんですから」


「信じられないわ！」


「うーん。やっぱり？」


　悔くやし涙なみだまで流して憤ふん慨がいするミミコに、ヒバリは困ったような笑顔で答えた。


　だが、いくら腹を立てたところで現在の貧ひん窮きゆうが変わるわけではない。所しよ詮せん、社会的弱者に発はつ言げん権けんなどないのだ。


「うう……見返してやる。いまに絶対、みんなみんな、見返してやるんだからぁぁ」


「そうそう、その意気ですよ、先輩。あ、わたしんち、ここです」


　ヒバリが案内した彼女の自宅は、第六地区シツクス・ヤードにあった。閑かん静せいな住宅街にある一いつ軒けん家やである。


「ここなの？　いい家……」


「へへ。お父さんが貿ぼう易えき商しようの仕事をしてるんです」


　家を前にして、ミミコは少し緊きん張ちようした。仲のいいヒバリだが、家を訪ほう問もんするのは初めてなのである。


「ただいま～」とドアを開ける後輩の後ろから、


「お邪じや魔まします……」


　と、恐おそる恐る玄げん関かんに入る。


「あ。先輩、危ない」


「え？　――って、ぶ！」


　ヒバリの開けたドアが、突然バネ仕じ掛かけで勢いきおいよく閉まった。あとから入ろうとしていたミミコは、思い切り腰こしを叩たたかれて玄関に頭から突っ込んだ。


　驚おどろいて振り返る目の前で、ガチャンッ、ガチャガチャッ、と自動的に鍵かぎが閉まる。まるで監かん獄ごくか猛もう獣じゆうの檻おりだ。


「な、何これっ？」


「ごめんなさい、言い忘れてました。わたしの家族ってよく鍵とかかけ忘れるんで、特別仕様のドアを作ってもらったんです」


「かけ忘れって……にしちゃあ大げさな」


「大は小を兼かねるってのが、うちの家か訓くんなんです」


「それ、微び妙みように意味が違わない？」


　第一、かけ忘れ防止というよりは、まるで何かを室内に封ふうじ込めるかのような仕掛けだ。ミミコは納なつ得とくのいかないまま、腰をさすって立ち上がった。


　すると、「あらあらあら」と廊ろう下かの奥から、エプロン姿の女性が駆け寄ってきた。ヒバリに似た童どう顔がんで、見るからに柔にゆう和わそうな女性だ。


「あなたミミコさんね？　初めまして、ヒバリの母です。いつもうちのヒバリがお世話になってます」


「あ、いえ。こちらこそ、ヒバリさんにはいつも手伝ってもらってて」


　丁てい寧ねいな挨あい拶さつに、ミミコは恐きよう縮しゆくして頭を下げた。ヒバリの母親は屈くつ託たくなく微笑ほほえんでいる。


「この子、あわてん坊ぼうだから色々迷めい惑わくをかけてるでしょう？　お茶を淹いれるたびにひっくり返したり――」


「あはは。まあ、ときどきは――」


「窓まど拭ふくたびにガラス割ったり、パソコン触さわるたびに壊こわしたり、大事な書類に限って狙ねらったようにシュレッダーにかけたり」


「そ、そこまで？」


「でも、大おお掃そう除じのときは便べん利りなんですよ？　部屋がすっきりしますから。もちろん、粗そ大だいゴミは増えますけど」


「……それって、便利なんですか？」


　ヒバリのおっちょこちょいぶりは職場でも有名である。だが、まさか、あれでも仕事のときは気をつけていたのだろうか？


　にこやかに暴ばく露ろする母親に、「もうっ。余よ計けいなこと言わないで」とヒバリが頰ほおを膨ふくらませた。微笑ましい光景のはずなのだが、ミミコは素す直なおに笑えなかった。


「あの、あたしのことはヒバリさんから？」


「もちろん聞いてますよ。大変でしたのね、ミミコさん。資し格かくも貯ちよ金きんも学がく歴れきもないのに、いきなり無職で住所不定だなんて。若いのにお気の毒だわ。波は瀾らん万ばん丈じようね」


　飾かざらないストレートな物言いは、さすがヒバリの母親である。黙って聞いているミミコのこめかみがピクピク痙けい攣れんした。


「でも安心して。うちは主人と別べつ居きよしてるから、空あいてる部屋が一杯あるの」


　え、と思わずミミコは二人の顔を見た。


　ヒバリの両親は仲が良かったと思ったのだが、知らない間に何かあったのだろうか？


「いま夕ゆう飯はんの支し度たくをしてますからね。自分のうちだと思ってくつろいでちょうだい」


「……ありがとうございます」


　疑ぎ問もんを口にするのもはばかられる。取りあえず、ミミコは頭を下げて礼を言った。


　そして、ふと気付いた。調理中だというヒバリの母親は、両手に見覚えのあるグローブを嵌はめていたのだ。


「それって確か、前にヒバリちゃんが見せてくれた防ぼう水すい防ぼう熱ねつ防ぼう刃じんグローブ……」


　と、そのとき廊下の奥から焦こげ臭くさい匂においが漂ただよってきた。ヒバリと母親が顔色を変えた。


　まさか料理を焦がしたんじゃ、というミミコの予想は、しかし裏切られた。


「先輩、伏ふせて！」


「え？　――って、ぐわ！」


　突とつ如じよ爆ばく発はつ音おんが鳴り響き、次の瞬しゆん間かん、廊下の奥から爆風が吹き寄せてきた。素す早ばやく身を伏せた楠親子の後ろで、突っ立っていたミミコはドアに叩き付けられ、再び転てん倒とうした。


「な、な、何が!?」


「もうっ。お母さん、またレンジを爆ばく破はしたのね」


「ば、爆破？」


「おかしいわねえ。今度はちゃんとセットしたのに……これで今週二度目だわ」


「二度目？　今週？　今日月曜なんですけど？」


「今け朝さはトースターだったんですよ、先輩」


「今朝？」


　まだ衝しよう撃げきで起き上がれないミミコの前で、親子は平へい然ぜんと立ち上がり、身体に被かぶった埃ほこりと煤すすを払った。


「驚かしてごめんなさいね、ミミコさん。でも安心して。こういうこともあろうかと、材料はたっぷり買ってあるから」


「いや、『あろうかと』って……というか、まだやるんですか？」


「心配無用です、先輩。我が家のキッチンは特とく殊しゆ仕様ですから！」


「……なんとなく想像はつくわ」


　ただし、あまり愉ゆ快かいな想像ではない。むしろ不安で一杯だ。


　ミミコは振り返ってドアを見た。このドアがなければ――そしてこれだけ頑がん丈じように施せ錠じようされていなければ、あの爆風は表の道路にまで被ひ害がいを及およぼしたに違いない。ミミコもろとも。


「さ、先輩。とりあえず空いてる部屋に案内しますから」


　キッチンに戻る母親を見送ったあと、ヒバリは廊下の階段を上り始めた。


「ね、ねえ。ヒバリちゃん」


「なんですか？」


「失礼なこと聞くけど……あなたのご両親、いつから別居してたの。あたし全然知らなかった」


「あれ？　言ってませんでしたっけ？　うちのお父さんは、もう何年も前からちょっと離れた場所にマンション借かりて住んでるんです。まあ、ほとんど毎日こっちにも来ますけど」


「何年も前？　そんな。ヒバリちゃん、ご両親はとても仲なかがいいって――」


「いいですよ。いまもラブラブです。見てて恥はずかしいぐらい」


「だったらなんで」


　訳がわからないミミコに、ヒバリも「さあ」と肩を竦すくめた。


「うちのお父さん変わってるんです。リビングでくつろぐときも、なんだか周まわりを気にしてそわそわしてましたし、いつも救きゆう急きゆう箱ばこ抱かかえて生活してました。わたしが小学校のころなんて、工こう事じ現げん場ばのヘルメット被かぶってたんですよ？　それも家の中にいるときだけ」


「……それって……」


「結けつ局きよく、『許ゆるしてくれ。お前たちと二十四時間一緒にいて生きていく自信がない』って、泣いて謝あやまりながら出てったんです。あのときはお母さんと一緒に、ずいぶん首を捻ひねりました」


「…………」


「あれ？　どうしました、先輩？」


「……ごめんなさい。ちょっと目め眩まいが」


「あらら。お疲つかれみたいですね。先にお風ふ呂ろにします？　そうそう。うちのお風呂もすごい装そう備びがあるんですよ。わたしがちっちゃいころ、お母さんがわたしのこと溺おぼれさせたことがあったんですけどね。そのとき真まっ青さおになったお父さんが取り寄せた装備でして、レスキュー隊以外に卸おろしたのは初めてだって業ぎよう者しやさんも絶ぜつ句くしたという、曰いわく付きの――」


「お気き遣づかいなく、ヒバリちゃん。お風呂はあとでいただくから」


「そうですか？　じゃあご飯ができるまで、わたしの部屋に来ます？　今朝割ったガラスの破は片へんがまだ片づいてないですけど、スリッパは軍用ブーツの靴底ソールと同じ素そ材ざいですから全然平気――」


「あたし、お父さんが使ってた部屋がいいな。そこが、すごくいい」


「わかりました。だったらゆっくりしてて下さい。ご飯ができたら声かけますから。たぶん、あと半時間もあれば――」


　と、そのとき階下から再び爆発音が聞こえた。


　足の裏にズウンという震しん動どうが伝わってくる。その震動は、ミミコのココロも揺ゆさぶった。


「――一時間ぐらいだと思います」


「…………」


　ミミコが置き手紙を残してヒバリの家を脱だつ出しゆつしたのは、深夜を回ってからのことだった。
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　夜風が身に染しみる。というより、もうすぐ夜明けだ。


　自販機の陰に舞い戻ったミミコは、一人寂さびしく膝ひざを抱かかえてうずくまっていた。なぜか、この場所を離はなれたときより、さらにみすぼらしい格かつ好こうになっている。額ひたいには大きな絆ばん創そう膏こうが貼はられ、カーディガンなど裾が焦げていた。


「……世の中なんて、大嫌い」


　カナシイ台詞をつぶやき、ミミコはグスンと洟はなをすすった。


「あたしだけ不幸なのがいけないのよ。みんな不幸になればいいんだわ。だってみんな不幸になれば、それはもう不幸って感じじゃないもん。不幸になれ不幸になれ。みんな仲良く不幸になってしまえ」


　目ま蓋ぶたを半開きにしたまま、無表情につぶやくミミコ。寝ね床どこを探さがしてうろついていたホームレスが彼女に気付いたが、気の毒そうに首を振ると遠ざかっていった。


　やがて眠くなってきたのか、ミミコはうとうとし始める。こんなところで寝ては駄目だ――そう忠ちゆう告こくする理り性せいの声も、なんだかどうでもよくなってきた。


　そんなとき、


「ミーミちゃんっ」


「――え」


　ミミコはぱちりと瞬まばたきをした。そして、信じられないように目を見開いた。


「コタロウ君。ジローさんも――」


　現あらわれた二人はミミコに向かって笑いかけた。


「いけませんね、ミミコさん。年とし頃ごろの娘むすめさんが、こんなところで寝ね入いっては」


「ど、どうして？　スワンのとこに行ったんじゃなかったの？　コタロウ君だって」


「書き置きを見つけたヒバリさんから連れん絡らくがあったんですよ。それで、スワンさんに断ことわって出てきました。コタロウも同じです」


「でも……」


　何か言いたそうなミミコを見て、ジローとコタロウは互いにニヤッと笑い合った。


「サキちゃんとのゲームは、すっごく盛もり上がってたんだけどね～」


「スワンさんのワインもなかなかの逸いつ品ぴんでしたが……誰だれかさんが寒空の下で震ふるえてるかと思うと、酔よいも覚さめちゃいますからね」


「二人とも……」


　思わずミミコが涙ぐむ。すぐに駆けつけてくれたことが、素直に嬉うれしかったのだ。


　そして、駆けつけてくれたのは、兄弟だけではなかった。


「まったく……あなたも馬ば鹿かな子ね」


「周さん」


　兄弟の後ろには、呆あきれ顔の周が立っていた。


「私が言ったこと気にしてくれたのは嬉しいけどさ。こんなんじゃ逆ぎやくに心配だよ。しょうがないわね、まったく」


　周は愚ぐ痴ちるように言ったが、顔には親したしげな笑みが浮かんでいた。そして、「ほら」と一本の鍵かぎをミミコに渡した。


「私たちが引ひっ越こす前に住んでた部屋の鍵」


　ミミコは、あっ、と息を呑のんだ。周はにんまりとして続ける。


「引っ越しのときどこかにやっちゃっててさ。ようやく見つかったの。私たち血族が住むには狭せまくてどうしようもなかったとこだけど、あなたたち三人なら十分だと思うよ。快かい適てきとはいかないだろうけどね」


「周さん……！」


「それに、ある意味ちょうどいいと思うんだ。あの辺りは、以前の私たちみたいに人間社会で苦労してる吸血鬼が一杯いるから。それも、『カンパニー』は相手にしてくれないような、ちっぽけな血族がね」


「あ……」


　周がぱちりとウィンクする。


　先日ジローに言われた台詞が胸きよう中ちゆうに甦よみがえった。自みずから積つみ重かさねてきた仕事が、結局は自分自身を救う。これもまた、その一例だろう。


　誰かのために尽くした事実が自分のもとに返ってきたとき、人はまた頑がん張ばろうという気持ちになれるのだ。


「ありがとうございます、周さん。あたし、頑張ります」


　涙ぐむミミコの前で、周は決まりが悪そうに頭を搔かいた。


　コタロウが元気よくガッツポーズをする。ジローは楽しげに片方の眉まゆを持ち上げた。


「では、ミミコさん？」


「うんっ。始めるわ！　あたしの仕事を！」


　ミミコは、周から譲ゆずられた鍵を握にぎり締しめ、兄弟に向かって力強く頷うなずいた。





　特区を牛耳る対吸血鬼トラブル処理組織『オーダー・コフィン・カンパニー』。


　その一員として数々の難事件を解決、あるいは粉砕し、凶悪な吸血鬼ブラツク・ブラツドたちと対等に渡り合い、特区の名だたる古血オールド・ブラツドたちにその名を知られた若き元敏びん腕わん調停員コンプロマイザー、葛城ミミコ。


　彼女の挑ちよう戦せんは、いま始まった。
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インターミッション２







「ミミコ先輩、新しい住まいが見つかったそうですね」


「うむ。あの年で、つくづく生活力というか生存力に溢あふれたやつだよな」


「ちゃんとした所なんでしょうね？　いかがわしい場所にジロー様をお泊とめするようなら、看かん過かしませんわよ」


『カンパニー』事務所の終業後、ヒバリとサキ、スワンの三人は、階段の裏にある休きゆう憩けいスペースで雑ざつ談だんを交わしていた。話題の中心は、もちろん彼女たちの元同どう僚りようである。


「でも、ちょっと寂さびしいです。しばらくは一緒に住めると思ってたから、わたし合がつ宿しゆくみたいで楽しみだったのに」


「確かに……だが、結局コタロウも、ミミコやジロー殿どのと一緒にいるのが一番だろう。買ったゲームは、あとで送ってやろう。パ、パジャマも」


「……わたくしはまだ諦あきらめませんわよ。もともと、調停員コンプロマイザーと護衛クローザーが一緒に暮らすこと自体、不自然なんです。いまのミミコは給きゆう料りようだって払はらってないだろうし、この機になんとしてもジロー様をわたくしの護衛クローザーに……」


　言いたい放ほう題だい口くちにしつつも、三人の態たい度どには、どこか寂しげなものがうかがえる。不思議なことに、『カンパニー』を去ったのはミミコの方だというのに、なぜか彼女たちは「ミミコに置いて行かれた」ような気持ちを感じているのだ。


『はあ……』


　と奇くしくも三人は揃そろってため息をついた。


　そのとき、タタタッと廊ろう下かを小走りに駆けていた事務所の受うけ付つけ嬢じようが、休憩しているヒバリを見つけて、「楠さんっ」と声をかけてきた。


「警察の方から、あなたにお電話よ」


「警察？　わたしにですか？」


　サキとスワンが、ヒバリを振り返った。きょとんとするヒバリに、受付嬢は頷き返し、


「ええ。ケーキ屋がどうとか、私立特区学院がどうとか言ってるけど？」


「……ケーキ？　それに――え？　特区学院？」


　ヒバリの顔に疑問符が浮かぶ。可哀想に、誤ご解かいが解けるのは、それから何時間もあとだった。









　　第三話　社長葛城ミミコの野望










　風が出てきた。


　ぶるっと身体からだを震ふるわせた弟に、兄は黙だまって上着を脱ぬぎ、肩かたの上に被かぶせてやった。


　背の低い弟が、肩越ごしに兄を振ふり返る。


「兄あに者じや――」


　大きな青い瞳ひとみに、悲しみの色が浮かんだ。


「どうしてこんなことになっちゃったの？」


　弟の問いかけに、兄はすぐに答えられなかった。優やさしげな微び笑しようの奥おくで揺ゆれるのは、弟と同じ悲しみだ。


「仕方がありません。お前には難むずかしいかもしれませんが……こういうことは、良くあることなのです」


「でも」


　言い募つのる弟を止め、兄はそっと――しかしはっきりと首を横に振った。


　兄弟は目の前の高こう層そうビルを見上げた。


　二人がいる第九地区ナイン・ヤードは、国こく際さい経済都市特区におけるビジネスの中心地だ。最新設備のビル群ぐんが所ところ狭せましと林立しており、二人が見上げるビルもまた、斬ざん新しんなデザインを誇ほこって夜の闇やみにそびえている。


　だが、その華はなやかさと裏うら腹はらに、胸を去きよ来らいする虚むなしさはなんだろう。


「ミミコさんは変わってしまったのです。変わってしまったのですよ――」


　兄が答え、弟もわずかに頷うなずいた。


　風に乗り、どこか遠くから野や犬けんの吠ほえる声が聞こえて来る。兄弟は視し線せんを大地に戻し、無言のままビルに背を向けて去っていった。
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「うんっ。始めるわ！　あたしの仕事を！」





　そう、決意を新たに再出発したのは、わずかひと月前のこと。


　職しよくを失い、住まいを追われ、居い候そうろう先での冷れい遇ぐうや元同どう僚りようのココロナイ仕打ちにも耐たえ抜いた葛かつら城ぎミミコ十八歳さいは、もう無む職しよくでも住所不定でもなく、小さいながらも一国一城の主として新天地に立っていた。


　彼女の次なる挑ちよう戦せんは「起き業ぎよう」。日ひ陰かげに生きる吸血鬼ブラツク・ブラツドたちの身近な悩なやみを解かい決けつする、まったく新しいサービスの提てい供きようだった。


『葛城ミミコ調ちよう停てい事じ務む所しよ』の設せつ立りつである。
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「よしっ。これでお掃そう除じ終わり！」


　ゴミ袋の口を締しめ、両手をパンパンとはたいたミミコは、満足そうに微笑ほほえんだ。


　現在の時じ刻こくは夜の九時。事務所にいるのは、ミミコ一人だ。他の二人は出で払はらっている。


「しかし……なんとか形だけは整ったわね」


　そうつぶやいて、部屋を見渡す。


　いまミミコがいるのは、居候させてもらっていたフェイニー・周チヤウから紹しよう介かいされたプレハブ小屋だった。工事現場の臨りん時じ事務所だったらしく、少し前までは周たちの血けつ族ぞくが隠かくれ家がとして利用していた場所だ。


　周からここを紹介されたとき、行き場をなくしていたミミコは、迷まようことなく飛びついた。そして住居兼けん仕事場として手を入れ、『葛城ミミコ調停事務所』を開業したのだ。


　壁かべ際ぎわのキャビネットやいま座っているチェアとデスクは、小屋に残されていた物を磨みがき直した品だ。ソファはゴミ置き場から持ってきた廃はい品ひんである。ジローが器用に裁さい縫ほうしてそれなりの見み栄ばえを取り戻している。総そうじてみすぼらしい感じがするのは否いなめないとしても、ほとんど無一文から始めたことを考えれば、なかなかのものだと思う。


「あとはお客さんを待つばかりね」


　周たちと一いつ緒しよに暮くらした数日で、弱小血族が重ねる苦労はつぶさに見てきた。少しでも彼らの力になりたい。その夢に、一歩近づいたのだ。


「そして、いっぱいいっぱい儲もうけたら、これまでの分まで、う～んと贅ぜい沢たくしてやるわ！」


　いつかは自分のビルを建てるのだ。クビにされた『カンパニー』の隣となりに、倍くらい背の高いビルを。ミミコはプレハブの天てん井じようをうっとり見上げ、両手を胸むな元もとで握にぎり締しめた。


　と、ミミコが自みずから描えがいたサクセス・ストーリーに酔よっていると、事務所のドアがノックされた。すわ来客かと、ミミコは瞳を輝かがやかせた。


「いらっしゃいませ！　――って。なんだ。ジローさんとコタロウ君か」


　ミミコが照てれ隠かくしに笑う。事務所に戻ってきたジローとコタロウは、互たがいの顔を見合わせて肩を竦すくめた。


「ミミちゃんが書いた事務所の広告。目に付くところに貼はってきたよ」


「ビラもです。全部配くばり終えました」


「ご苦労様。あとは結果待ちね。いっぱいお客さんが来るといいけど」


　兄弟の報告に、ミミコは頷いた。まさに準じゆん備びは万ばん端たんだ。


「しかし……」


　ジローはデスクに近づくと、その上に残っていた広告の下書きを手に取った。


「『月夜にお住まいの方々の、お悩み・ご相談にお応こたえします。各種トラブルも速すみやか、且かつ秘ひ密みつ裏りに解決。グループ間の揉もめ事等ございましたら、お気軽にご連れん絡らく下さい』」


「悪くないでしょ？　さすがに、おおっぴらに吸血鬼トラブルを解かい消しようするとは書けないからね」


「『なお、当事務所と某ぼう大手調停会社とは、なんの関係もありません。先方との関係が良好でない方も、安心してご相談下さい』」


「『カンパニー』に頼たよれない血族こそ、うちの狙ねらい目ですからね。あっちにはカバーできないニーズに、あたしたちが応えるのよ」


「果たして効こう果かが期待できるでしょうか？」


「そんなのわかんないわ。でもやらないよりは、ずっといいでしょ？　何事もアグレッシブに攻せめてかないと。何しろあたしたちは、『ベンチャー・ビジネス』に乗り出した訳ですからねっ」


　ふふん、とミミコは鼻息を荒あらくする。


「まあ見てなさいって。きっと大儲けできるわよ」


「ミミちゃんもついに社長さんだもんねっ。いっぱい給きゆう料りよう頂ちよう戴だいね！」


　コタロウが弾はずむように言った。


　社長――


　なんと甘かん美びな響ひびきだろうか。ミミコは来きたるべき栄光に頰ほおをにやけさせた。


「よーし、やるわよーっ。『葛城ミミコ調停事務所』、本日オープン！」


　えいえいおーっ、とミミコが拳こぶしをあげる。


　ジローは苦く笑しようしながら、コタロウは心しん底そこ楽しそうに、一緒になって腕うでを突き上げた。
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　そして三日が過すぎた。


「……変ね」


　デスクにあごを乗せたまま、ミミコはぼそりとつぶやいた。


「……お客さん、全然来ないわ」


　狭せまいはずなのにがらんとした印象の事務所を眺ながめ、ミミコはいぶかしげに眉まゆを寄せる。


　事務所を開けてからというもの、ずっとこんな調子である。訪おとずれた客は酔よっぱらいが一人だけ。その酔っぱらいも散さん々ざんくだを巻いて帰っていった。吸血鬼のライフサイクルに合わせて夜間営業にしているのだが、これでは発電機のガソリンを浪ろう費ひするばかりだ。


「宣せん伝でんが足りないのでしょうか？」


「それともみんな平和なのかな？」


「うーん……」


　首を傾かしげるジローとコタロウに、ミミコも悩なやましい唸うなり声で応えた。


　トラブルがないのなら喜ばしいことだが、この付近は『カンパニー』の目も届とどかない場所である。いざこざなど日にち常じよう茶さ飯はん事じで、調停の仕事はいくらでも発生しているはずだった。


「なのに、なんで誰だれも来ないのかしら？」


　この三日間、当然ながら収しゆう入にゆうはゼロ。家や賃ちんこそかからないものの、食費と光熱費は目め減べりしている。もともと元手がないに等しい状態だから、『葛城ミミコ調停事務所』は開業後一週間を待たずして、じわりじわりと経営破は綻たんに接近していた。


「きっと何者かのインボーだよ！」


「コタロウ。お前はテレビの見み過すぎです」


「……陰いん謀ぼう……まさか、あたしをクビにした部長の？」


「ミミコさん。あなたまでなんですか」


　結局その日も事務所の扉とびらはノックされることなく朝を迎むかえた。さすがにミミコも焦あせりを感じた。


「こうなったらこっちから動くわよっ。当分事務所は閉めて、営業活動を行いましょう」


　念願かなって立ち上げた事務所である。なんとしてでも成功してやる、とミミコの情熱は尽つきなかった。
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「済すみませんっ。少ないですがこれが精せい一いつ杯ぱいなんです。いまはこれで勘かん弁べんして下さい」


「え、いや、その……あたしのお話、聞いて下さいました？」


「はいっ。はい！　ですが、本当にこれで一杯一杯なんです。どうか。どうかこれでっ」


　ひたすら頭を下げ続ける吸血鬼に、ミミコは困こん惑わくを隠かくせなかった。コタロウもきょとんとしている。


「あの……あたしはただご挨あい拶さつにうかがっただけですから。今度何か困こまったことがあれば、あたしの事務所を訪たずねて下さいねって――」


「もちろんそうさせて頂いただきます。『銀ぎん刀とう』様の評ひよう判ばんは私も耳にしていますし、逆さからおうなんて、これっぽっちも考えちゃいません」


「逆らうって――とにかく、そのお金は引っ込めて下さい」


「ま、待って！　こんなはした金は受け取れないということは重々弁わきまえておりますが、本当にこれが限げん界かいで――お願いですから、今回はこれで勘弁して下さい！」


　そう言って封ふう筒とうを差し出す吸血鬼は、もはやミミコを見ようともしなかった。


　近所の吸血鬼たちに営業回りを開始した矢や先さきのことである。


　いま相手をしている吸血鬼はバーで働くバーテンダーで、これでもある血族――といっても、特区にいるのはわずか三人という血族だが――の長だ。訪れたミミコたちを見た途と端たん、真っ青になって店の奥に通し、金の入った封筒を差し出したのである。まるで借しやつ金きん取とりになった気分だった。


「実は他の血族にも代金を払はらっていまして――も、もちろん、あなた方を蔑ないがしろにする訳ではないですよ？　ただ私の給料などたかが知れていますし、これ以上は……」


「いや。ですから……」


　訳のわからないミミコに対し、「ミミコさん」とジローが後ろから声をかけた。


　彼だけは、なんとなく事情を察さつしたらしい。渋しぶい表情で「一度出ましょう」と言うと、まだ理由のわからないミミコとコタロウを連れて店を出た。


　店を出たあと、説明を求めるミミコに、ジローは事情を話した。


「み、みかじめ料ぉ？」


「――を要求されたと思ったのでしょう。どうやら似たようなことをしている血族もいるようですしね」


「兄者。ミカジメ料ってなに？」


「う。なんと言いますか――平たくいえば『用よう心じん棒ぼう代だい』になりますかね」


　ジローが目を逸そらして説明した。


　飲食店の監かん督とくや事業の後見を請うけ負おう代金――要は、暴ぼう力りよく団だんがバーやスナックから取り立てている、あれだ。


「私の悪あく名みようもありますからね。勘かん違ちがいするのも、ある意味無理のないことです」


　ジローは、吸血鬼の代表的な弱点である銀でコーティングされた刀を使う。そのため『銀刀』と呼ばれるようになった。また、かつての香港ホンコン聖せい戦せんでの鬼き神しんの如ごとき戦いぶりも広く知られている。凄すご腕うでの剣士として認みとめられる一方、恐おそれられてもいるのだ。


　事情を知ってミミコは憤ふん慨がいした。


「許せないわっ。他の血族とはいえ、困ってる吸血鬼から、同じ吸血鬼がお金を取り上げるなんて！」


「しかし、いざトラブルがあったとき、彼らのような小さな血族では『カンパニー』に頼たよるのは難むずかしい。となれば、日ひ頃ごろから金を払って用心棒を雇やとう気持ちも理り解かいできます。むろん、強きよう要ようされて嫌いや々いや、という場合が多いでしょうが」


　吸血鬼たちはその正体を隠かくしながら人間社会に紛まぎれて暮らしている。公機関に頼ることはできず、同族間の縄なわ張ばり意い識しきも強い。それを管理、監督するために『カンパニー』が存在する訳だが、『カンパニー』にも相手にされない――しようにも存在自体知られていない少人数の血族も多いのだ。彼らにすれば、多少のみかじめ料を払ってでも何らかの保ほ障しようは欲しいのだろう。


　ミミコが助けたいと思っているのも、まさにそんな吸血鬼たちだった。


「いいわ。俄が然ぜんやる気が出てきた。弱きを助け、ついでに仕事を取ってみせるわよ」


　と、ミミコが瞳に闘志を燃やす。


　しかし現実は甘くない。


　ミミコはその後も営業回りを続けたが、吸血鬼たちは勘違いして恭きよう順じゆんを示しめすか、あるいは露ろ骨こつな警けい戒かい心しんを示すだけだった。


　どうやら、前日のビラ配りが通つう告こくで、今回の挨拶でいよいよ取り立てに来たのだと思っているらしい。ジローを見るなり涙を流して許しを請こう者すらいた。


「……『銀刀ジローさん』っていったい……」


「いまさら言わないで下さい。そんなこと」


　初めのうちは誠せい意いを込めて誤ご解かいを解とこうとしていたミミコも、次し第だいに口数が減へり始めた。とにかく、会う者会う者が、頭から不ふ審しんの眼まな差ざしを向けるのである。最後にはミミコたちの人相まで悪化し出していた。


　結局三人は明け方近くまで歩き回ったあげく、なんの成せい果かもないまま事務所に戻った。


　発電機のガソリンが切れたのは、その二日後のことだ。
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　その日の夕食は、パンの耳と味み噌そスープ――薄うすめた具なしの味噌汁だった。


　一昨日まではサンマの缶かん詰づめもあったのだが、三人で少しずつ分けて来た結果、とうとう食べ尽つくしてしまった。パンの耳も、砂さ糖とうをまぶしたり、きなこをつけたりしてバリエーションを持たせていたのが、ついに昨日どちらも切れた。ケチャップなどの高級品は言うに及およばずである。味噌スープにしろ、ガスがなくなったので温あたため直すことさえできない。それはもう、食しよく卓たくを囲かこむ三人が思わず目を疑うほどわびしい風景であった。


「兄者……」


「お黙だまりなさい、コタロウ。兄は泣き言など聞きたくありません」


「周さんとこのメザシは、美お味いしかったなあ……」


「ミミコさん。あなたも情けないことを言わないで」


「……ジローさんはいいわよね。いよいよとなれば、あたしの血を吸ってお腹なか一杯になれるんだもん」


「ミミコさん。こういうことは言いたくありませんが、いまのあなたの血液は、栄養面で言うとかなり貧ひん相そうな状態ですよ」


　希望の不在が人を傷つけるのか、はたまた空腹が人を蝕むしばむのか。三人の言葉と表情には、以前はなかった棘とげがあった。


　すでに、事務所開業の日の輝かしい活気は、跡あと形かたもなく死に絶たえている。生活に疲つかれた一人の少女と二人の吸血鬼は、いままさに人生にも疲れようとしていた。


「……とにかく食べよっか」


「そうですね。頂いただきましょう」


「うん」
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　三人が手を合わせて「いただきます」と声を揃そろえた。照明代わりのロウソクの火が、頼りなく瞬またたいている。冷さめたスープをすする音が、事務所の中に木こ霊だました。


「……う」


「ミミコさん？」


「ち、違うの。泣いてない。あたし、泣いてなんかないから」


　洟はなをすすりながらミミコが言った。コタロウまでもらい泣きで涙ぐんだ。


　そのときだ。突とつ然ぜんジローがスープの入った使い回しの紙コップから口を離した。


「――これは」


「なに？　どうしたの？」


「吸血鬼の小こ競ぜり合いが始まりました。近い――すぐ側そばです」


　戦いの気配を察さつしたのだろう。ジローの目つきが久しぶりに鋭するどさを帯おびた。ミミコは慌あわてて立ち上がった。


「大変っ。いまは吸血鬼の取り締しまりが強化されてるのに！」


　ミミコの叫びに頷うなずき、ジローは事務所を飛び出していった。コタロウも慌てて食事を中ちゆう断だんし、ミミコとともに彼の後を追う。


　ジローの言った通り、現場はすぐ側だった。


　人ひと気けの絶えた路ろ地じ。そこで、四人の少年たちが、一人の男を袋ふくろ叩だたきにしていた。


　どちらも吸血鬼だ。が、少年たちは転びたてアンダー・イヤーらしい。駆かけつけたジローに気付くと、これ見よがしに牙きばを剝むいた。


「なんだ、テメエっ。引っ込んで――」


「たわけっ！　調子づくのも、いい加か減げんにしておきなさいっ」


　刀を抜くまでもない。ジローの一いつ喝かつは夜や気きを震ふるわせ、少年たちの興こう奮ふんを根こそぎ吹き飛ばした。瞬しゆん時じに青ざめた少年たちは、一いち目もく散さんにその場から逃げ出した。


　暴ぼう行こうを受けていたのは、偶ぐう然ぜんにもあのバーテンダーだった。どうやら不意打ちされたらしい。事務所に運び入れたあとで、意識を取り戻した。


「本当に、なんとお礼を言えばいいのか」


　恐きよう縮しゆくして頭を下げるバーテンダーに、ミミコは「いいんですよ」と笑いかけた。


「連中は、この付近に有力な血族がいないことを知っていて、ときどきあんな風に鬱うつ憤ぷん晴ばらしに来るのです」


「でも、みかじめ料を支し払はらっている血族がいるんでしょ？　守ってくれないんですか？」


　ミミコの疑問に、バーテンダーは苦々しく首を振った。


「あいつらは金を取るだけで……店での揉もめ事には対たい処しよしてくれますが、あんな風な面白半分の乱らん暴ぼうには、我われ関かんせずですよ」


　もともと、みかじめとは名ばかりの強請ゆすりたかりだ。金だけ取ってあとは知らんぷりというのが、彼らの実じつ態たいなのである。


「そんな奴やつらにお金払ってるの？」


「払わねば逆に嫌いやがらせを受けます。この手のトラブルは弱者ほど避さけがたいんですよ」


　ぷんすか頰ほおを膨ふくらますコタロウに、ジローも憤いきどおりを込めて頷いた。


　しかし――


「……トラブル？　そっか。これも一種のトラブルよね。みかじめ料の取り立てで、困ってるわけだし……」


　そうつぶやいて、ミミコは顔を上げた。


　瞳の奥で、何かがきらりんと輝かがやいている。


「バーテンさん。ひとつご相談――いえいえ。ビジネスの話をしたいんですけど――」
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「はア？　調停だア？　なに寝ね言ごとゆってんだ、テメエっ。おオっ？」


「とにかくです。依い頼らい者しやの方は『みかじめ料』という名目であなた方が行う恐きよう喝かつ行こう為いを、大変迷めい惑わくに思っています。今後こういうことは一いつ切さいなさらないようお願いします。よろしいですね？」


「馬ば鹿か言ってんじゃねえよ！　こちとら吹けば飛ぶような弱小血族を、身体からだ張って守ってやってんだぞっ。わかってんのか、コラっ？」


　吸血鬼は牙を剝き出しにして胸を張った。


　バーテンダーからみかじめ料をせしめている血族。その一人である。今月分の代金を徴ちよう収しゆうにやってきたところを捕つかまえたのだが、開き直った様子でまるで悪びれもしなかった。


　しかし、動じないのはミミコも同様だった。凄すごむ吸血鬼に対し、涼すずしい顔で頷いた。


「ふむ。つまりガードマン――用心棒をしており、あれはその代金だ、と？」


「おおヨ！　決まってんだろ」


「だったらいよいよ、あなた方の出番はなくなりました。彼には今後、あなた方より優ゆう秀しゆうで頼たよりになるガードマンが付きます。どうか安心してお引き取り下さい」


「っだとテメ！　ふざけたことぬかし――」


　ヒュッ――と軽く鋭するどい音がした。


　吸血鬼の動きがぴたりと止まった。何かが彼の頭上を、高速で通つう過かしたのだ。


　パラパラと頭とう頂ちよう部ぶの髪かみの毛が落ちる。次いで、ヒュヒュヒュッと風を切る音が連続して聞こえた。それも耳元を掠かすめるように。


　髪がばさばさと床ゆかに散らばった。吸血鬼は硬こう直ちよくした。


「兄者、上じよう手ず～」


「いえいえ。大したことではありませんよ。今こ宵よいは銀刀の切れ味が良いようです」


　背後で何気ない会話が交かわされた。しかし吸血鬼は振り向くことができない。後ろから、巨大な力の気配がのしかかってきている。


　それに、いまの台詞せりふ。銀刀？　確かにそう聞こえたが……まさか、あの？　あの銀刀？


「話を続けてよろしいでしょうか？」


　ミミコが平然と尋たずねた。「はい」と吸血鬼は首しゆ肯こうした。


「今後彼には近づかない。いいですね」


「はい」


「みかじめ料ももちろん廃はい止し。ですよね？」


「はい」


「あ、そうだ。せめてものお詫わびに、有り金残らず置いてって下さい」


「は？　なんでそんな――」


　ヒュッ。


　再び刃やいばが一いつ閃せんすると、吸血鬼はただちに自分の財さい布ふを差し出した。


「よかった。話のわかる方で」


　財布を受け取り、にっこり微笑ほほえむミミコ。


　吸血鬼は直立して、


「失礼しますっ」


　と頭を下げるや、脱だつ兎との如ごとく逃げ去った。


　吸血鬼を見送ったあと、ミミコは得意そうにニヤリとした。


「楽勝ね」


　ジローが肩を竦すくめて銀刀を鞘さやに収める。ハラハラしながら見守っていたバーテンダーがミミコのもとに駆け寄ってきた。


「あ、ありがとうございます。なんとお礼を言っていいのか」


「なんのなんの。この手の『調停』ならお手のものです」


「これは少ないですが、約束の謝しや礼れいです」


　そう言って差し出された封筒に、ミミコは思わず口元を緩ゆるめた。


　そう。要は相そう互ご扶ふ助じよと思えばいいのだ。彼は安全を、ミミコは金きん銭せんを得る。対たい価かが公正であるならば、これは立りつ派ぱなビジネスではないか。ボディーガードだって仕事である。


「……見えたわ」


　そうつぶやくミミコの瞳の奥で、何かがぎらりんと輝いていた。
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「つまりだね。これはいわば『必要悪』なのだよ。わかるだろ？」


「ふむふむ。それで？　どうぞ続けて下さい」


「金銭のやり取りによって、我々と彼らの間には契けい約やくが成り立つ。且かつ、それが第三者の目にも明らかになる。我々がバックについているという事実だけでも、他血族に対する十分な牽けん制せいとなり得るのだ。つまりは、代金の対価として必要十分な効果なのだ」


「なるほど……勉強になるなあ」


「ましてや我々はかなりの『悪名』で恐おそれられているからね。手出しする者など皆かい無むだ。悪いことは言わない。君も手を引きたまえ」


「あら。でも『悪名』ならこっちも負けてませんわ。ねえ、ジローさん」


　ヒュヒュンッ、ヒュッ――





[image: ]　[image: ]　[image: ]







「いやあ、ご活かつ躍やくのお噂うわさは、かねがね耳にしていました！　こうしてお会いできるなんて光栄ですよ、葛城社長」


「いやだわ。活躍だなんて」


「ご謙けん遜そんを！　あなたの凄すご腕うでは、すでに業界中に鳴り響ひびいています。巷ちまたではあなたのことを『クイーンＭ』と呼んでいるほどでして」


「『クイーン』？　これはまた、ずいぶん派は手でな名前で呼ばれてるみたいですね」


「いえいえ。実際お会いしてみて、よくわかりました。正直、あなただけは敵に回したくない。リスクが大きすぎますよ。わはは」


「ということは、あなた方も大人しく手を引いて下さると？」


「そこでです！　どうでしょう、葛城社長。ここはひとつ、我々と手を組んでですな。縄なわ張ばりを拡かく大だいし、より多くの血族を傘さん下かにおさめて――」


「ジローさん。お願い」


　ビュン、ビュビュン！
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「マジっス！　噓うそじゃありません。オレら本気ですからっ！」


「はあ。……手て下したにしてくれ、ですか？」


「社長の手しゆ腕わんに惚ほれたんス。もう、この一帯で『クイーンＭ』に逆さからおうなんてバカは、一人もいません。わずか半月で、スゴすぎるっス。オレら、社長の下で、ビッグになりたいんス！」


「うーん。確かに最近、人手が足りないなあとは思ってたんだけど……」


「だったらぜひっ。ぜひお願いします。雑ざつ用ようからで構かまいません。雑ざ魚こ相手の露つゆ払はらいでも弾たま避よけでもなんでもやりますっ」


「うーん。どーしよっかなー」


「……社長。これ、少ないですが、ほんの気持ちっス」


「あら。意外と気が回るじゃないの。じゃ、ちょっとだけ使ってみてあげる」


「ちいっス！　精しよう進じんするっス！」
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「ま、待ってくれ。確かに私たちはこの区画を牛ぎゆう耳じっている血族だが、他の血族から金を奪うばうなんて真ま似ねは……！」


「あら。この期ごに及およんで言い逃のがれされるんですか？　名のある血族と聞いていましたのに、がっかりですね」




[image: ]


「言い逃れではない！　確かに先日、君と契約を結むすんだ吸血鬼から相談を受けたし、結果として謝しや礼れいも受け取った。しかしあれは、れっきとした取り引きだ。彼が人間社会での仕事を求めていたから、我々が紹しよう介かいし、仲ちゆう介かい料りようを取った。それだけのことだろうっ？」


「ですから、困るんですよ。そういうことを勝手にされては。あなた方のような血族と安あん易いに取り引きしていては、あたしの大切な顧こ客きやくがいつ騙だまされてひどい目を見るかわかったものじゃありませんからね」


「そ、それこそ言いがかりというものだ！　私たちは君らなどよりずっと以前から、頼るもののない吸血鬼たちの面めん倒どうを見てきてるんだぞ」


「なるほど。つまりは筋すじ金がね入りのワルって訳ですか。ならばこれ以上の問答は無用ですね。――ジローさん。やってちょうだい」


「くっ!?　……ん？」


「あれ？　ちょっと、ジローさ――な、何よその顔。コタロウ君まで。最近あなたたち、職しよく務む怠たい慢まんじゃない？　ふん。まあいいわ。今日のところはここまでにしておきましょう。また来ますからね」


「ぬうう……噂うわさ通どおりだ。情け無用の『クイーンＭ』。特区の闇やみ社会は、とんでもない怪かい物ぶつを迎むかえ入れてしまった……」





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　かくして、ミミコの快かい進しん撃げきは続いていた。


　三つ目の事務所――最近契約したハイテク・ビルのオフィスに戻ったミミコは、ダイヤモンドの輝くイヤリングを揺らしながらサングラスを外した。


　淡いパープルの高級ブランドスーツに、肩からかけたサマーコート。ハイヒールの踵かかとを高らかに鳴らしながら、ミミコは兄弟の方を振ふり向むいた。


「なあに、話って？　ジローさんもコタロウ君も、今日はやけに神しん妙みようね」


　ミミコはあっけらかんとしている。兄弟は、歯痛を堪こらえるような顔をして、ゴージャスな変身を遂とげた彼らの雇い主ボスを見返した。


「……ミミコさん。最近のあなたのやり方は間違っています」


　ミミコは目を丸くした。


「間違ってる？　何が？」


　心の底からわからないという顔のミミコに、ジローは思わず天を仰あおいだ。


「いまのミミちゃん、なんだか悪者みたいだよ。ぼくこんなのイヤだ」


　コタロウが口をへの字にして言った。なんだか、殴なぐられて、泣くのを堪えているような表情だ。ミミコは顔をしかめた。


「どうしたのよ、二人とも。あたしたちの事業はすごく順調よ？　見なさいよ、このオフィス！　この服！　この宝石！」


　るーららーと歌うように言いながら、ミミコは備そなえ付けのクーラーからドンペリを出して栓せんを抜いた。仕事に臨のぞむときの、氷のように酷こく薄はくな面おも持もちはそこにない。にわかセレブな生活に浮かれる様子は、まるで夢見る少女のようだ。


「ほらっ。二人とも飲んで飲んでっ。パーッと騒さわいで、気分を変えましょう！　確かにここんとこ働きづめだったから、腐くさる気持ちもわかるわ。今度バカンス取るからどこか海外に――ハワイ、いや、パリに行きましょうよ！　ショッピングを楽しんで！　高級フレンチを堪たん能のうするの！　ううん、どうせだからパリ支店とか出しちゃおうっ。今度はフランスの吸血鬼たちを、『調停』してあげるのよ！」


　ミミコの野や望ぼうは果はてしなく広がる。対照的に、ジローとコタロウの表情は強こわ張ばっていった。兄の顔にも弟の顔にも、駄だ目めだこりゃ、と大きく書いてある。


「でも、その前にさっきの連中を黙らせなきゃね。そうすれば、うちの事務所は当分安あん泰たい。みかじめ――もとい、契約を独どく占せんできるわ。くっく……今度はきちんと働いてもらうわよ、ジローさん。弱小血族の明日のため。そして、我が『葛城ミミコ調停事務所』の未来のために！」


　あっはっはっ、とミミコの大笑が夜のオフィスに木こ霊だまする。


　彼女がその宣せん言げんを果たしたのは、それから三日後のことだった。ここに、『葛城ミミコ調停事務所』は弱小吸血鬼社会の頂ちよう点てんへと躍おどり出たのである。
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「契約料を値ね上あげする？　マジっスか？」


　驚く秘ひ書しよに、ミミコは平然と首肯した。


「独占――ってのはちょっと時期尚しよう早そうだったみたいなのよねー。最近トラブルがめっきり減っちゃってさあ」


「そ、それっていいことなんじゃ――」


「馬鹿ね。トラブルがないとうちの収しゆう益えきが上がんないでしょ？　だから値上げするっての。文もん句くある？」


「文句っていうか、その……」


　秘書の不安を、ミミコは一笑に付した。


「この『クイーンＭ』に楯たて突く奴なんて、どこにいるの？　いいから上げなさい。この前新しいクルーザー買っちゃったから、ローンの支払いが結けつ構こうあるのよ」


「そ、それって、めちゃ公こう私し混こん同どう……」


「……なによ？」


　ぎろりとミミコの眼がん光こうが光る。


　秘書は慌てて視線を床ゆかに向けた。人間が吸血鬼を視線で圧あつ倒とうする例など、古今東西を探さがしても『クイーンＭ』のそれを除のぞいて見当たらないに違いない。


「とにかく頼むわよ。あたしは忙いそがしいんだから、これ以上煩わずらわせないでね」


　そう言い残して、ミミコは社長室に入った。


　ふう、と息をつき、巨大なマホガニーのデスクに着く。クルリと椅い子すを回転させれば、一面のガラス窓に特区第九地区ナイン・ヤードの摩ま天てん楼ろうが見渡せた。


「まだまだ……こんなもんじゃ満足なんてしないわよ」


　不ふ敵てきな笑みを唇に浮かべ、ミミコは独白をこぼした。


　もう、『カンパニー』の下したっ端ぱ役人はいないのだ。そしてホームレス同然の哀あわれな元ストリート・チルドレンもいない。ここにいるのは若き『勝ち組』、葛城ミミコである。


『クイーンＭ』に栄えい光こうあれ。ミミコはクックックと静かに肩を震わせた。


　それからデスクに向き直り、


「おや？」


　と一枚の書き置きに気が付いた。





『いまのあなたにはついて行けません。当分仕事を休ませてもらいます。




ジロー・コタロウ』







　ミミコは書き置きを一いち瞥べつし、


「あれ？　もう休きゆう暇か取ったの？　抜ぬけ駆がけするなんてズルいわね。忙しいのにさ」


　と唇を尖とがらせてゴミ箱に放ほうり込んだ。


「いいもん。あたしはもっとうんとお金貯ためてから、すっごい贅ぜい沢たくするんだもんね。食事にバカンスにショッピングに企業買収Ｍ＆Ａ！　うくくっ。た～のしみ～」


　ミミコは両手を腰に当てて、あっはっはと快かい活かつに笑い始めた。


　――が、しかし、その笑い声から段々自信がなくなり始めた。


「あはははは……はは……は……は？」


　ふと素すに戻もどり、ミミコは笑うのをやめる。


　腕組みをして人差し指をほっぺに当てた。


「……んー？」


　視線を斜め上に向けてしばし悩なやむ。


　それから、ゴミ箱に手を入れてごそごそ漁あさり、さっきの書き置きを取り出すと、デスクの上においてしわを伸ばした。





『いまのあなたにはついて行けません。当分仕事を休ませてもらいます。




ジロー・コタロウ』







　まじまじとその文ぶん面めんを見つめること四十五秒。調子に乗っていたミミコの瞳に、ようやく「……噓うそ」と理解の光が点ともった。


「これって……まさか！　あの二人、出てったのっ？　ええーっ!?」


　ミミコは頭を抱えて取り乱した。


「あ、あいつらに愛あい想そ尽つかされるなんて!?　なんで？　どうして？　何が悪かったの？」


　自問するミミコだが、よく考えてみる――までもなく、思い当たる点は山ほどあった。


　それにいま思い出したが、確か自分は、弱い立場の吸血鬼たちを力づけようと、この商売を始めたのではなかったか？　それがいつの間にか、全然逆の立場に立っている。『クイーンＭ』とか言ってる場合ではない。


「と、取り消さなきゃ、さっきの命令。それにジローさんたちも呼び戻すのよっ。ああ、あたしったら欲に目が眩くらんで……」


　兄弟の出しゆつ奔ぽんで、ミミコはようやく目が覚めた。何もかもやり直そうと、急いで電話に手を伸ばした。


　だが、ときはすでに遅かった。


　ミミコが受話器を取るより先に、電話がコールした。内線だ。とっさに受けたミミコの耳に、狼ろう狽ばいした秘書の声が聞こえてきた。


「大変っス、社長！　俺たち、やり過ぎたみたいっス！」


「な、なに？　何があったの？」


「いまこのビルに、『カンパニー』の鎮圧チームが襲撃を！」


　ミミコの目が点になった。


「……へ？」


「と、とにかくヤバいんで、俺もずらかるっス！　短い間でしたが、お世話になりました。じゃ！」


　ガチャン、と音を立てて電話が切れた。ミミコの頭の中で、秘書の報告がエコーした。


「……カ、『カンパニー』ですって？」


　事態を把は握あくする間もなく、荒あら々あらしい足音が廊ろう下かを近づいてくる。破は滅めつの足音が。


　ミミコは……
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　社長室に踏ふみ込んだ鎮庄チームは、そこに誰もいないのを確かく認にんして、舌打ちをもらした。


　インカムを通し、ビルの閉へい鎖さを命じる。


「雑ざ魚こに構かまうな。とにかく、『クイーンＭ』の身み柄がら確かく保ほを最さい優ゆう先せんにしろっ」


　隊員たちの表情は険けわしい。何しろ、『クイーンＭ』と呼ばれる謎なぞの女社長は、わずか半月で特区の吸血鬼社会に確かつ固こたる勢力を築きずいた恐おそろしい女だ。その手しゆ腕わんの見事さ、そして非ひ情じようさたるや、密ひそかにマークしていた『カンパニー』情報部が戦せん慄りつを覚えたほどである。


　ここで逃がせば、いつまた台たい頭とうしてくるかわからない。チームの威い信しんにかけても捕とらえねばならぬ標的ターゲツトだった。


「しかしリーダー」


　と隊員の一人が質問した。


「一部の噂では、その『クイーンＭ』は人間で……それどころか、もとは『カンパニー』に所しよ属ぞくしていたと言われていますが？」


「馬鹿な。我が『カンパニー』が、そのような裏切り者を出す訳がない」


　リーダーは激はげしい口く調ちようで否定した。だが、他の隊員も疑問を口にする。


「『葛城ミミコ』といえば、あの『銀刀』を護衛クローザーにしていた調停員コンプロマイザーでしょう？　『クイーンＭ』の右腕も、日本刀を使う凄すご腕うでの吸血鬼と言われています。これはやはり……」


「くどいぞっ。それは、きゃつめが名を騙かたっているだけだ」


　そして不意に声のトーンを落とし、リーダーは両目に剣けん呑のんな光を浮かべた。


「いいか、おまえら。人と吸血鬼の繫つなぎ手たる『カンパニー』は、常つねに公明正大で、社会の模も範はんであらねばならん。たとえ解かい雇こされた者であっても、我ら『カンパニー』の人間がこのような不ふ祥しよう事じを起こすなど、あってはならないことなのだ。わかるな？」


　そう言って、特に意味はなく拳けん銃じゆうを抜き安全装置セイフテイを外すと、特に意味はなくスライドを引いて、初しよ弾だんを薬室に装そう塡てんした。


　リーダーの覚かく悟ごを目の当たりにした隊員たちは、ごくりと生なま唾つばをのんだ。


　そして、しっかりと彼に頷き、同じように特に意味はなく銃を構かまえ、カキンと音を立てて銃撃の用意を整えた。


「……粛しゆく清せい」


　ぼそり、と誰かがもらしたが、むろん、これも特に意味はないつぶやきである。


　隊員たちはもう一度頷くと、殺気だった様子で社長室を出て行った。


　彼らがいなくなったあと、ガタガタ音を立てて、天井のダクトに隠れていたミミコが、デスクの上に落ちてきた。


「あ、あわわわ……」


　と、もはや顔面蒼そう白はくの有様だ。


「ジ、ジ、ジローさん。コタロウくん。タスケテー」


　ミミコは床ゆかを這はいずるようにして社長室を出て行った。


　彼女が鎮圧チームの包囲を奇き跡せき的てきに脱だつ出しゆつできたのは、他の地区で吸血鬼による事件が発生し、チームの半数がそちらに移動せざるを得なくなったおかげである。


『クイーンＭ』の捕ほ獲かくに失敗した『カンパニー』は、翌よく日じつ彼女を指名手配し、特区中に捜そう索さくの網あみを張る。鎮圧チームの手からもまんまと逃れた彼女を、情報部は脅きよう威いと見なし、その情報に多た額がくの賞金をかけたのだった。





　特区の闇社会に咲いた徒あだ花ばな、『クイーンＭ』こと葛城ミミコ。


　彼女の壮そう絶ぜつな逃とう亡ぼう生活の幕まく開あけであった。




インターミッション３







　特とつ区く第六地区シツクス・ヤードにある鎮ちん圧あつチーム訓練所。その隊長室のデスクで、鎮圧チーム隊長代理バドリック・セリバンは、渋じゆう面めんを浮かべていた。


　彼の前で直ちよく立りつ不ふ動どうの姿し勢せいを取るのは、堂々たる体たい軀くを誇ほこる一人の部下だ。定じよう規ぎでも当てているように背筋をピシリと伸ばし、宙ちゆうの一点を正せい視ししたまま、唇くちびるを固く結んでいた。


　アーノルド・東とう郷ごう。『クイーンＭ』捕ほ獲かくを命じられたリーダーである。


「『クイーンＭ』ね……」


「ハッ。取とり逃にがしたのは誠まことに不ふ覚かくです。申し訳ありませんでした！」


　アーノルドは即そく答とうした。彼の表情には、いまだ慚ざん愧きの念が漂ただよっている。バドリックは軽くため息をついた。


　提出されたレポートの写真を見直してみる。遠えん方ぽうから撮影した物だ。被ひ写しや体たいはサングラスも着用しているし、鮮せん明めいな画像とは言い難がたい。


　それでも、バドリックにしてみれば、この少女の正しよう体たいはあまりに明めい確かくである気がしてならなかった。なんというか……深入りすればするほど、ややこしいことになるのは間違いないと思われる。色々と。


　しかし、


「そのレポートに記き載さいされた『クイーンＭ』の悪あく行ぎようは、氷ひよう山ざんの一いつ角かくに過ぎません。きゃつめの悪あく逆ぎやく非ひ道どうぶりたるや、情報部を介して嫌いやと言うほど耳に入っております。人のため。吸血鬼ブラツク・ブラツドのため。そして、特区の安あん寧ねいを守るため。鎮圧チームの名めい誉よに懸かけて、きゃつめを捕とらえる覚悟です。隊長代理。いま一度このアーノルド・東郷に、『クイーンＭ』捕縛の機会をお与え下さい！」


　アーノルドは燃えていた。目に、不ふ屈くつの闘志が漲みなぎっている。バドリックはもう一度ため息をついた。


「まあ、いい。次の指示は、のちほど伝える。下がりたまえ」


「ハッ。よろしくお願いします」


　アーノルドは、ビシッ、と音が聞こえそうな敬けい礼れいを捧ささげ、部屋を出た。


「……根は真ま面じ目めな男なのだが」


　ぼそりともらしたあと、バドリックは少し悩なやんだ末すえ、レポートをシュレッダーにかけた。









　　第四話　容よう疑ぎ者しや少女Ａの逃とう亡ぼう










　日が暮くれようとしている。


　夕ゆう焼やけに染そまる街を、望もち月づきジローとコタロウの兄弟は、のんびりと歩いていた。


「でね、でね、兄あに者じや～」


　コタロウは元気よく喋しやべりながら、話の区切りごとに振ふり返かえっては、兄がちゃんと聞いているか確かく認にんしていた。


　ジローはそんな弟に、「はいはい」と返事をしている。この時間になれば陽よう光こうもあまり苦くではないのか、ゴーグルこそかけているものの、彼の表ひよう情じようは穏おだやかだ。


　職しよくを辞じし、住む場所も失い、放ほう浪ろうの身となった兄弟である。だが、揉もめ事や争あらそいを遠ざけたいま、二人の心は安らいでいた。貧まずしくとも兄弟で平へい穏おんに過ごす時間。そんなここ数日の生活は、満足に足るものだった。


「ねえ、兄者。ミミちゃんはいまごろ、どうしてるかなあ？」


「そうですね。きっとお仕事に精せいを出しているのではないでしょうか？」


　もはや、ミミコのことを話題にしても、二人の表情が曇くもることはなくなった。一度距きよ離りを置いたのは正せい解かいだった、とジローは思った。やり過ぎだと感じた彼女の仕事への情じよう熱ねつも、いまなら少し理解できる気がする。いまごろはミミコの方でも、冷静さを取り戻しているかもしれない。


「……コタロウ。これからミミコさんに会いに行ってみましょうか？」


「ほんと!?　行こう、行こうっ」


　コタロウが喜び勇いさんで兄の腕うでを引ひっ張ぱる。ジローは苦笑しながら、『葛かつら城ぎミミコ調ちよう停てい事じ務む所しよ』がある、ハイテク・ビルを目指した。


　そして……


　閉へい鎖さされた受付。


　踏ふみ荒あらされたカーペット。


　ガラスは割られ、キャビネットは倒され、オフィス機き器きは差し押さえられて、床ゆかには書類が散らばっている。あろうことか、パーティションには弾だん痕こんすらうかがえる。


　破は滅めつと荒こう廃はいが、そこにはあった。事務所を訪おとずれた兄弟は、目の前の光景に絶句した。


「こ、これは？　いったい何が……」


「兄者、あれ！」


　コタロウが戦おののきながら指差す物を見て、ジローのあごがカクンと落ちた。





『「クイーンＭ」――詐さ欺ぎ、恐きよう喝かつ、協きよう定てい破は棄き容よう疑ぎ。現在、逃とう走そう中ちゆう。「カンパニー」は情報提てい供きよう者しやを広く募つのっております』





　壁かべに貼はられた人相書き。サングラスをかけ、不ふ敵てきな笑えみを浮うかべたその少女は、兄弟が良く知る人物に――遺い憾かんながら――極きわめて酷こく似じしていた。
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「……粛しゆく清せい」





　そう、それはまさに粛清に他ほかならなかった。


　幼おさない野や心しんが道を誤あやまったとき、闇やみ社会のオキテは、容よう赦しやなく彼女を断だん罪ざいした。


　成功者への階段を一息に駆かけ上がりながらも、その途と上じようで足を滑すべらせ、地位も名めい誉よも財ざい産さんも、長年頼たよりとしてきた護衛クローザーたちをも失った、葛城ミミコ十八歳犯はん罪ざい者しや。


　彼女はいま、司直の手を逃のがれるべく、過か酷こくな逃とう亡ぼう生活を余よ儀ぎなくされていた。
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　時計の針が午後五時を過ぎ、チャイムが義ぎ務む的てきな響ひびきで終業を告つげた。


　コンベアの動きが停てい止しし、白はく衣いにマスク姿の作業者たちも手を止める。彼らは息をついて腰こしを伸のばすと、「お疲つかれ～」と声をかけ合いながら出口に向かっていった。


『カンパニー』が別べつ名めい義ぎで運うん営えいする血けつ液えきセンター。その中の、血液パック製せい造ぞうラインである。


「新入りさん。私たちこれから食事に行くんだけど、あなたもつき合わない？」


　声をかけたのは、ここでは一番の古ふる株かぶとなるバイト長の中年女性だった。出口付近では彼女のバイト仲間たちが、声を潜ひそめてこちらをうかがっている。


　一方、話しかけられたのは二は十た歳ち前の少女だ。周囲が仕事を終える中、一人箱はこ詰づめ作業を続けていた。


「え、あ、あたし――うちですか？」


　と、少し狼狽うろたえた様子で振り返る。


　彼女はなぜか、マスクだけでなくサングラスまでかけて顔を隠かくしていた。髪は茶色く染め、短めのポニーテールにしている。


「ごめ――すんません。う、うち、お酒飲めへんよって」


「あら。別に飲みに行くわけじゃないのよ？　美お味いしいイタリアンのお店があるから、そこに行く予定なの。みんな一緒だし、ね？　あなたもいらっしゃいよ？」


「せ、せやけどあかん……ちゃう、やねん」


　劇げき的てきに怪あやしい大おお阪さか弁べんを駆く使しして、少女は首を横に振った。バイト長は人の良い微笑ほほえみを絶たやさないが、少女を見る瞳めは不ふ審しんそうに細められている。


「実はその、今日おかんがアパートに来まんねん。ほれに、仕事もまだ残ってるさかい……うち、もうちょっと残業して帰りますわ」


　ナハ、ナハ、と少女がぎこちなく笑った。マスクとサングラス越ごしでもわかるぐらいだから、相当不自然な愛あい想そ笑わらいである。バイト長の目に、一段と懐かい疑ぎ的てきな光が点ともる。


「……そう？　残念ね」


「ほ、ほんま。おおきにどすえ」


　それは京きよう都と弁べんだ。


　ともあれ、結局バイト長は少女の側そばを離はなれて、待っていた仲間のもとに戻った。


　ところが、彼女たちは、そこから立ち去ろうとしない。しきりに少女の方を見ながら、ひそひそとささやき合っている。


「……ト、トイレ行ってこう……」


　少女も妙みような雰ふん囲い気きを察さつしていたらしい。わざとらしく独ひとり言ごとを残して、その場を離れた。


　十分後――


「どこにもいないわ！　きっと逃げたのよ」


　声こわ高だかに主張するバイト長に、呼ばれてきた主任は頭あたまを搔かいた。


「しかし本当ですか？　間ま違ちがいなく、本社から回ってきた手配書の子だったと？」


「間違いありませんよっ。同じ系列の職場に潜もぐり込んでるなんて、図ずう々ずうしいったら！」


「とにかく手分けして捜さがしましょう。まだ職員も残ってるし」


「それより情報料はもらえるんでしょうね。逃げられたのは主任がすぐに来なかったせいなんですからね」


　そうだそうだと彼女の仲間たちも声を揃そろえて主張する。主任は渋しぶい顔で適てき当とうに返事しながら、彼女たちと連れ立ってトイレの前から去っていった。


　すると――


　キイ……と音を立てて男子トイレのドアが開き、マスクとサングラスをかけたままの少女が姿を現した。


　嫁よめ入いり前まえの娘にとって男子トイレに隠かくれるなど恥ち辱じよく以外の何ものでもない。が、いまの彼女には、その程てい度どのこと屁へでもなかった。外したマスクの下から現れたアヒル口は、ハードボイルドな感じで厳きびしく結ばれている。


「……ここも、潮しお時どきね」


　そう言い残して、少女は主任たちとは逆ぎやく方ほう向こうに足あし早ばやに向かった。


　更こう衣い室しつのロッカーが荒あらされ、バイト長他数名の財さい布ふから現金が盗ぬすまれていることが発覚したのは、さらに、一時間後のことである。
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「部屋、空あいてる？」


「…………」


　寂さびれた場末の安ホテル。受付でコミック誌を読んでいた国こく籍せき不ふ明めいのホテル従じゆう業ぎよう員いんは、顔を上げようともしなかった。


　壁に掛かかっていたルームキーをつかんで、無む造ぞう作さにカウンターに置おく。ミミコも無言のままキーを受け取ると、ぎしぎしと音を立てる廊ろう下かを奥へ進んだ。


　キーのナンバーは１０２。そっとドアを開け室内の様子を確認したあと、今度は素す早ばやく身体を潜り込ませてしっかりと施せ錠じようする。古びて薄うす汚よごれた室しつ内ないをくまなくチェックし、窓から裏うら庭にわに出る逃とう走そうルートを確認した上で、ようやく息をついた。


　振り返り、サングラスを取ったミミコは、清せい潔けつとはとても呼べないベッドを見て、瞳ひとみを潤うるませた。


「ああっ。シーツ！　それに枕まくらまで！」


　ミミコはベッドにダイブして、シーツの上を転がり、枕にほおずりした。忘れかけていた感かん触しよくが神しん経けいをとろけさせそうだ。


「ごめんなさいバイトのみんなっ。でも、どうか、わかって。イキルためには仕方がなかったのっ。あたしがもらった分は、『カンパニー』から情報料をせしめてちょーだい」


　公園のベンチに、橋の下。シャッターの下りた地下街に、自動販売機コーナーの裏うら。


　野の宿じゆくの経験は人じん後ごに落ちない元ストリート・チルドレンとはいえ、逃亡生活は決して楽なものではなかった。犬にも吠ほえられたし、カラスにもつつかれた。小学生の集団に指を差されて笑われもした。朝起きて髪に鳥の糞ふんが落ちているのを見つけたときは、死のうかと思ったぐらいだ。


「シャワーも浴あびよう。そして、まともなご飯を食べよう。ファミレス――はもったいないから……そうだ！　久しぶりに『ニボシ亭』の醬しよう油ゆラーメン……いや、駄だ目めだわ。あそこは調停部の人間が出入りしてる。我が慢まんしなきゃ。耐たえるのよ、ミミコ。耐えてっ」
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　口こう腔こうに甦よみがえる濃のう厚こうな味わいに、思わず唾よだれが出る。ミミコは両目と口を固く閉ざして、身み悶もだえしながら誘ゆう惑わくをやり過ごした。


　痛いたましい光景である。


　涙なしには見られない。


「……いけない。そろそろ周チヤウさんとこに行かないと」


　我に返ったミミコは、シーツと枕に一時の別れを告げ、熱いシャワーに浸ひたる欲よつ求きゆうにも打ち勝ってホテルの部屋を出た。


　再びサングラスをかけ、ポニーテールにした頭にキャップ帽ぼうを被かぶる。


　いまの彼女の服装は、色いろ褪あせたＧジャンにＴシャツ。ボロボロのジーンズである。古着屋から万引きした物だ。染せん髪ぱつ料りようもドラッグストアの店頭から拝はい借しやくした。昔取った杵きね柄づかではあるが、まったく衰おとろえていない手並みには、我ながら驚おどろくやら哀かなしいやら……とにかく、すべては変へん装そうのため――追っ手から逃のがれるためと割り切るしかなかった。


　ミミコは逃亡者なのだ。


　しかも追っ手となるのは特区を――そして彼女自身のことさえも知り尽つくした元職場、『カンパニー』だった。いまこうして街を歩いていても、ミミコの足取りは警けい戒かいに満ちており、サングラスの下の瞳は、忙せわしなく辺りをうかがっていた。


『葛城ミミコ調停事務所』が『カンパニー』の襲しゆう撃げきを受けたあと、ミミコは一度だけかつて居い候そうろうさせてもらっていたフェイニー・周と連れん絡らくを取った。もしジローたちが顔を出すようなら、そのまま二人を引き留とめて欲ほしいと頼たのんだのである。


　ミミコに恩おんがある周は、渋々ながらも、その願いを聞き入れてくれた。協定に加わったばかりの弱小血族という立場を考えれば、いまのミミコと結けつ託たくするなど大変なリスクであろう。頭が下がる思いだ。


「ジローさん。コタロウ君。あたしが悪かったから、どうか戻ってきて……！」


　祈いのる思いで、ミミコは周のいる雑ざつ居きよビルへ向かった。


　そして、ビルの手前まで辿たどり着いたときである。ちょうど外に出てきた周を見かけ、ミミコは思わず声をかけた。


「あ、周さん！　ジローさんたち――」


　が――


「……すぐに帰してもらえるんでしょうね？」


「君の態たい度ど次し第だいだ」


「だから、『クイーンＭ』なんて知らないって言ってるじゃないっ」


　外に出てきたのは、彼女一人ではなかった。スーツ姿の男たちが二人。彼女を挟はさむようにして同行している。


　ミミコは手を伸ばした姿し勢せいで硬こう直ちよくした。


「……ん？」


　周が何気なく視し線せんを向かわせ、ミミコに気付いてピシリと頰ほおを引きつらせる。そんな彼女の反はん応のうを見た男たちも、「ん？」と横を向き、それぞれ動きを停止させた。


　全員の呼こ吸きゆうが止まり、言いようのない空白が生じた。


「ひどい！　売ったわね、周さんっ」


「んなっ!?　誤ご解かいよっ。てか、せめて他人の振りとかしなさいよ！」


　追い詰められ疑ぎ心しん暗あん鬼きのミミコに、周が思わず怒ど鳴なり返した。


　とはいえ、他人の振りなど所しよ詮せん無む駄だなことだ。男たち――『クイーンＭ』を追う『カンパニー』情報部の面々は、ミミコの変装で誤ご魔ま化かされるほど間ま抜ぬけではなかった。


「ク、『クイーンＭ』！　やはりここに現れたなっ」


「身柄を拘こう束そくする。大人しくしろ！」


「くうっ!?」


　ミミコは唇くちびるを嚙かんで踵きびすを返した。逃げ足には自信があるが、相手は大の大人が二人だ。この距きよ離りではすぐに追いつかれてしまう。


　しかし、


「な!?　おいっ。何をする！」


「放せ、フェイニー・周！　『カンパニー』に逆さからうつもりかっ？」


　追いかけようとする情報部員たちを、周がとっさに押さえ込んだ。見た目は女子中学生にしか見えなくとも、彼女は部員たちより長い時間を生きた吸血鬼ブラツク・ブラツドなのである。


　だが、協定に加か盟めいする血けつ族ぞくの長が、『カンパニー』に楯たて突つけばどうなるか。


「周さん！」


「いいから！　逃にげなさいっ」


　揉もみくちゃになりながら、ミミコに向かって周が叫さけんだ。


　ミミコの顔が苦く渋じゆうに歪ゆがんだ。


　一瞬でも疑うたがった自分が恥はずかしかった。そして強い逡しゆん巡じゆんに身を裂さかれた。


　いっそ諦あきらめて投とう降こうすることも考えたが……


「早く！」


「……ご、ゴメンナサイ！」


　ミミコは泣きながら彼女に背中を向け、走り出した。「待て！」と部員たちの怒鳴り声が追ってくる。


「逃げ切れると思うなよ、『クイーンＭ』！　『カンパニー』は威い信しんをかけて、地の果はてまでもお前を追い詰めてみせるからな！」
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　まだパニックを引きずったままのミミコは、必死の思いでホテルに戻ってきた。


　部屋に入ってドアを閉めると、そのままズルズルと座り込んでしまう。


「周さんっ。あたしのせいで……！」


　苦労して協定に入り、血族の生活もようやく安定してきたところだ。それが、ミミコの――『クイーンＭ』の頼たのみを聞いたばかりに、ひどい目に遭あわせてしまった。


　ジローとコタロウに続いて、周までも。


「これが……これが『クイーンＭ』の宿しゆく命めいなの？　関かかわった者すべてを犠ぎ牲せいにする。それが、あたしの運命なの？」


　とすれば、正せい義ぎは『カンパニー』にあるとしか言いようがない。我わが身みの呪のろわしさに、ミミコは涙なみだした。


「びえー。ジローさーん。コタロウくーん。だーずーげーでー」


　座り込み、天てん井じようを仰あおいで、えっぐえっぐと子供のように泣きじゃくる。


　やがて、泣き疲れたミミコがボロ雑ぞう巾きんのようにぐったりとしたとき、背はい後ごからドアをノックする音が伝わってきた。


　ミミコはとっさに反はん応のうできない。しかし、続いてさらに強くノックが繰くり返かえされると、熱ねつ湯とうをかけられた野の良ら猫ねこよろしくドアから飛び退のいた。


　訪ほう問もん客きやくのはずはない。やる気が皆かい無むのホテル従業員とも思えない。


　とすれば……


「つ、つけられた!?」


　痛つう恨こんである。ミミコは部屋からの逃とう走そうルートを脳のう裏りに浮かべようとするが、混乱して頭が働かなかった。逆に、鍵かぎを閉め忘れていることに気付いて、慌あわててドアに飛びつこうとした――が、それより早くドアノブが回り始める。


　破は滅めつだ。オシマイだ。ミミコは目を逸そらすこともできずに喘あえぎながら、運命がドアを開けるのを凝ぎよう視しした。


　ところが、部屋に顔を出した運命は、ミミコの見知った顔をしていた。


　涙と鼻水でぐしゃぐしゃの彼女を見て、


「……やっぱり」


　とため息をつく。


「どうも聞き覚えのある声だと思ったら……お久しぶりですね、ミミコさん。あなた、ひどい顔していますよ。ま、いまの私には、人のことは言えないでしょうが」


「……サ、サユカ、さん？」


　まったく予よ想そう外がいの闖ちん入にゆう者しやに、ミミコは両目を丸くした。
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「あ、兄者……」


「……どうやら、思った以上に大変なことになっているようです」


　ミミコの情報を求めて周のいる雑居ビルを訪おとずれた兄弟は、集まった野や次じ馬うまの後ろに隠かくれて青ざめていた。


　ビルからは、周の血族が次々と『カンパニー』に連行されていく。その傍かたわらで、厳しい面おも持もちの情報部員たちが、しきりに無む線せんで連絡を取っていた。


「まだ近くに――」


「鎮ちん圧あつチームの――」


　そんな台詞せりふの切きれ端はしが聞こえてくる。ジローとコタロウは視線を交わすと、黙だまって人ごみから離れた。


「なんと言うことだ」


　とジローは唇を嚙みしめた。


　ミミコの行き過ぎた方針を咎とがめて、彼女から距離を置いた。その判断は過あやまちではなかったと思っている。しかし、そのために彼女を危き険けんにさらしてしまったのでは、護衛クローザーの風かざ上かみにも置けないではないか。


　雇やとい主ぬしを諫いさめるのはいい。が、たとえ雇い主が道を踏ふみ外はずしたとしても、真の危き機きには身を挺ていして守る。それこそが、護衛クローザーの本分ではあるまいか。


　かくなる上は――


「……コタロウ。兄と共に修しゆ羅らの道に赴おもむく覚かく悟ごはありますか？」


「兄者っ。ぼくらは、いつも一緒だよ」


　そして、二匹の吸血鬼ブラツク・ブラツドは互いの瞳を見つめ、しっかと頷うなずき合ったのだった。
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　白しら峯みねサユカの思わぬ訪ほう問もんを受けたミミコは、そのまま彼女に近くのバーへと誘さそわれた。


「待ってサユカさん。実はいまあたし……」


「『クイーンＭ』の武ぶ勇ゆう伝でんなら聞いています。その凋ちよう落らくについてもね。この際さい、一人より二人連れで行こう動どうする方が、『カンパニー』の目を引かないでしょう」


　サユカは平然と言った。もうあれこれ考えることに疲れていたミミコは、彼女の言うがまま店に入り、彼女が注文するのをぼんやりと眺ながめていた。


　白峯サユカは反『カンパニー』勢力である『夜会カヴン』に属ぞくする女性だ。人の身でありながらアウトローな吸血鬼集団に混まじり、その才覚で名を知られている。


　本来敵てき対たいする立場にある人物なのだが、調停員コンプロマイザーだったころのミミコは、幾いく度どか彼女に事件解かい決けつの協力を要よう請せいしたこともあった。持ちつ持たれつという間あいだ柄がらなのだ。


　年はミミコより四つ上の二十二。良家の才さい媛えんといった風な、品の良い美人だ。意見や理想の食い違ちがいはあるにせよ、正直ミミコにとっては、理想の女性像を体たい現げんしている人物といえる。


「……だいぶこたえてるようですね。いつものガッツが感じられませんわ」


「ガッツなんてありましたっけ、あたし」


　しょぼくれたミミコが答えると、おやまあ、と言いたげに、サユカが柳りゆう眉びを持ち上げた。


「らしくありませんね。仮にも対立組そ織しきの人間を前に、自分を卑ひ下げするなんて」


「サユカさんこそ……あんな安ホテルで何してたんですか？　いま『夜会カヴン』はそれどころじゃ――」


　そう言いかけたミミコは、ハッとして口を閉ざした。サユカも唇を結んで目を逸そらした。


　改めて、ミミコはサユカの姿を観かん察さつした。


　彼女は、以前も良く着ていたベージュのスーツに身を包つつんでいる。しかし、スーツにはしわが目立った。髪もあまり手入れされていないし、化け粧しようもしていない。すっぴんでこの美び貌ぼうというのも恐れ入るが、彼女の隙すきのなさを考えれば、これはおかしなことだった。


　何より、いま『夜会カヴン』は崩ほう壊かいの危き機きに瀕ひんしているはずなのである。


　なぜなら……


「……ゼルマンさんのこと、捜さがしてるんですね？」


「……そうよ」


　ぼそりと、サユカは答えた。


　サユカは『緋ひ眼がんのゼルマン』と呼ばれる特区屈くつ指しの古血オールド・ブラツドに、個人的に仕つかえている。彼は、『カンパニー』がもっとも危き険けん視しする吸血鬼ブラツク・ブラツドであり、その気になれば特区を焦しよう土どと化せるほどの力を有する実力者だった。


　だが、現在彼は『夜会カヴン』から忽こつ然ぜんと姿を眩くらまし、特区のどこかに潜せん伏ぷくしているのである。『カンパニー』は、それこそ『クイーンＭ』捜そう索さくなどとは比べ物にならない労力を注そそいで彼の居場所を追っているものの、その行方ゆくえは杳ようとしてつかめずにいる。


　そうした経けい緯いがあったのは、ミミコが『カンパニー』をクビになった直後のことだ。そのため、彼女も詳くわしいことまでは知らない。


　しかし、忠実な僕しもべたるサユカでさえ何も知らされていないとは思わなかった。ミミコは、サユカが全身全霊を捧ささげてゼルマンに仕えていたことを知っている。それだけに、彼女の心情を思うとやるせなくなった。


　そんな内面が顔に出たのだろう。


「同情はいらないわ」


　とサユカはきっぱり言った。


「ゼルマン様ほどのお方が、僕のことをいちいち気にする方が間違っている。私があの方のお役に立ちたいなら、私があの方を捜し出してお側そばに行けばいい。それだけのことよ」


　胸にどのような感情を抱かかえているにせよ、それを表に出すようなサユカではない。一度奥歯を嚙かみしめたあとは、何かを吹ふっ切きるようにカクテルグラスを呷あおった。


　サユカの強さ、そして自じ立りつ心しんに、ミミコは素直な称しよう賛さんを感じた。もし自分が同じ立場に置かれたなら、こんな風に毅き然ぜんとした決意で行動することはできないだろう。


　同情した己おのれを恥はじるように顔を伏せ、ミミコは自分のビールを舐なめた。


　それから慌あわてて顔を上げた。


「サユカさん、お酒っ。あなたアルコールは全然駄だ目めじゃ――!?」


「ご心配なく。あれからちゃんと飲めるように鍛きたえたわ」


　おたおたするミミコについ表情を緩ゆるめ、サユカはニコリと唇を曲げた。その微笑は、普段通りの彼女のものだ。


　やっぱりスゴイや。ミミコは苦笑したあと、改めて彼女と乾かん杯ぱいした。
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　が、残念ながら噓うそだったらしい。


「バカー。ゼルマン様のバカー。どーして連絡のひとつもくれないのですかー。サユカは捨てられてしまったのですかー。あんなに尽つくして参りましたのに、あんまりですー。うわーん」


　サユカはバーのテーブルに突つっ伏ぷして号ごう泣きゆうしていた。鍛えた、と自己申告した、わずか十分後の出来事である。よほどため込んでいたのか、以前よりも沸ふつ点てんが低くなっている。


「……あたしいま、かなりシリアスな状じよう況きようなんだけどな……」


「うええーん。ゼルマンざまー」


「あーよしよし。辛つらかったね、サユカさん」


　なんだか、落ちぶれたオンナ同士が、互いの傷を舐め合っているようである。いや、「よう」ではなく、まさにそのまんまだ。ミミコは深々と嘆たん息そくした。


「あー……これからどうしよう」


　ビールを飲みながら、ミミコもふて腐くされる。正直、だんだんどうでもよくなってきた。


　と、そのとき突とつ然ぜん、店の外から、


　キーン――


　という巨大なハウリング音が聞こえてきた。


　店の客たちが、何事かと窓の外を見る。ミミコもつられて視線をやると、通行人たちが遠とお巻まきにする真ん中に、数台のバンが停車していた。


　見み覚おぼえのあるバンだった。


「げっ！　鎮ちん圧あつチー――!?」


『「クイーンＭ」に告ぐ！』


　再び派手なハウリングと共に、バンに設せつ置ちされたスピーカーから声が流れた。


『貴様がこの付近に潜ひそんでいることはわかっているっ。大人しく投とう降こうせよ。さもなくば強きよう硬こう手しゆ段だんに打って出る！』
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　助手席からマイクを引っ張り出して怒ど鳴なっているのは、先日『葛城ミミコ調停事務所』襲しゆう撃げきの指し揮きを執とったのと同じ人物だ。再戦の闘とう志しに燃え、傲ごう然ぜんと周囲を睥へい睨げいしていた。


「リーダーっ。投降を呼びかけたのでは、どさくさに紛まぎれて隠いん蔽ぺいすることが困こん難なんに――」


「馬鹿者。そんなものは臨りん機き応おう変へんで良いのだ。現場に『不ふ測そくの事じ態たい』などつきものだろうが。それより目撃者――ではなく、一いつ般ぱん市し民みんの誘ゆう導どうを急げっ」


　部下の質問に、リーダーは即そく答とうした。一応マイクを手で押さえているが、声がでかいので丸聞こえだ。


「あ、あのリーダー、どっかおかしいんじゃないの……」


　外の様子を盗ぬすみ見したミミコは、ぷるぷる震ふるえながらつぶやいた。


　そうこうするうちにも、鎮圧チームは通行人たちを追い払い、戦せん闘とうフォーメーションを展てん開かいしていった。迅じん速そくな動きは、彼らが鍛えられた戦士である何よりの証しよう左さだ。


　ちなみに、市街地ということで配はい慮りよしているつもりらしく、彼らは手に手に筒状の何かを包つつんだ新聞紙を持っていた。かえって怪しい。


「リーダーっ。各員配置につきました！」


「よろしいっ。では飲食店から順に、付近の店てん舗ぽを強きよう制せい捜そう索さく開かい始し！」


「ラジャー！」


　打てば響ひびくような反はん応のうで、訓くん練れんされた隊員たちが手近な焼き肉屋に突とつ入にゆうしていった。恐るべき事に、突入するやいなや、ババババッと車のバックファイアに似た炸さく裂れつ音おんが聞こえてきた。すごいやる気だ。


「なんなの、あいつらっ？　ほんとにあれ、鎮圧チーム!?」


　すでにバーの客たちは、我われ先さきにと裏うら口ぐちへ殺さつ到とうしていた。例れい外がいはミミコの連れだけで、へべれけになりながら、いまだにグラスを放さない。


「サユカさんっ。いつまで飲んでんですかっ。立って下さいよ！」


「ひーん。ゼルマン様ぁー」


「泣いてる場合じゃないですって！　死んじゃうからっ。このままだと死んじゃうから！」


「いやー。ゼルマン様が一緒じゃなきゃ、いやなのー。どこにも行きたくないのー」


「だああ！　この独ひとりバカップルっ」


　なにげに酷ひどい表ひよう現げんで叱しかるミミコだったが、サユカはテーブルにしがみついて離れない。そうこうするうちに、今度は爆音が轟とどろき、バーの天井が震しん動どうした。


　反はん射しや的てきに窓の外を振り返ると、焼き肉屋からもうもうと黒こく煙えんが立ち上っている。賭かけてもいいが、牛肉を焼く煙ではない。


「第一目標クリア！　ターゲットなしっ。一部、『不測の事態』が発生しました！」


「よろしい！　引き続き第二目標を捜そう索さくせよっ」


「ラジャー！」


　狂くるっている。ミミコは血の気の引いた顔で、そう思った。


　いったい自分は、いつどこで、こうまで致ち命めい的に間違ってしまったのだろうか。金欲しさに強引な商売をしたのがいけなかったのか。それとも、そもそも『カンパニー』なんかに関わったことが過あやまちの元なのか……


　と、ミミコが走そう馬ま灯とうを彷ほう彿ふつとさせる映像を幻げん視ししていたとき、ふとリーダーがこちらを向いた。


「……あ」


『ああっ!?』


　追う者と追われる者の視線が、窓まど越ごしに重なった。リーダーが雄お叫たけびを上げた。


『見つけたぞっ。クイーン――』





「お待ちなさい！」





　凜りんとした涼すずやかな声が、リーダーの叫びを遮さえぎった。


　爆ばく炎えんを白はく刃じんで切り裂くように、人々の狂きよう気きを貫つらぬく声。その声は、死を覚かく悟ごしたミミコの胸に、目ま映ばゆい希望の灯ひを点ともした。


　信じれないという驚き。


　次いで、迸ほとばしる歓かん喜き。


「まさか――来てくれた!?」


　ミミコは窓に駆け寄った。


　夢にまで見た彼女の護衛クローザー。その勇ゆう姿しは、向かいのビルの屋上にあった。


「ジローっ………………さん？」


　すでに日は落ちている。


　そして、その人影は月と夜空を背せ負おい、スーツの裾すそをビル風にたなびかせていた。


　黒いスーツの裾を。


『き、貴様っ。何者だ！』


「はははははっ！　聞かれて名乗るもおこがましいが、聞かれたからにはお答えしましょう。遠からん者は音に聞け。近くば寄よって目にも見よ。我われこそは『クイーンＭ』一の側そつ近きん、『ナイトＪ』。遅ち参さんながら、主あるじの窮きゆう地ちに馳はせ参さんじ仕つかまつった！」


『な、なんだと？　「ナイトＪ」!?』


「いかにもっ」


　颯さつ爽そうと名乗りを上げたのは、黒い帽子に黒スーツを着て、顔の上半分を黒マスクに包んだ、全身黒ずくめ怪かい人じんだった。


　傍かたわらには、彼と同じマスクで顔を隠した――しかし金髪の巻き毛はそのまんまな上、巨大な黒クマのぬいぐるみテデイ・ベア？を背負った少年の姿もあった。


「血ち塗ぬられた道とは知りつつも、それが主の望みとあらば、我らに否いなのあるはずもなしっ。矢となり盾たてとなり、共に破は滅めつを味わう覚悟！　いわんや、『カンパニー』の威い光こうを笠かさに、かようの如ごとき不ふ埒らち千せん万ばん、見過ごすわけには参りませんっ。これより先はこの『ナイトＪ』がお相手しましょう。方かた々がた、覚悟めされよ！」


　黒クマの口から日本刀を取り出し、ヒュヒュンと切っ先を向ける謎なぞの怪人『ナイトＪ』。


　横に控ひかえる少年が、


「ナイト、格かつ好こういい！」


　と力一杯拍はく手しゆを送った。すでに暗いし、距きよ離りもあるし、マスクまでしているのに、大はしゃぎなのが手に取るようにわかる。


『おのれ、ちょこざいな……いいだろう「ナイトＪ」。このテロリスト予よ備び軍ぐんめっ。貴様から先に血ち祭まつりに上げてくれるわ。正義は我らにこそあり！　鎮圧チーム、攻撃開始ゴー・コンバツト！』


「ラジャー！」


　たちまち隊員たちが持っていた筒状の何かが火を噴ふいた。火か線せんが夕ゆう闇やみを切きり裂さき、爆音が寂さびれたビル街を圧する。


　がしかし、『ナイトＪ』は怯ひるまない。


「とうっ！」


　と屋上から身を翻ひるがえすと、鮮あざやかに路ろ面めんに着地した。そして、怒ど濤とうの攻撃をものともせず、フォーメーションを組む鎮圧チームへと斬きり込んだ。


「せめてもの情け、峰みね打うちにてお相手しましょう。遠えん慮りよなくかかって来なさいっ」


『ぬかせ。目にもの見せてくれるわっ』


　乱らん闘とうが始まった。


　大乱闘になった。


　いつしか傍ぼう観かん者しやと成り果てていたミミコは、言うべき言葉を失っていた。


「ミミコ――ではなく、『クイーンＭ』っ。『クイーンＭ』はいずこにおわすっ？　私が来たからには、もう大丈夫ですっ。安心して姿を見せて下さい！」


　隊員たちを蹴け散ちらしながら、『ナイトＪ』が声を上げた。


　とはいえ無茶な注文である。いま姿を見せたら、百パーセント死ぬ。


「……あ、あたし、知らない……」


　半ば呆ぼう然ぜんとつぶやいて、ミミコはテーブルにとって返した。ジローは大切な護衛クローザーだが、『ナイトＪ』なんて怪人は知らない。知らないったら、知らないのだ。自分は断だんじて、無関係だ。


　と、顔色が悪化する一方のミミコだが、サユカの顔色も同じほど悪くなっていた。


「……ミミコさん。私、気分悪い。吐きそう……」


「サユカさんっ。あなたももうちょっと、しっかりして下さい。お願いですからっ」


「……もういい。おうち帰る……」


「って、そっちは駄目ー！　あの馬ば鹿か騒さわぎが目に入らないんですかっ？」


　よろめきながら外に出ようとするサユカを、ミミコが後ろから羽は交がい締じめにする。


「なんで？　どうしてあたしばっか、こんな目に遭あうの？」


　半泣きになりながらサユカを裏口に引きずっていると、再びズシンと重たい振動が伝わってきた。


　見れば、ジロー――ではなく『ナイトＪ』が登場したビルが、度たび重かさなる衝しよう撃げきに耐たえきれず半はん壊かいしていた。
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　黒クマと少年が悲ひ鳴めいを上げて転がり落ちた――ような気がしたが、ミミコは目を閉じ、歯を食いしばってそっぽを向いた。


　これは夢ゆめだ、と自みずからに言い聞かせた。今ごろ自分は安ホテルのベッドにいるのだ。ひょっとすると、かつての古ビルの寝しん室しつかもしれない。きっとそうだ。そうに違いない。そうに違いないのに……頰を伝う涙は、どうしてこんなに熱いのだろう？


「『クイーンＭ』っ。『クイーンＭ』はいずこ！」


『撃うてーっ。撃って撃って撃ちまくれーっ』


「……うっぷ。ゼルマ……うぷ」


「痛いよー。兄者ー、コブができたー」


「もうイヤ！　もうたくさん！　お願いだから、勘かん弁べんしてー！」


　怒ど号ごうと悲鳴が交こう錯さくする。


　混乱は夜半過ぎまで収まることがなかった。





　これがのちに、


「どうして隠いん蔽ぺいできたのか、いまだに誰だれもわからない」


　と『カンパニー』情報部が冷や汗と共に語ることになる、『悪の女王と黒くろ騎き士し事件』の幕開けである。


『カンパニー』のブラックリストを、かつてない短時間で急きゆう速そくに上り詰める『クイーンＭ』こと葛城ミミコ。


　結局護衛クローザーと合ごう流りゆうすることも叶かなわず、代わりに酔よっぱらいを一人抱え込んだ彼女の逃亡生活は――誠まことに遺い憾かんながら――まだ続くのだった。




インターミッション４







　特区第六地区シツクス・ヤードにある鎮圧チーム訓練所。その隊長室のデスクで、鎮圧チーム隊長代理バドリック・セリバンは、極きわめつけの渋面を浮かべていた。


　彼の前で直立不動の姿勢を取るのは、戦せん塵じんにまみれた一人の部下だ。鉄てつ骨こつでも通されたかのように背筋をズビシッと伸ばし、虚こ空くうの一点を凝ぎよう視ししたまま、唇を真ま一いち文もん字じに結んでいる。


　アーノルド・東郷。『クイーンＭ』討とう伐ばつを自ら志し願がんしたリーダーである。


「『ナイトＪ』ね……」


「ハッ。抹殺に失敗したのは誠に不ふ覚かくです。申し訳ありませんでした！」


　アーノルドは即そく答とうした。彼の戦せん闘とう服ふくからは、いまだ硝しよう煙えんのにおいが漂ただよっている。バドリックはこめかみをヒクヒクと痙けい攣れんさせた。


　提てい出しゆつされたレポートの写真を見直すまでもない。戦場で撮さつ影えいした物だ。被写体はマスクも着用しているし、鮮せん明めいな画像とは言い難いが、まあ関係ない。


　バドリックにしてみれば、この怪かい人じんの正体は疑うたがう余よ地ちがなかった。なぜ、他に誰も気づかないのだろう？　なんというか……結果的に事が公おおやけにならず、火傷やけど程てい度どで済んだことを喜ぶべきなのか否いなか。でも、かなりの大火傷だ。


　しかも、


「そのレポートに記載された『ナイトＪ』の暴ぼう虐ぎやくぶりは、九きゆう牛ぎゆうの一いち毛もうと言うべきです。我が隊の受けた損そん害がい――何よりも、きゃつめによって乱みだされた特区の秩ちつ序じよは、このままでは取り返しがつかない！　隊長代理。いま一度。いま一度このアーノルド・東郷に、きゃつら一味を殲せん滅めつするご許きよ可かを！」


　アーノルドは燃えていた。目に、義ぎ憤ふんと意地と復讐心とが滾たぎっている。バドリックは、正直頭を抱かかえたかった。


「……次の指示は、のちほど伝える。下がりたまえ」


「ハハッ。何なに卒とぞよろしくお願いします！」


　アーノルドは、ガシッ、と音を立てて敬礼を捧げ、部屋を出た。


「……根は、真ま面じ目めな、男なのだが……」


　諦てい観かんどころか達たつ観かんすら交えて苦々しくもらしたあと、バドリックは速すみやかに、アーノルド・東郷自じ宅たく謹きん慎しんの手続きを進めた。









　　第五話　本ほん家け『クイーンＭ』の挑ちよう戦せん










　そこは薄うす暗ぐらいバーだった。


　ただのバーではない。人と吸血鬼ブラツク・ブラツドが共存する特区ならではの隠かくれ酒場――吸血鬼たちのためのバーだった。


　そのバーのテーブルのひとつ。席に着いた二人の吸血鬼は、深しん刻こくな面おも持もちで額ひたいを合わせていた。


「しかし――それ、ほんとの話なのか？」


「マジだって。俺おれの血けつ族ぞくがたまたま目もく撃げきしたんだよ。スゴかったらしいぜ」


　吸血鬼たちは、そう言って顔をしかめた。深刻な話らしく、「おまちどおさま～」と注文した酒が運ばれてきたが、振り向こうともしない。


　ともにため息をつき、


「いよいよ『カンパニー』も末期だな。町中で銃じゆう撃げき戦せんだなんて……」


「いや、一番の元げん凶きようは『クイーンＭ』だ」


　ガチャン。


　とグラスが派は手でな音を立て、二人は驚おどろいて会話を中ちゆう断だんした。


「す、すみま――ソーリー」


　手元を狂くるわせたウェイトレスが謝あやまった。


「だ、ダイジョブ、デスか？　汚よごれマセンでしたカ？　アイム・ソーリーね」


　片かた言ことの日本語で謝りながら、ウェイトレスはテーブルに飛とんだ飛沫しぶきを拭ふいた。


　まだ未成年らしい少女だ。髪は妙みように作り物めいたドレッドヘアで、ウェイトレスのくせにサングラスをかけて仕し事ごとをしている。


　吸血鬼たちは、何だよ、と顔をしかめたが、すぐに会話に注意を戻した。


「……で、どんな奴やつなんだ。その、『クイーンＭ』ってのは」


「ん。なんでも、恐おそろしく奸かん智ちに長たけた上に、血も涙なみだもない非ひ道どうな女だそうだ。弱小血族は骨までしゃぶられ、敵てき対たいした血族は軒のき並なみ潰つぶされ、反はん抗こうした者は皆殺しだとか」


「マジかよ……」


「最近じゃ『犯はん罪ざいのスターリン』と評ひようされているらしい」


「モ、モリアーティ教授より怖こわいぞ、それ」


「まさに、特区史上最さい悪あく最さい凶きようの犯罪者だ」


　ガタン、とテーブルが揺ゆれた。またウェイトレスだ。


　再び視し線せんを向ける二人に対し、彼女はぎこちなく笑った。


「ＨＡ、ＨＡＨＡＨＡ。ノー・プロブレム」


「…………」


　あまりの怪あやしさに二人が眉まゆをひそめると、ウェイトレスはわざとらしく口くち笛ぶえなどを吹き始めた。仕方なく二人は気を取り直した。


「あー、と……さっきの続きだが、俺らも恭きよう順じゆんした方がいいのかな？　あ、でも、そうすると今度は『カンパニー』が黙だまってねえか」


「第一、手下になったって安心はできねえよ。これは聞いた話なんだが……最近第三地区サード・ヤードの外はずれに移うつった、大たい陸りく系けいの奴らがいたろ。長おさの名前は周チヤウとかなんとかって」


「ああ、知ってる。女子中学生みたいな奴だろ。それが？」


「連中は『クイーンＭ』が暗あん躍やくし出す前から、彼女とつき合いがあったらしい。資し金きん面めんで援えん助じよしたりな。ところがつい先日、『カンパニー』の手入れをくらった」


「そりゃ、『カンパニー』だってそんな極ごく悪あく人にんの一味とあっちゃ、見過ごしは――」


「そうじゃねえよっ。連中は『クイーンＭ』の非道ぶりに恐れをなして、『カンパニー』と協定を結ぼうとしたんだ。ところがそれがバレた途と端たん、罠わなに嵌はめられ冤えん罪ざいを被こうむった」


「そ、そんな!?」


「おかげで一族は一人残らず連れん行こうされちまった。いまじゃアジトは廃はい墟きよと化してるよ」


「なんて奴だ……世話になった仲間だろうと、裏うら切ぎり者は許ゆるさないってことなのか」


　片方が苦にが々にがしく頷うなずくと、もう片方は呻うめき声をもらした。二人とも、獰どう猛もうな吸血鬼とは思えないほど表情を曇くもらせている。


　一方、ウェイトレスはいまだにテーブルを拭いていた。なぜか怒った様子で、「何よそのデタラメな噂うわさは……」と愚ぐ痴ちっている。


　そんな彼女の様子には気付かないまま、二人の吸血鬼はため息をついた。


「あーあ。飲まずにはやってらんねえなあ。……おい、ねえちゃん。血を入れてくれよ。あんたから買うわ」


「へ？　あ、あたし――じゃなくて、ミーですカ？」


「あんたしかいねえだろ。チップははずむからよ」


　吸血鬼はそう言って、自分のグラスを差し向けた。


　吸血鬼御ご用よう達たしのバーだけあって、この店には特とく殊しゆなサービスがあった。血を売っているのだ。特別料金を支払うと、店員がその場で酒に血を『献けん血けつ』してくれるのである。


　ごく少量でそれなりの金が取れるため、店の人間も『オーダー』が入るのを喜んでいる。


　しかし、そのウェイトレスは様子が違ちがった。


「ノー、ノー。駄だ目めデスよ。ミーは、ブラッド、売りまセーン。ミー、クリスチャン。神様、怒るネ」


　ドレッドヘアにサングラスといういかがわしい風ふう体ていのウェイトレスは、澄すまし顔で答えて十字を切った。クリスチャンがどうしてこんな店で働いているかは謎なぞだが、その点についてはスルーするつもりらしい。


　断ことわられた吸血鬼は、一瞬険けん悪あくな表情になった。この店では当然――というより、むしろ喜ばれる注文を断られたのだ。気を悪くしても無む理りはない。


　しかし、彼女の「エヘヘ」という愛あい想そ笑いを見ているうちに、毒どく気けを抜かれた顔になり、最後にはもう片方と視線を交わして苦く笑しようを見せた。


「あんた変わってるな」


「え？」


　ウェイトレスがきょとんとすると、もう片方の吸血鬼が肩を竦すくめた。


「俺たちの正体を知ってるくせに、そんな風に気さくに笑いかける奴は珍めずらしいんだよ。まるで人間だったときに戻ったみたいだ」


「ふん。まあ、駄目ってんなら仕方ねえや。あんたはいいから、誰だれか他ほかの奴、呼んで来てくれよ。なるべく美人をな」


「オ、オーケー！　ちょっとウェイトね」


　ウェイトレスがパチリとウィンクをする。自分がサングラスをしていることは忘れているらしい。気配でそうと察さつした吸血鬼二人は、再び苦笑を浮かべた。


　と、そのとき――


「冷てえ！　何しやがる、このアマっ」


「――それはこちらの台詞せりふです。無む理り矢や理り女性の腕うでをつかむなんて、どういうつもりですか」


　店の中央で、氷のように冷めた眼まな差ざしのウェイトレスが、頭からビールを被かぶった吸血鬼とにらみ合っていた。


　この手の店には似につかわしくない、清せい楚そな雰ふん囲い気きの女性だ。それも相当の美人である。


「俺はテメエの血を買うって言ってんだろうがっ。それが客に対する態たい度どかよ！」


「いつ私が血を売るなどと言いました」


「ふざけるなっ。それがこの店のサービスだろ！」


「冗じよう談だんではありません。私が血を捧ささげる方は、この世でただ一人だけですっ」


　毅き然ぜんとしてウェイトレスが答える。


　頭に血が上った吸血鬼は、脅おどすように牙きばを剝むいた。が、ウェイトレスは恐れる素そ振ぶりを見せない。素す早ばやくポケットからスプレーを取り出すや、相手の鼻先に吹きかけた。


　吸血鬼が悲鳴を上げて転ころがり、近くにいた客まで慌あわてて逃げ出す。ガーリック・ガスだ。


「ふんっ」


　涙目でのたうつ吸血鬼には目もくれず、彼女は冷然と踵きびすを返した。それを見ていたドレッドヘアのウェイトレスが、


「あっちゃー」


　と顔を手で覆おおった。


　それからバーは、ちょっとした騒そう動どうになった。クレームをつける吸血鬼と店主とのやり取りがあり、客の多くが興きよう醒ざめした様子で店を出た。さっきの二人連れもだ。


　そして、店内の混乱が収しゆう拾しゆうされるころには、ガスを吹きかけたウェイトレスとドレッドヘアのウェイトレスは、店から姿をくらましていたのだった。
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「もうイヤ！　もうたくさん！　お願いだから、勘かん弁べんしてー！」
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　あいにく勘弁ならなかった。世の中それほど甘くはない。


　弱小血族の期き待たいを裏うら切ぎり、『カンパニー』からマークされ、ついには鎮ちん圧あつチームと正面切ってやり合ったあげく、情報部の黒歴史にまでその名を残した『クイーンＭ』こと葛かつら城ぎミミコ十八歳女王。


　だがしかし、逆ぎやつ境きようは人を強くする。夢と現実の違いを身をもって知らされたいま、少女はもう、泣くのを止やめた。駆けつけた腹ふく心しん『ナイトＪ』にあえて背を向け、新たなパートナーとともに彼女の逃とう亡ぼう生活は続く……





[image: ]　[image: ]　[image: ]







「もうっ。駄目じゃないですか、サユカさん！　これで何なん軒げん目めです。せっかくのバイト先だったのにっ」


「……だって」


「だってじゃありません。まったく」


　眉を吊つり上あげるミミコに、白しら峯みねサユカは不服そうに唇くちびるを尖とがらせた。


　バーから逃げ出し、現げん在ざい潜せん伏ぷくしている安ホテルに向かう途と中ちゆうだ。


　時刻は深夜三時。下町なので人の行いき交かいもまったくない。ミミコもすでに変へん装そう用ようのウィッグとサングラスを取っていた。


　ミミコはぷりぷりしているが、サユカも納なつ得とくしているようではなかった。


「さっきの、私は悪くないわ。あの吸血鬼が酔よっ払ぱらってたのよ」


「バーですよ？　酔ってて当然です」


「でも無ぶ礼れいだわ」


「だから酔ってたんでしょ？」


　やれやれとミミコが首を振ると、サユカはいよいよ唇を尖らせた。


　いつもと立場が逆転しているが、何しろサユカは客商売などしたことがない。経けい験けん豊ほう富ふなミミコに注意されると、強くは出られないのである。


「……でもやっぱり、納得いかないわ。そもそも私はお金に困こまってないんだから、バイトなんかする必要ないじゃない。しかもあんな店で」


「何言ってんですか。サユカさん、ゼルマンさんを捜さがすんでしょ？　ああいう場所にこそ、裏の情報ってのは流れてくるんです」


「それは、そうかもしれないけど……」


　サユカはいま、行方ゆくえ不ふ明めいとなっている彼女の主、ゼルマン・クロックを捜している。こうしてミミコと行動を共にしているのも――成り行きという面は大いにあるにせよ――自分にはない方面での情報収しゆう集しゆう能のう力りよくをミミコに期待したからなのだ。


　しかし、それがあんな場末の酒場となると、


「納得いかないわ」


　と思うのである。


　ミミコのペースにはまっているのも気に入らない。宿代だってサユカが二人分出しているのである。もしやたかられているのではあるまいかと、勘かんぐりたくなってくる。


　ともあれ、二人は安ホテルに戻ってきた。


　しかし、直前の角を曲がったところで、ミミコが急に足を止めた。つられて立ち止まるサユカの手を引き、急いで――ただし、決して慌あわてずに、来た道を戻もどり始める。


「な、なんですか？」


「……待まち伏ぶせです。『カンパニー』の」


「え？　でも」


「反対側の角にバンが停てい車しやしてました。あのホテルに泊とまるようになって初めてです。それに向かいのビル。最上階のブラインドから、少しですが光がもれていました。あそこは空き部屋だったはず。こんな時間に明かりが点ついてるなんて、妙みようじゃないですか」


「さ、さっき見ただけで、そこまで？」


「それに……と……うん、やっぱり。裏うら口ぐちにもバンが停とまってます。前にいたのと同じ型だわ。ふふふ。最近わかってきたけど、『カンパニー』も案外お粗そ末まつですね」


「…………」


　サユカが呆あきれた目を向ける前で、ミミコは冷ややかに笑っていた。その微び笑しようたるや、もはやハイ・レベルの逃とう亡ぼう者しやのものである。


「仕方ないから場所を変えましょうか。今日は雨も降ってないし、またあそこで――」


「待って、ミミコさん。あなたまさか、またあの橋の下で夜を過ごす気じゃ――」


「平気ですよ。この季節なら風か邪ぜなんか引きませんから。あの晩だって大丈夫だったでしょ？」


　ミミコが平然と言うと、サユカは真っ青になって首を振った。


「冗じよう談だんではありません。あんな屈くつ辱じよく二度とゴメンです！」


「あはは。サユカさんたら、大げさだなあ」


「あ、あなたにはわからないんです。お酒を飲んで記憶をなくし、気がついたところが橋の下。しかも野の良ら犬いぬに顔を舐なめられて目を覚ますなんて！」


　おまけに、記憶を失っているうちにビルがひとつと街がい路ろが一本壊かい滅めつし、鎮圧チームの一部隊が深刻なダメージを受けて活動停止に追いやられたのだ。トラウマものである。


『クイーンＭ』の賞金も桁けたがひとつ増え、さっきのバーではその話題で持ちきりだった。


「万まんが一いち……万が一にもこんなブザマな失しつ態たいがゼルマン様のお耳に入ったら、私、生きてはいられません。絶対に耐たえられない！」


「バレやしませんよ。さ、睡すい眠みんはちゃんと取らないと、明日も忙いそがしいですよ」


「話を聞きなさいよっ。あのホテルが駄目なら、別のところに泊まればいいでしょ！」


「いやあ。もうたいがいの宿には手て配はい書しよ回ってるし」


「だったら一人で野の宿じゆくなさい。あなたにつき合う義ぎ理りはないわ。カプセルホテルでもいいから、私はまともな宿を取って――」


「どーですかねえ。最近は『クイーンＭ』の他に、『ナイトＪ』やら『セクレタリーＳ』なんて手配書もあるそうだし……」


「う、噓だわ！　そんなはずないじゃないっ。だって……!?」


「うん、まあ。ただの噂ですしね。でも、酔っ払ったサユカさん、周まわりの注目集めてたしなあ。目撃者は大勢いるだろうし、どこから『カンパニー』の耳に入るか……まあ、そんな仮か定ていの話は置いといて！　行きましょうか、サユカさん」


　ぽんぽん肩を叩たたき、ミミコは軽い足取りで運うん河がの流れる方へ歩き始めた。サユカは精せい根こん尽つき果はてた様子で肩を落とした。


　不覚にも、己おのが身の上にホロリと涙する。


「どうして私が、こんな目に……」


　関かかわる者をことごとく犠ぎ牲せいにする。『クイーンＭ』の呪のろわしいジンクスは、いまだ健けん在ざいのようだった。
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　そして夜が明けた。


　というか、すでに夕方近い。


「今日もいい天気だー」


　元気よく伸のびをするミミコの隣となりで、サユカは屈辱に身体からだを震ふるわせていた。


「……ゼルマン様。堕だ落らくした僕しもべを、どうかお許し下さい」


「またそんな。サユカさんたら、ぐっすり熟じゆく睡すいしてたじゃないですか」


「言わないで！　お願いだからっ」


　ヨヨヨと泣き崩くずれるサユカ。綺き麗れいにウェーブのかかった髪を、雑ざつ草そうの葉っぱが飾かざっている。遺い憾かんながら、悲劇的というより喜劇的な光景だ。


「まあ元気出していきましょう。今日もさっそく、仕事探しに行きますよー！」


　ミミコは潑はつ剌らつとして言った。なかなかのハイテンションだが、それはそれで間違っている気がする。


　と、泣きやんだサユカが、真剣な眼差しでミミコを見み据すえた。


「ミミコさん、あなた、これからもずっと、こんな生活を続けるつもり？」


「な、なんですか、急に？」


「今日も仕事探し、ですって？　それで？　明日は？　明後日あさつては？　いつまでそんな生活を続けるんです。死ぬまでですか？　それであなたは満足なんですか？」


「それは……」


　痛いところを突つかれたのか、ミミコは狼狽うろたえ、口くち籠ごもった。考えてみれば当たり前すぎる指し摘てきなのだが、それがすでにウィーク・ポイントとなっている辺り、行き着くところまで行き着いた感がある。


「し、仕方ないじゃないですか。あたしは逃亡者なんだから……」


「それがそもそもの間違いなんです。いつまでも逃亡者の汚お名めいに甘あまんじていては未来はありません」


「でも、追われてるし……だったら、逃げないと」


「追われてるから逃げる。逃げられて満足――では、思し考こう停てい止しと同じです。現げん状じようを打だ破はし、未来を切り開く方ほう針しんはないんですか？」


　サユカが呆れたように続けると、ミミコは衝しよう撃げきを受けたように口をＯの字にした。すでにストリート・チルドレンだったころのメンタリティに戻っていたため、ミライのテンボーなどまったく考えていなかったのである。


「そ、そうか……このままじゃ駄目だったんですね。そうなんですね？」


「……当たり前です」


　サユカが頭ず痛つうを堪こらえながら深々とため息をつく。ミミコは腕うで組ぐみをして悩なやみだした。


「でもいったい、どうすれば……」


「簡かん単たんでしょ。当局に出頭し、尾ひれのついた噂を否ひ定ていすればいいんです。身の潔けつ白ぱくを証しよう明めいするんです」


「半分はほんとのことなんですが」


「……あなたいったい、何やってきたの」


　空そら恐おそろしそうにサユカが言った。ミミコはうんうんと頭を捻ひねっている。


「身の潔白……確かに、せめて周さんたちだけは無む実じつを証明してあげなきゃ。ああでも、どうすれば？　いまのあたしが訴うつたえても、誰も耳を貸してくれやしない。むしろ、これ幸いと口くち封ふうじの憂うき目めに……！」


「あなたね。真ま面じ目めに考えなさい。『カンパニー』がそこまでする訳ないでしょう」


「いいえっ。否定はし切れません。『夜会カヴン』にいたサユカさんなら、わかるはずですっ」


「それをいうなら、あなたの元の職場でしょ」


「だからです」


　ミミコは真ま顔がおで断だん言げんした。『カンパニー』は調停員コンプロマイザーにどんな教育をしているのだろう、とサユカは疲ひ労ろう感かんとともに思った。


「いっそ『クイーンＭ』を続けて、闇やみ社しや会かいに生きたらどう？　才能あるんだし」


「あ、そうか。それもアリなんだ」


「………………冗じよう談だんよ」


　いつしか二人は、河かわ岸ぎしの土手に並んで腰こし掛かけていた。


　ミミコはああでもないこうでもないと独ひとり言ごとを繰くり返かえし、サユカはそれに適てき当とうな相づちを打ちながら、ときどき小石を手に持ってぽちゃんと運うん河がに投げ入れた。


　ポンポンポンと音を立てて、古い小こ舟ぶねが進んでいく。赤い夕日が水みな面もで揺れる上を、カラスの群むれが頭上を過よぎっていった。


　音もなくそよ風が吹き、ミミコとサユカの黒髪が揺れる。


　今日はいい天気だ。


「……ミミコさん」


「むうう――え？　呼びました？」


「仕事、行きましょうか」


「ああ。そうですね」


　腕時計を確かく認にんして、ミミコがなんでもないように頷うなずく。サユカは悟さとりを開いたかのような表情で、ふっ、と淡あわく微笑ほほえんだ。


　確かに、逆境は人を強くするのである。
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　特区の旧市街区オールド・ヤードには、吸血鬼たちに仕事を紹介する斡あつ旋せん所じよが存在する。多くは『カンパニー』が設せつ置ちした施し設せつだが、中には吸血鬼たち自身の手で運営されるものもあった。協定を結んでいない血族のほとんどは、そこで仕事を探して生計を立てている。二人がウェイトレスの仕事を見つけたのも、そんな斡旋所のひとつだ。


　ところがその日、斡旋所の様子は普段と違っていた。


　吸血鬼たちの姿は、いつもより多いぐらいだ。ただ、少しでもいい仕事を得えようと目をぎらつかせている吸血鬼たちが、今日は暗い顔でざわめいている。ひそひそと抑おさえた話し声があちこちでささやかれ、憤いきどおりを押し殺しているようなのである。


「……な、なんか妙みような空気ですね」


「何かあったのかしら」


　雰ふん囲い気きを察さつして、ミミコとサユカも戸と惑まどいを隠かくせない。


　原因は程ほどなく明らかになった。複数ある受付のひとつで、騒さわぎが起こったのだ。


「稼かせぎの半分を納めろ!?　なんだよそれ！」


「今日からそういう規き則そくになったんです」


「冗談じゃない。半分だなんて、そんな。無む茶ちや苦く茶ちやだっ！」


「ですから、規則なんですっ」


　まだ転てん化かして間もないような青年の吸血鬼が係員と言い争っている。すぐに、両者を囲むように人ひと垣がきができた。


「――サユカさん」


「ええ」


　とミミコたちも顔を見合わせ、会話を聞き取ろうとその中に加わった。


「情報料はこれまで通りなんだろ？　なのに、なんだってこの上――しかも今日から急にだなんて」


「そういうことになったんです。皆みなさん同じです。どうか従したがって下さい」


「理由を聞かせてくれっ。あんただって俺おれたちが貧まずしいのは、よく知ってるだろ？」


　青年が詰つめ寄よると、係員は辛つらそうに顔を歪ゆがめた。


「そうだ！　そいつの言うとおりだ！」


「こんな暴ぼう利りを大人しく払えるかっ。理由を言え！　理由を！」


　様子見に集まった者たちも、一いつ斉せいに声を荒あららげた。決して広くはない斡旋所が騒そう然ぜんとなる。


「サユカさん。これって……」


「どうやら、ここの運営をしてる血族が、急に上前をはねると言い出したようね。それでみんな騒いでたんだわ」


　二人はなるべく目立たないようにしながら事じ態たいを見守った。とはいえ、周りで憤っているのは吸血鬼ばかりだ。いざ誰かが実力行使に出れば、巻き込まれて命はない。二人の顔にはわずかずつ焦しよう燥そうが滲にじみ始めていた。


　しかし、しばらくすると野や次じ馬うまたちの中から老人の姿をした吸血鬼が前に歩み出た。顔見知りらしく、係員が呻うめき声をもらした。


「儂わしも理由を聞きたいな」


「ハンさん……」


「こいつらの言うとおりじゃ。あんたらと儂らは、もう十年近いつき合いじゃないか。どうして急に、こんな真ま似ねを始めた？」


　ハンと呼ばれた老人は、どうやらこの斡旋所では古ふる株かぶらしい。騒いでいた吸血鬼たちもいったん口を閉じ、彼に同調するように深々と頷うなずいた。


　係員がいよいよ辛そうな顔になる。


　だが、そのとき――


「黙だまれジジイ。規則は規則だ」


「そうそう。いいから黙って、従ってりゃいいんだよ」


　受付の奥から、二人の吸血鬼が姿を見せた。ダークスーツを着崩した男と、スカジャンにトレーニングパンツの男。どちらもニヤニヤと牙きばを見せながら笑っている。


「文もん句くがあるなら、とっとと帰りな。仕事は余よ所そで探すんだな」


「まあ、どこの斡旋所に行っても結果は同じだがな。ケケケ」


　二人は平然とハン老人の前に立ち塞ふさがった。


「な、なんじゃ、お主ら？」


「ああ。改めて自じ己こ紹しよう介かいしとこうかな」


　スカジャンが気取った口ぶりで言う。すると、ダークスーツが係員をあごで示しめし、


「こいつらの血族の、新しい主人さ。こいつらはな、俺らの軍門に下ったんだよ」


　吸血鬼たちのどよめきが大きくなった。見れば、係員は悔くやしそうにうなだれている。


「馬ば鹿かな!?　いったいどこの血族だ？」


「血族――って括くくりが、すでに古いんだよ、ジジイ。俺たちは、『さるお方』の意を受けて動いてる者だ」


　ダークスーツが嘲ちよう笑しようした。


　そして、スカジャンも同じようにせせら笑いながら、しかしはっきりと、こう言った。


「いいか、テメエら。聞いて驚おどろけ。俺たちはな――『クイーンＭ』のスタッフなのさ！」





「はあ？」





　思わずミミコが大声を出し、慌てて口を手で塞いだ。


　吸血鬼たちの視線がミミコに集中する。サユカは血の気をなくして立ち尽くした。


「……なんだ、お前は？」


「いや、その、な、なんでもないです！　全然無関係者です！　『クイーンＭ』とか、超知りません！」


　ミミコがぶんぶん首を横に振ふり、勢いきおいの余あまりウィッグが取れる。サユカが「バカ……」と絶ぜつ望ぼうの吐と息いきをもらした。


　ただ、幸いなことに『クイーンＭ』の名前に反はん応のうを示しめしたのは、ミミコ一人ではなかった。それどころか、彼女の驚きなど軽い方だった。この場にいる吸血鬼で『クイーンＭ』の悪名を知らぬ者は、いまや一人もいなかったのである。


「『クイーンＭ』だって!?　あの『犯はん罪ざいのヒトラー』が？」


「『カンパニー』ですら、ついに放置せざるを得なかったって、巨大シンジケートの黒くろ幕まくだぞ？　なんだって、こんな場末の斡旋所に……」


「お終しまいだ！　俺たちはあの女王に死ぬまで酷こく使しされ続けるんだ！」


　当のミミコが「ちょっと待て」と言いたくなるほど、吸血鬼たちは覿てき面めんに狼狽うろたえていた。


「ケケ。ボスの恐ろしさは、ようくわかってるみたいだな」


「なら大人しく従いな。ボスに逆らえばどうなるか……わざわざ聞く必要もねえだろ？」


　ダークスーツとスカジャンが、得意そうにケラケラ笑う。しかし、さっきまでのように怒りをぶつける者はなく、皆一様に唇くちびるを嚙かみしめていた。


　いや、「全員」ではなかった。


「だからって……だからって、そんな無茶な話がのめるもんかっ。こっちだって生活がかかってるんだ！」


　嚙み付いたのは最初に騒ぎ出した青年だった。


「みんなだってそうだろ？　ここは、俺たちのように数の少ない血族同士が、互いに手を結んで生きてきた場所だ。『クイーンＭ』なんて悪あく党とうにいいようにされて、それでいいのか!?」


　青年がそう訴うつたえると、その熱意が通じたのか、吸血鬼たちも目に力を取り戻し始めた。


「そうだ。俺の血族は、俺が稼かせがなきゃ明日にも路ろ頭とうに迷まよっちまう！」


「畜ちく生しようっ。女王だか女じよ帝ていだか知らねえが。黙って金を貢みつぎやしねえぞ！」


　それを契けい機きに、吸血鬼たちは一丸となって二人組に迫せまり始めた。まさに窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙むといった様相だ。


「ヤバ……！」


　ミミコは泡あわを食って逃げ出そうとした。が、吸血鬼たちに阻はばまれ、身動きが取れない。それどころか、サユカともども押し倒された。


　思わず目を閉ざす。すると、ダークスーツの叫さけび声が聞こえた。


「センセイ！　お願いします！」


　直後、吸血鬼たちの怒ど号ごうが悲鳴に変わった。床に伏せたまま、何事かと目を開ける。


　すると――


「……んなっ」


　先頭に立って襲おそいかかった吸血鬼たちが、血まみれで倒れていた。そして、二人組がにやける前に、一人の怪人がどっしりと立ち塞がっていた。


　黒い帽子に黒スーツ。顔の半分を黒いマスクで隠し、手には日本刀を提げている。


　その、どこか見覚えがあるような――ただしディテールが微び妙みように異ことなるコスチュームを着た全身黒ずくめの怪かい人じんは、辺あたりを睥へい睨げいして牙を剝むいた。


「グハハハハっ！　愚おろか者ものどもめっ。『クイーンＭ』に逆らう者は、この『ナイトＪ』がただではおかぬわ！」


　ミミコは馬鹿みたいに口を開けた。


　目の前で高笑いをする怪人は、確かにミミコのよく知る「とある人物」に似にている。少なくとも格かつ好こうは。


　だが中身は明らかに別人だった。ミミコの基き本ほん方ほう針しんは「あたし、『ナイトＪ』なんて知りません」なのだが、それでもあえて、別人だと断だん言げんできる。


「なんなの？　なんなのよ、あれ？　夢ゆめ？　なんかあたし、悪い夢でも見てる訳？」


　だったらさっさと目を覚ましたいミミコだったが、あいにくと悪夢の本番はこれからだった。


　三人になった吸血鬼たちの背はい後ごから、怪人のそれを上回る、


「キャハハハハ！」


　という耳みみ障ざわりな声が響ひびいてきたのだ。


　二人組がすぐさま道を空け、怪人が恭うやうやしく頭こうべを垂たれる。


　そして現あらわれたのは、サングラスをかけた一人の少女だった。


　大だい胆たん過すぎる露ろ出しゆつのドレスに、はち切れんばかりの豊ほう満まんな肉体を包つつみ、肩からはミンクのコートを掛かけて、手にはシルクの扇おうぎを持っている。身体中を所ところ狭せましと飾る高価な装そう飾しよく品ひんは、足せば三さん桁けたに迫りそうなほどだ。


「者ども頭ずが高い！　『クイーンＭ』の御ご前ぜんであるぞ！」


「……………………」


　ミミコの髪がハラハラと抜けた――気がした。灰はいと化した彼女の前で、『クイーンＭ』は高らかに笑った。


「キャハハハハ！　なあに、この騒ぎは？　またワタシの偉い大だいさを理解しないおバカさんがいるのかしら。困ったものね」


「申し訳ありません、クイーン。教育が行き届かぬようで」


「いいわ。だったら、少々懲こらしめてやりましょう。何事も最初が肝かん心じんですものね。キャハハ！」


　軽けい薄はくを絵に描かいたような声で、少女は怪人に指示を下した。「御ぎよ意い」と頷いた怪人が、再び日本刀を頭上に構かまえる。


「聞いたな、愚か者ども！　クイーンの勅ちよく命めいである。謹つつしんで『教育』を受けるがいい！」


　怪人はそう宣せん言げんすると、ただちに吸血鬼たちに襲いかかった。吸血鬼たちも反はん撃げきするが、力量の差は明めい確かくだ。ほとんど一方的な戦いになった。


　そして、すべて終わったあと、瓦が礫れきの山と化した斡旋所を、怪人と二人組、そして『クイーンＭ』の四人は、耳障りな笑い声を上げながら去っていったのだった。


「次はないからな。命が惜おしくば、規則に従え！」


　と、そう言い残して。
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『クイーンＭ』たちが去ったあと、傷ついた吸血鬼たちは、斡旋所の隅すみに集まっていた。今後の対応について、話し合っているのだ。奇き跡せき的てきに怪け我がのなかったミミコは、その場に残って彼らの傷の手当てをしていた。
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　殺しては意味がないためか、絶ぜつ命めいした者はいない。ほとんどの者は、吸血鬼特有の回復力で、傷も癒いえ始めていた。


　だが、誰しも表情は暗い。


「このままじゃ駄目だ。もう一度、みんなで戦おう！」


「でもよ……」


「そうだよ。さっきの『ナイトＪ』に、俺たちで勝てるのか？　しかもあいつの正体は、あの『銀ぎん刀とう』だって言うぜ？」


「日本刀を使ってたしな。あの強さはただ者じゃねえよ」


「じゃあ、稼かせぎの半分をあいつらにくれてやるのか？　そんなんで生きていけるのか？」


「それは……」


　話し合いも、結局は堂どう々どう巡めぐりだ。場をまとめているのはハン老人だが、彼も何も言えずに押し黙っている。彼らの顔が悲ひ嘆たんに暮くれるのを、ミミコは見ていられなかった。


　そこへ、


「ミミコさん、ちょっと――」


　用がある、と言って外に出ていたサユカが、ミミコの側そばに来てささやきかけた。そして、そのまま彼女を連れて吸血鬼たちから離れると、おもむろに口を開けた。


「『夜会カヴン』のメンバーに頼たのんで、ちょっと調べてもらったの。さっきの連中について」


「あ、あいつらいったい、何者なんです？」


「……『クイーンＭ』よ」


「いや、だってっ！　そんな訳ないじゃないですか」


「そう。つまり偽者ね。『クイーンＭ』の悪あく名みようを利用している――要ようは、あなたの『騙かたり』よ」


　サユカの説明に、ミミコは啞あ然ぜんとして口をパクパク開け閉めした。言葉が出ないらしい。


「おかしいとは思ったのよ。『カンパニー』の反応が過か敏びんだったから。でも、今回の調ちよう査さで理由がわかった。あの連中は、以前から弱小血族を相手に、あくどい真ま似ねをしていたの。ただし、裏で目立たないようにね」


　しかし、そこに彼女らを遥はるかに上回るビッグネームが現れた。それが本物の『クイーンＭ』――葛城ミミコだったのである。


　しかも『クイーンＭ』は、彗すい星せいの如ごとく現れ、わずか半月あまりで行方ゆくえを眩くらました。その正体も不明な点が多い。偽にせ者ものたちにすれば、これは格かつ好こうの隠かくれ蓑みのといえる。過去に自分たちが行ってきた悪事まで『クイーンＭ』の仕し業わざにしてしまい、その上その悪名を利用してさらなる金かね儲もうけを企たくらんでいるのだ。


「……つまり、あたしのせいなんですね」


「あなたはただ、利用されただけよ」


　サユカはそう言って慰なぐさめたが、ミミコの受けた衝しよう撃げきは大きかった。


　ミミコが自じ責せきの念ねんに駆られていると、背後からハンの声が聞こえてきた。


「皆の意見はわかった。だが、このままではどうにもならぬ。もう一度、勇気を振ふり絞しぼって戦おうではないか。これは我われ々われが生きていくために、避さけては通れぬ道なのじゃ」


　彼の演えん説ぜつに、吸血鬼たちは弱々しい賛同で応こたえた。悲ひ壮そうな光こう景けいだ。勝てる見み込こみがほとんどないと、彼ら自身わかっているのだから。


　ミミコは振り返って彼らの姿を見み据すえた。


「……サユカさん。ここで別れましょう」


　ミミコがハンたちを見据えたまま言った。


「彼らと行動を共にする気？」


「はい」


　振り返り、ミミコが頷うなずく。


　彼女の瞳ひとみには、強い光が宿っていた。その輝きに、サユカは思わず気け圧おされ――同時に惹ひき付つけられた。


「……でも、あなたに何ができるかしら？　『カンパニー』には頼たよれない。『銀刀』の居場所もわからない。調停員コンプロマイザーですらないのよ？　いまのあなたは」


「わかりません。でも、黙だまって見過ごすことはできないんです」


　ミミコはきっぱりと言った。


　サユカはなぜか胸中で舌打ちしていた。


　ここで別れるなら、願うところだ。自分の目的はゼルマンを捜さがすことである。これ以上ミミコにつき合うメリットは何もない。


　なのに、気がついたとき、サユカはこう答えていた。


「あなたにできることが、ひとつあるわ」


　ミミコは息を呑のんだ。そして姿し勢せいを正し、


「教えて下さい」


　とサユカに懇こん願がんした。彼女は肩かたを竦すくめ、


「いま、あいつらが一番恐おそれているものはなんだと思う？」


「恐れている、ですか？」


「あら、わからないかしら？」


　サユカがニヤリと微笑む。彼女自身も気付かない――それは、彼女の主にそっくりな、不ふ敵てきな笑みだ。


「偽者が一番恐れるものなんて、決まってるわ。つまり本物の、『クイーンＭ』よ」
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「……その情報は確たしかなんだな」


「間ま違ちがいありません。旧市街区オールド・ヤードにいる協定未み加か盟めいの吸血鬼たちが、弾だん圧あつ者しやに反はん旗きを翻ひるがえすべく集しゆう結けつしています。壊かい滅めつした斡旋所では、標的ターゲツトの目撃情報も多数確認されました」


　部下の報告に、『クイーンＭ』追つい撃げきを任まかされた鎮ちん圧あつチームリーダーは、重々しく頷いた。


　彼の前には部下である隊員たちが整列している。過か日じつ行われた『ナイトＪ』との交戦で、傷つき、疲ひ労ろうした隊員たちだ。


　だが彼らの目にはいまだ屈くつすることなき闘とう志しが宿っている。当然だった。彼らこそ、誰に知られることもなく、秘ひ密みつ裏りに特区の平和を守る、誇り高き男たちなのだ。


「もはやこれ以上の失しつ敗ぱいは許ゆるされない。それはわかっているな？」


　リーダーが静かに問うと、隊員たちは無言のまま、ただ一いつ斉せいに敬けい礼れいを返した。


　熱い思いがリーダーの胸に込み上げる。その思いをのみ込んで、彼もまた隊員たちに敬礼を返した。


「これより我らは、最後の戦いに臨のぞむ。『カンパニー』の興こう亡ぼうはこの一戦にありっ。総そう員いん、奮ふん起きせよ！」


「ラジャー！」


　それは、『クイーンＭ』を追う猟りよう犬けんたちの、リベンジの雄お叫たけびであった。
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「聞いたか、あの噂うわさ。旧市街区オールド・ヤードの連中が、とうとう『クイーンＭ』とやるっていう――」


「ああ。連中、相当の覚かく悟ごらしいぜ」


　吸血鬼たちの集つどうバー。噂話に花を咲かせているのは、変装したミミコが相手をした、あの二人組だった。


「気持ちはわかるよな。これから先もずっと『クイーンＭ』に怯おびえながら暮らすぐらいなら、俺だって一いちか八ばちか戦うよ」


「でも『ナイトＪ』に痛めつけられたばかりって言うじゃないか。勝てるのか、本当に」


「わかんねえ。でも……たぶん」


　二人は沈しずんだ様子で、そのまま黙り込んだ。


　と、そこへ、


「ねえ、いまなんて言った？　『クイーンＭ』って言ったよね？　ねっ？」


　突然テーブルに、一人の少年が割り込んできた。金きん髪ぱつ碧へき眼がんの可愛かわいらしい男の子だ。二人は驚いて目を丸くした。


　一方、そんな二人の反応には構かまわず、少年は背後を振り返って、


「兄者！　大変だよ。ミミちゃんが！」


　彼が振り向いた先には、一人の青年がテーブルに着いていた。


　赤い帽ぼう子しに赤いスーツ姿の青年だ。こちらに背を向けて座っていた彼は、ゆっくり立ち上がり、二人の方を振り向いた。


　切きれ長ながの瞳が鋭するどく光ひかる。思わず息を呑のむ二人の前で、青年はゆっくりと口を開けた。


「……いまの話。詳くわしく聞かせてもらいましょうか」
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　かくして、陽ひの当たることのない社会の片かた隅すみで、ひとつの闘とう争そうが幕まくを開ける。その中心に位置するのは、罪つみ深ぶかき闇やみの虚きよ像ぞう『クイーンＭ』であった。


　逃げることから、戦うことへ。葛城ミミコの挑ちよう戦せんは、周しゆう囲いの運命を巻き込みながら、ひとつのクライマックスへと向かい始める――




インターミッション５







　息子は健すこやかな寝ね息いきを立てていた。彼の好きなフットボールの夢でも見ているのだろうか。元気の有あり余あまる足が、掛かけ布ぶ団とんを蹴け飛とばしている。アーノルドは精せい悍かんな顔を優しくほころばせ、息子に布団をかけ直した。


　そっと寝しん室しつを出て玄げん関かんに向かう。ドアの前に立ったときだった。


「……行くのね？」


　背はい後ごから、彼に問いかける――いや、確認する声がした。


　気き丈じような態度を装よそおった声は、しかし微かすかに震えていた。呼びかけたられたアーノルドの肩もまた、声に共きよう鳴めいするように震えた。


　明かりの消えた廊ろう下かに立っていたのは、ナイトウェア姿のワイフだった。彼女の問といかけに、アーノルドは岩の如ごとき沈黙をもって答えた。


「どうしてっ？」


　わかり切った答えを、それでも彼女は聞かずにいられなかった。


「あ、あなたは謹慎中なのよ？　チームには他の部隊もいっぱいあるんでしょ？　あなたが行くことないじゃない。それも、あんなクレイジーな犯罪者を相手にっ。あなたはもう、十分に戦ったわ！　あとは他の人に任まかせて!?」


　涙ながらに訴うつたえるワイフを、アーノルドは直ちよく視しできなかった。


「ジュニアを頼たのむ」


　と言い残して、ドアノブに手をかけ、ドアを開けた。ワイフは涙なみだ声ごえで、


「二人目が、いるの……」


　まるで落らく雷らいに打たれたようだった。思わず振り返ったアーノルドの視線の先で、ワイフは泣きながら腹ふく部ぶに手を当てていた。


　アーノルドの顔に、いままでにない苦く渋じゆうが過よぎる。


　しかし、彼はやはり、骨ほねの髄ずいまで正義の人だった。彼には、他の何を犠牲にしてでも成なし遂とげねばならない、使命があるのだ。


「その子の未来のためにも……特区の平和は、守らねばならん！」


「あなた……」


　ワイフが哀かなしげに、そして誇ほこらしげに夫を見る。アーノルドは淡あわい微び笑しようを垣かい間ま見せ、ドアを開けて外に出た。


　宿しゆく敵てき『クイーンＭ』一味が待ち受ける、戦場へと。









　　第六話　調停者葛城ミミコの復ふつ活かつ










　夜空に風ふう塵じんが舞まっていた。


　特区第二地区セカンド・ヤード。旧市街区オールド・ヤードの中でも特に再さい開かい発はつが遅れたこの地区は、放ほう棄きされたビルや施し設せつ、なかばスラムと化した住宅街が乱らん立りつする地区である。第二の香港ホンコンとして成長する以前の、まだ吹ふき溜だまりに過ぎなかった特区の面影を、もっとも色いろ濃こく残す地ち域いきだ。


　その最さい奥おうに、ミミコとサユカは立っていた。


　周囲にそびえるのは、廃はい棄きされた、あるいはスラム化した五、六階建ての建けん造ぞう物ぶつ群ぐん。海岸が近いので、ビルの狭間からは黒い海面も見える。目指すビルは、その先の湾わん岸がんにあった。


　周囲より背の低い三階建てで、コンクリートのジャングルに隠かくれている。所々窓から明かりがもれているが、一番明るいのは屋内ではなく、屋上だ。どういう訳わけか、ビルの屋上にコテージ風の小屋が建てられているのである。


　夜空の月をのぞけば、周囲に光こう源げんは見当たらない。黒く四角いシルエットに囲まれ、ビルと小屋は、ひっそりと闇やみ夜よに光を灯していた。


「……女王の居きよ城じようというよりは、山さん賊ぞくのアジトですね」


「まあ、少なくとも『本物』よりは慎つつましいってことかしら」


　ミミコの感かん想そうにサユカがちくりと皮肉を返す。いつの間にやら二人のやり取りにも、バディ的な慣なれが出始めていた。いよいよ縁えんが腐くされたのかもしれない。


「……念ねんのためにもう一度確かく認にんするけど、ほんとにやる気なの？　いまのあなたは、『カンパニー』はもちろん、『銀ぎん刀とう』のバックアップもない徒と手しゆ空くう拳けんの身みなのよ？」


「だからあれこれ手を打ったんじゃないですか。大だい丈じよう夫ぶ。上う手まくいきますよ」


　自分に言い聞かせるように断だん言げんするミミコ。サユカはやれやれと首くびを振ふった。そして、すでに答えを知っているような口調で、


「私が聞いたのは方ほう法ほう論ろんじゃないわ。そんなリスクを背せ負おってまで赤の吸血鬼ブラツク・ブラツドのために働く『意味』を聞いたんだけど？」


　するとミミコは振り返り、サユカが予想した通りの答えを、ごく自然に口にした。


「だって、放ほうっておけないじゃないですか」
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「俺おれたちはな――『クイーンＭ』のスタッフなのさ！」





　コピーの出しゆつ現げんは名を売る代だい償しようという。しかしオリジナル不ふ在ざいのいま、現れたコピーは非ひ道どうの限かぎりを尽つくしていた。


　暗あん黒こく街がいの盛せい衰すいを味あじわい、逃とう亡ぼう者しやへと身をやつしたのちも日々タフに生いき抜ぬく葛かつら城ぎミミコ十八歳本物。行ゆきずりの道連れあいぼうもでき、気が付けば逃亡生活さえエンジョイし始めていた彼女が目にしたのは、自みずからの偽にせ者ものが弱き立場の吸血鬼たちを弾だん圧あつする姿すがただった。


　失われかけていた調停員コンプロマイザー魂だましいに、いま熱い火が点ともる。偽ナイトを従したがえる偽クイーン。反はん旗きを翻ひるがえした弱小血けつ族ぞく連れん盟めい。リベンジに燃もえる鎮ちん圧あつチーム。そして彼女の窮きゆう地ちを察さつ知ちした望もち月づき兄弟。暗あん雲うん渦うず巻まく特区の裏うら社会に、嵐あらしの予感が吹き荒れていた。
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「まあ。決起集会？」


　クイーンは手にしたシルクの扇おうぎで口元を覆おおいながら、情じよう報ほう屋やの報ほう告こくにニタリとした。


　グラマーなボディにアダルティーなドレス。身体中に飾かざられた豪ごう華か絢けん爛らんなアクセサリーの数々。ただ、サングラスの下の顔は、なかなか可愛かわいらしい容よう貌ぼうだった。アバンギャルドなメイクのせいで、あまり関係はなくなっているのだが。


「あれだけ『教育』してあげたのに、まだワタシの偉い大だいさが理り解かいできないなんて。頭の悪い者たちね」


　クイーンはそううそぶくと、椅い子すにふんぞり返ってキャハハハハと大笑した。こんな笑い声の持ち主に頭が悪いと酷こく評ひようされたのでは、吸血鬼たちもさぞ不本意だろう。


　しかし、クイーンの隣となりに立っていた男は、もったいぶって頭を下げた。


「いやはや誠まことに申もうし訳わけありません、クイーン。どうやら情なさけをかけ過すぎたようです。もっとはっきりと、二、三匹びき見せしめにしておくべきでした」


　そう言いつつも、彼の口元は、牙きばをのぞかせながらにやけていた。黒い帽ぼう子しに黒いスーツ。顔の上半分を黒いマスクで覆ったクイーンの側近、ナイトである。


　にやついているのは彼だけではない。報告を聞きつけたのか、下のビルでだべっていたクイーンの配下たちも、狭せまい小屋の中に集まっていた。クイーン以外にも人間はいるようだが、大半がはぐれ者の吸血鬼だ。報告した情報屋は人間らしく、身の安全を約束されながらも気が気でない様子だった。


　屋上の小屋は外見通り野や趣しゆに溢あふれる造つくりだった。切り株かぶのような椅子に、室内灯はランタン。テーブルには食べかけのハムの塊かたまりが置おかれ、スライスするのに使ったらしいサバイバルナイフが突つき立っている。ミミコが評した通り、まさに山賊のアジトといった風ふ情ぜいだ。


　情報屋はソフト帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶり直なおし、トレンチコートのポケットに報告書を戻しながら、ゴホンと気き弱よわな空から咳せきをした。


「と、とにかくです。連中は今夜にもここを襲しゆう撃げきしようって腹はらですよ？　皆みなさん、こんなところでのんびりしてる場合じゃないのでは？」


「まあ。あなた誰に向かって物を言ってるかわかってる？　この『クイーンＭ』に、あんな弱じやく小しよう血けつ族ぞくどもから避ひ難なんしろって言うの？　あなたも教育した方が良いみたいね？」


「確たしかに。いまの提てい案あんは、この『ナイトＪ』に対たいする侮ぶ辱じよくでもある。一度指し導どうした方が良いかもしれんな」


　余よ裕ゆう綽しやく々しやくのクイーンに、ナイトもしたり顔で追つい従じゆうする。情報屋が「そ、そんなっ」と蒼そう白はくになると、配下たちはゲラゲラと笑い声を上げた。


「キャハハっ！　冗じよう談だんよ。ワタシの評ひよう判ばんを聞きつけて情報を提てい供きようしに来た、先せん制せいの目は評ひよう価かできるわ。これからも昇しよう進しんなさい」


　クイーンがにこやかに告つげると、「ん？」と配下たちの笑い声が止やんだ。


　訪れた空白の中、配下の一人がそっと耳打ちする。


「……クイーン。『先せん見けんの明めい』です。あと『精しよう進じん』」


　とたんにクイーンは氷の表ひよう情じようになった。配下が、しまった、という顔をするのと同時に指を鳴ならした。


　ナイトが黙もく礼れいしたのち、クイーンに恥はじをかかせた配下を鉄てつ拳けんにて制せい裁さいする。他の配下は見て見ぬ振りだ。どうやらよくあることらしい。情報屋は頰をひきつらせていた。


「し、しかし……ですね」


「あら？　まだ何かあるの？」


「未み確かく認にんの情報なんですが……実は『カンパニー』の鎮圧チームも、クイーンを捕とらえようと動いているらしいのです。クイーンがこれまでに幾いく度ども鎮圧チームを出し抜いてきたことは知っていますが、用心するに越こしたことは……」


　恐おそる恐る進しん言げんする情報屋に、しかしクイーンはさっきのような不ふ興きようを示しめさなかった。それどころかナイトと顔を見合わせると、二人してにんまりとほくそ笑えんだのである。


「ワタシに対して不ふ遜そんな心配ね。でも……安心なさい。対たい策さくは万ばん全ぜんだから」


　怪け訝げんな様子の情報屋を無む視しして、クイーンは優ゆう雅がに扇を煽あおる。ナイトも「ククク」と低く笑いながらハムの塊を手に取り、肉にく片へんを齧かじり取った。


　そのときだ。外で見み張はりについていた配下が、小屋に飛び込んできた。


「クイーンっ。外に連中が。かなりの数です！」


「ほう。噂うわさをすれば、ですな」


　ナイトが肩を竦すくめる。クイーンは椅子から立ち上がり、バッと扇を広げた。
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　小屋の建つビルの周囲に、闇やみに光る何対もの瞳ひとみが見えた。周辺の廃はいビルからも、幾いくつかの眼がん光こうが屋上の小屋をにらんでいる。


　この一いつ帯たいに住む弱小血族の吸血鬼たち。その半数以上が、結集しているのだ。


　彼らを率ひきいるのはハン老人だった。姿は老いているが、それは転てん化かしたときの姿である。吸血鬼としての生は、まだ四十年ほどに過ぎない。それでも仲間内では最年長であり、彼らの要よう請せいを受けて指し揮きを執とっている。


　しかし、彼の顔には、悪の女王に弓ゆみ引ひく気き概がいより、苦く渋じゆうの色が濃こく滲にじんでいた。数は揃そろえてもこちらは皆若い。わかっていたことだが、勝算の薄うすい戦いなのだ。


　それに――


「……やはりあの少女を信じて、いま少し待つべきではなかったか？」


　決起集会に現れた少女を思い出し、ハンはつい本ほん音ねをもらしていた。


　しかし、彼の仲なか間またちは反発した。


「ハンさん！　いまさら何を言ってるんですか。あんな人間の小こ娘むすめの言うことなんか、信じられるわけないでしょうっ」


「それに、これは俺たち自身の問題だ。俺たちの手で解かい決けつするべきじゃないですか！」


　仲間の言い分には、ハンも渋しぶ々しぶながら頷うなずかざるを得えない。彼らは『カンパニー』からも相手にされない、吹けば飛ぶような血族ばかりだ。頼たよれるものは自分たちだけ。これまでもそうだったし、これからも変わらないに違ちがいないのである。


　ハンは迷まよいを振り切ると、面を引き締めてビルの前に歩み出た。すでに包囲は完成していた。あとはこちらの要よう求きゆうを突つき付つけるだけ。そして、決けつ裂れつしたときは戦うまでだ。


　折おりしも、屋上から「キャハハハハ！」と聞き覚えのある――しかし何度聞いても耳みみ障ざわりな、笑い声が響ひびいてきた。ハンたちを脅おどし、金を搾しぼり取ろうとしている張ちよう本ほん人にん。『クイーンＭ』と『ナイトＪ』である。


「あらあらあら。頭の悪い者が揃そろいも揃って、いったいなんの用かしら？　三人寄よれば悶もん着ちやくの種っていうけど、何かワタシに文もん句くでもあって？」


「黙だまれ馬ば鹿か娘むすめ！　それを言うなら『文もん殊じゆの知ち恵え』だし、おまけに用法が全ぜん然ぜん違ちがう！」


　ハンの隣の吸血鬼が怒ど鳴なり返した。すると、頭上からは沈ちん黙もくが返った。


　やがてパチンと指を鳴らす音がして、怒鳴った吸血鬼が派は手でに吹き飛ばされる。ナイトの力場思念ハイド・ハンドだ。仲間の吸血鬼たちは色めき立った。


「待ちなされ、『クイーンＭ』。まずは話し合いたい。我われ々われの話を聞いてくれ！」


「ふんっ。みかじめ料の話かしら？」


「わかっているなら――」


「嫌いやよっ。どーせ、『うちには腹を空かせた女によう房ぼうと子供がっ』とか泣き言並ならべるつもりなんでしょ？　そういういちゃもんには、飽あき飽きしてるの。逆さからったら命はないんだから、いっぱい働いて大人しく払はらいなさいよね」


　間違いを指し摘てきされて気分を害がいしたのか、クイーンの声はご機き嫌げん斜ななめだ。嘆たん願がんをいちゃもんと言い切った上、逆らえば命はないとあっさり公言する辺り、配はい慮りよというものは微み塵じんも感じられない。いっそ清すが々すがしい。


「クイーン！　このままでは血が流れるぞっ。もっと理り知ち的てきな解決があるはずだ。お願いだから話を聞いてくれ！」


「だから大人しく従したがってればいいのよ。そうすればワタシだって、寛かん大だいな対たい応おうをしてあげるわよ？　ほら。話する必要なんてどこにもないじゃない」


「それを横おう暴ぼうというのだっ。我々にも生活がある。おぬしとてわかるじゃろうっ？」


　必死に食い下がるハンに、クイーンはどこまでも冷たい。まったくやる気のない口調で、


「あーもう。しつこいわね」


「クイーンっ！」


「これだから年とし寄よりは困こまるわ。ワタシは、話はない、って言ってるの。それとも聞こえない？　年寄りの嫌いや耳みみってほんとね」


　そう告つげてそっぽを向くと、クイーンはパタパタ扇を煽あおぎ始めた。つくづく相手をする者の神しん経けいを逆さか撫なでする質たちの人物だった。


「ハンさん！」


　と仲間が怒りに満ちた声でハンを促うながした。


　ハンは顔を伏ふせ、肩かたを震わせた。そして、長い煩はん悶もんの末すえ再び頭上を見たとき、彼の瞳には覚かく悟ごとも諦てい観かんとも呼べない苦い感情が宿っていた。


「……クイーン」


「なぁによぉ？」


「正しくは『年寄りの冷や水』だ。この、パープー娘が」


「…………」


　再び沈黙が訪れた。


　パチンと、指が鳴る。


　だが、地面の小石が吹き飛ぶ中、ハンは額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべながらも動かなかった。ナイトの力場思念ハイド・ハンドを、ハンの力場思念ハイド・ハンドが相そう殺さいしたのだ。


　仲間が喝かつ采さいを上げる。ナイトが舌した打うちを――ただし余よ裕ゆうのある、舌打ちをする。


「あらあらあら。小こ癪しやくな真ま似ねを」


「……残ざん念ねんだ。クイーン」


　かくして、『クイーンＭ』一いつ派ぱと弱小吸血鬼連合の戦いが幕まくを開けた。
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「くっ。遅かった……！」


　サユカが駆かけつけたとき、すでに戦せん端たんは開かれていた。銃じゆう声せいに破は壊かい音おん。罵ば声せいに蛮ばん声せい。まるでマフィアの抗こう争そうだが、戦っているのが吸血鬼同士だけに周りの被ひ害がいも大きい。こんな場所でなければ、特区にとって極きわめて深しん刻こくな事じ態たいに発はつ展てんしていただろう。いや、たとえ人ひと気けのない第二地区セカンド・ヤードの最さい奥おうといえど、このままでは取り返しのつかないことになる。


　焦あせる気持ちを抑おさえながら、サユカは戦せん況きようを見み渡わたした。


　おおよそ予想した通りの結果だ。弱小血族たちは数こそ多いが、個人個人の力は弱く、しかも戦いの経けい験けんが少ない。また、所しよ詮せん烏う合ごうの衆しゆうである。統とう率そつも取れていなかった。


　対して、クイーンの陣じん営えいは荒あら事ごとに慣なれた者たちが揃そろっていた。連れん携けいも取れているし、銃で武ぶ装そうした者も多い。


　特に、ナイトの活かつ躍やくは凄すさまじかった。


「グハハハハハッ！　弱いっ。弱いぞ、貴き様さまら！　それで反はん逆ぎやくとは片かた腹はら痛いたいわ！」


　ビルを包囲しているため、戦端は複ふく数すうの場所で開かれている。だが、その下品な笑い声が轟とどろく度たびに、ハンの仲間は宙ちゆうを舞まっていた。このままでは、遠からず全面的な敗はい北ぼくへと追いやられるのが、素しろ人うとのサユカの目にも明らかだった。


「……しかし、とんでもない光こう景けいね。なんで私はこんなことに関かかわってるのかしら」


　こればかりは、いまだに疑ぎ問もんだ。ミミコに巻き込まれたとはいえ、手を切ろうと思えば、いつでもできたはずなのに。


　サユカは「ええいっ」と気合を入れると、吸血鬼たちの戦場に、生身で飛び込んでいった。


「ハンさん！　ミスター・ハン！　どこですか。返事をしてくださいっ」


「あんたか!?」


　ハンはすぐにサユカを見つけた。一度前線から下がり、彼女の側そばへと跳ちよう躍やくする。その身のこなしはさすが吸血鬼だが、彼もまた負ふ傷しようしていた。


「傷きずがっ。大丈夫なのですか？」


「この程てい度どならすぐ回かい復ふくするよ。しかし、よくもこんな危険な場所に来たな。あのときのお嬢じようさんはどうされた？」


「それより、どうして私の連絡を待ってくれなかったんですかっ。こんな騒ぎを起こしたら、たとえ『クイーンＭ』を打だ倒とうできても『カンパニー』が黙だまってませんわ！」


　サユカが気き丈じように責せめると、ハンは「済すまぬ」と心から詫わびた。


「弱き立場とはいえ、黒き血は争あらそえんようじゃ。最初は恐れていた者まで、いざとなると歯止めが利きかず……いや、弱き立場なればこそ、じゃな。皆、必死なんじゃよ。そうしなければ明日がないと、肌はだでわかっておるのじゃろう」


　ハンは戦う仲間たちを振り返り、唇くちびるを嚙かんだ。しわがれた声に漂ただよう悲ひ哀あいが、彼や彼の仲間が生きる現げん実じつを如によ実じつに物もの語がたっている。


　サユカもまた、戦い続ける吸血鬼たちを見やった。彼女が以前属ぞくしていた『夜会カヴン』は、どちらかと言えばクイーン一味に近い存そん在ざいだ。だから、これまで彼女が見てきた光景は、いまとは反対の視し点てんから見た光景だった。


　ミミコはどうなのだろう。『カンパニー』で調停員コンプロマイザーを務め、いまは組そ織しきから離はなれたミミコは、果たしてどんな視点で、この光景を見ているのだろうか。


「とにかくあんたは逃げなさい。せっかくのアドバイスを台だい無なしにして申し訳なかったが、もともとあんたには無関係な話だ。これ以上首を突っ込んで、害がいを被こうむることもない」


　ハンの態たい度どは、こんなときなのに優やさしい。それでもサユカは首を横に振った。


「あいにく、そうもいきません。ともだ――あーっと……し、知り合いが、すでにどっぷり首を突っ込んでますので」


　苦にが笑わらいをするサユカ。「しかし」と、ハンが繰くり返かえし説せつ得とくしようとしたとき、


「ここにいたかっ。叛はん徒との首しゆ魁かいめ！」


　ドスン、と大地を揺ゆるがせて、黒こく衣いの怪かい人じんがハンの背後に着地した。


　ナイトだ。右手には抜ぬき身みの日に本ほん刀とうを掲かかげ、両目を爛らん々らんと輝かがやかせている。大きく三日月型がたに開かれた口で、野太い牙が光っていた。


　ハンは慌あわててサユカを後ろに庇かばった。が、その動作がかえって気を引いたらしい。ナイトはサユカに気づき、「ほう」と下げ卑びた嘲ちよう笑しようを浮かべた。


「これはこれは。こんな場所にずいぶんと美う味まそうな人間を連れて来てるじゃないか。隅すみに置おけんな、ご老ろう体たい」


「止よせっ。この子は違う。儂わしらとは無関係の人間じゃ」


　ハンは牙を剝むいて怒ど鳴なったが、ナイトは涼すずしい顔だ。


「それならそれで構かまわんさ。ちょうどのどが渇かわいてきたところだ。血で力を潤うるおし、貴様らに止とどめを刺さすとしよう」


「馬鹿なっ。人に手を出せば『カンパニー』も黙っておらぬぞ！」


「グハハハ！　知らんのか、ご老体？　『クイーンＭ』と『ナイトＪ』は、あの鎮圧チームすら返かえり討うちにした最さい強きようコンビだ。『カンパニー』など恐おそるるに足たりぬっ。グハハハハハハッ！」


　ナイトは胸を張ると、ハンの警けい告こくを豪ごう快かいに笑い飛ばした。


　歯は軋ぎしりをしたハンが、かくなる上は相あい打うち覚かく悟ごで、と決意を固めて牙を剝むく。


　ところが、背後のサユカは、


「それは大変」


　と、平然とした口くち振ぶりでナイトに言った。


「せっかく通つう報ほうしたのに。また返り討ちにされてしまうのでしょうか？」


「グハハ――は？」


　ナイトが笑うのを止めた。ハンも意味がわからず、肩越しにサユカを振り返った。


　二人の吸血鬼から無む言ごんの問いを向けられたサユカは、


「まあ、遅れはしましたが、辛かろうじてセーフ、ですね？」


　と夜空を指差した。


　直後に、ビルの狭はざ間まから現れたヘリが、そのローター音で夜気を切きり裂さいた。夜の戦場を、投なげ掛かけられたライトが切り裂いていく。


「まさか……鎮圧チーム!?　あんたが呼んだのか？」


「はい」


　にっこり首しゆ肯こうするサユカに、ハンが啞あ然ぜんとし、ナイトがあんぐり口を開ける。


「馬鹿なっ。正気か貴様っ。全員制せい圧あつされるぞっ？」


「あら。大丈夫よ。彼らの狙いは『クイーンＭ』だけですもの」


　動転するナイトに対し、サユカは実に人の悪い微び笑しようで応じた。


　が、サユカの余よ裕ゆうもそこまでだった。


　彼女がネズミを駆く逐ちくするために召しよう喚かんしたのは、暇ひまを持て余あます猫ねこではなく、血に飢うえたケルベロスの群むれだったのだ。


『「クイーンＭ」に告ぐ！』


　派手にハウリングを響ひびかせながらヘリのスピーカーが怒鳴る。聞こえてきたのは、あのリーダーの声だった。


『貴様がこの騒ぎの首しゆ謀ぼう者しやであることはわかっている。無む駄だな抵てい抗こうは――しろ！　というかむしろ、存ぞん分ぶんにするがいいっ。せいぜい悔くいの残らんようになっ。ここが貴様の墓はか場ばだ！』


　およそ法治国家では決して許ゆるされない発言ののち、鎮圧チームが――というかむしろ、彼が指し揮きする武ぶ装そうヘリは、地上の集しゆう団だんに向けて対戦車ミサイルヘル・フアイアを発はつ射しやした。十一年にわたる歴史の中で、特区が初めて爆撃された記き録ろく的てき瞬しゆん間かんである。


　あまりに低空から発射されたミサイルは、レーザー・シーカーが目もく標ひようのビルをロックオンするより早く脇わきを通つう過かし、ビルの向こうの湾岸を越こえて海面に落下した。


　そして爆ばく発はつ。どうやら爆ばく薬やくは調ちよう整せいしていたらしいが、それでもビルより高い水柱が立った。両りよう陣じん営えいは等しく活動を停てい止ししていた。それはもはや、「抗争」とか「鎮圧」とかの単語で表現できる光景ではなかった。目撃した全員の顔に、判はんで押したような「え？」という困こん惑わくが浮かんでいた。


　もっとも、リーダーにも当てるつもりはなく、景気づけでぶっ放ぱなしたらしい。


『さあっ。結着をつけるぞ！』


　と叫さけぶや、ビルの真横で空中制止ホバリングし、隊員を懸垂降下ラベリングするためのロープを地面に垂たらした。


　もちろん、隊員の安全を確かく保ほすることも忘れない。機体に取り付けられたガトリング・ガンが意い気き揚よう々ようと旋せん回かい。楽しげに火を噴ふいた。


　夜の闇やみにド派は手でな銃火ノズル・フラツシユが瞬またたき、破は壊かいと閃せん光こうが高速のタップダンスを踊おどる。紙かみ屑くずのように宙を舞うコンクリートと常じよう識しきの欠片かけら。人々と吸血鬼たちは、ようやく自みずからの危き地ちを理解した。


「う――うわああああああっ!?」


「走れっ。走るんだ！　みんな、死に物もの狂ぐるいで走れぇっ！」


『わはっ。わははっ。わはははははは！』


　絵に描いたような阿あ鼻び叫きよう喚かんだった。実は、いま初めて素面しらふで彼の部隊を目の当たりにしたサユカは、ショック状じよう態たいのまま固まっている。最近精せい神しん的てきタフさを身に付けた彼女だったが、その許きよ容よう量りようをオーバーしたらしい。


　ハンとナイトも似たような状態だ。


「こ、これが『カンパニー』!?　恐ろしやっ、恐ろしやぁぁ～」


　目を閉じ、両手を激はげしく擦こすり合わせるハン。


「……あ、あれを返り討ち？　マジで？」


　と、ナイトも立場を忘れて素のつぶやきをもらしていた。


『さあ、どうした「クイーンＭ」っ。そして「ナイトＪ」！　いつまで隠れているつもりだ？　出てきて俺たちと勝負しろ！』


　凄すさまじいローター音と銃声の中、それを上回る大音声でスピーカーからの怒鳴り声が響いた。どうもノリノリである。


　が、そのうち、


『リ、リーダーっ。さすがにやり過ぎです。このままでは付近が壊滅します！』


　と彼以外の隊員の声が聞こえてきた。そして、『あ、何をするっ？』というドタバタした騒そう音おんに続き、ヘリから流れる声が変わった。


『白はく状じようしろ、お前たち！　「クイーンＭ」と「ナイトＪ」はどこにいるっ。居場所を教えれば、他の者までは攻撃しない！』


　誰一人として一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもしなかった。泣きながら逃げ惑まどっていたハンの仲間、それにクイーンの配下たちは、ビルの屋上とサユカの側とを一いつ斉せいに指差した。


　バンッと音を立てる勢いでライトが向けられ、立ち尽くすクイーンとナイトが横よこ殴なぐりの光に照てらし出される。


『見つ～け～た～ぞ～』


　と再びマイクを取り戻したらしいリーダーが、嬉うれしそうな声を流した。告こく発はつした者たちが、これから行われる暴ぼう虐ぎやくを予感して思わず目を背そむけるほど底冷えのする声だった。


　ところが――


「違うの！」


「違います！」


　突然背筋を伸ばし、声の調子まで一変させて、クイーンがサングラスを、ナイトが帽子とマスクを脱ぎ捨てた。


　そして目を丸くする敵味方の眼がん前ぜんで、二人は互いに目をうるうる潤ませながら大声を出した。


「ワタシたち被ひ害がい者しやなんですう、ワルイ人たちに騙だまされてたんですう、そもそも『クイーンＭ』なんて知りません、そうよね、そうでしょ、マイ・ダーリン？」


「もちろんさ、ハニー、彼女の言う通りです皆さん、彼女は可哀かわいそうにもこんな所に拉ら致ちされて、ボクはそれを決死の思いで助けに来ただけです、当然『ナイトＪ』なんて知りません」


「ああ嬉うれしいわダーリン、きっと来てくれるとワタシ信じてた、でもワタシのために危険なことをするのは止めて、ワタシ『クイーンＭ』のような悪あく逆ぎやく無む道どうな冷れい血けつ女おんなじゃないのよ、ほら見てこの手配書、全然別人でしょ、明らかに違うでしょ？」


「ハニー、君のためならボクは命なんて惜おしくないさ、そしてありがとうございました勇ゆう敢かんな鎮圧チームの皆さん、ちなみにボク、実は協定血族ですから、血族とはしばらく連絡をとってませんが本当です噓うそじゃありません、よって『ナイトＪ』なんかじゃあり得えないですから、いやほんとマジに」


　二人ともさっきまでとは別人――というより別次元の態たい度どで、誰にも聞かれていないことを、立て板に水とばかりに主しゆ張ちようした。余りと言えば余りにもあんまりな展てん開かいで、聞いてる方は誰もついて行けない。完全に独どく走そう態たい勢せいだ。


　そして、言いたいことを言いたいだけ言った二人は、最後に、


「ダーリン！」


「ハニー！」


　と互いの瞳を見つめ合った。ヘリのローター音が、虚むなしく戦場に木こ霊だました。


　数すう秒びよう後ご、


『た、確たしかに……リーダー。あの女性は、手配中の目もく標ひようとは身しん体たい的てき特とく徴ちように大きな差さ異いが認みとめられます。別人です』


　さらに数分後、


『……こちらも確かく認にんが取れました。写真を本ほん部ぶに転てん送そうしたのですが、協定血族の一人に間違いないそうです。一年前に血族から捜そう索さく願ねがいが提てい出しゆつされています』


　それを聞いた二人の顔が、パッと輝かがやいた。


「ほらっ。ほらほらっ。だから言ったじゃないの、キャハハ――ゴホン」


「いやあ誤ご解かいが解とけましたか。さすがは優ゆう秀しゆうな方々でいらっしゃる。グハハ――ゴホン」


　二人の偽にせ者ものは屋上と地上で、互いにニカリと笑い合った。歯と牙がキランと爽さわやかに輝いた。


　鎮圧チームへの『対たい策さく』とは、この身みも蓋ふたもない身み分ぶん証しよう明めいのことだったらしい。他の者たちが言葉を失う中、得意満面である。


　だがしかし、一人だけいた。


　その場の関係者が、不本意すぎる成り行きに自分自身を見失う中、ただ一人だけこの結けつ論ろんに異い議ぎを申し立てる者が。


「……なんだかなぁ」


　とつぶやき、改めて息を吸すったのち、


「そうはいきません！」


　と、なぜか芝しば居いがかった調子で大声を上げたのは、誰あろう、サユカである。


　すぐさまヘリからのライトが彼女にもスポットを当てた。全身に光を浴あびながら、サユカはここぞとばかりに屋上を指差した。


「しらばっくれようったって、そうは問とん屋やが卸おろさないわ！　そんな変装でまんまと欺あざむいたつもりなの？　観かん念ねんして正体を現しなさい『クイーンＭ』！」


　サユカの近くにいたナイトが、ぽかんとする。指を差されたクイーンは反はん射しや的てきにぎょっとしたようだが、すぐ我われに返かえって「キャハハっ」と笑った。


「なあに、あなた。さっきの話を聞いてなかったの？　見なさい。ほら。よく見なさい、この手配書の写真とワタシの顔をっ。全然違うじゃない。ワタシはこんなガキっぽくないし、第一こんなアヒル口じゃないわよ。鎮圧チームだって認めたのよ？　難なん癖くせつけようったって、そうは――」


「……あなたじゃないわ」


「いか――え？」


　今度はクイーンもぽかんとした。


　ハンも、彼の仲間も、ナイトも、彼とクイーンの配下たちも、鎮圧チームの面々も。全員がサユカに視し線せんを向け、彼女の次なる台詞せりふを待った。


　そして――


「クックックッ……どうやら、見み破やぶられちゃったみたいね」


　サユカのそれより、さらにわざとらしい台詞が、もう戦場とは別の空間と化したビル周辺に響ひびき渡わたった。


　即そく座ざに、ヘリのライトが職しよく人にん的てきタイミングで新しいライトを向ける。その場の空気に汚お染せんされているとしか思えない操そう作さだが、気にする者はいなかった。


　照らされたのは屋上。クイーンたちのいた小屋の入り口である。腕うでを組み、足を交こう差ささせてドアに寄よりかかっていた情報屋は、ライトを浴びると観かん念ねんしたように進み出た。


　ソフト帽をクルリと回して投なげる。


　トレンチコートをバサリと脱ぎ捨てる。


　現れたのは黒髪黒目とアヒル口。大だい胆たん不ふ敵てきな微笑を湛たたえ、両手を腰こしに仁に王おう立ち。ビルの屋上から傲ごう然ぜんと、その場の全員にわかるよう素す顔がおを晒さらした。


　葛城ミミコだ。


『ああっ!?　貴様ぁー！』


　とリーダーが叫ぶ。


「あのときの嬢ちゃん!?」


　とハンが驚きよう愕がくする。


　クイーンがぺたりと腰を抜かして座り込み、


「……ほ、本物……」
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　とつぶやいた。


　ミミコは一瞬サユカと目め配くばせを交かわしたあと、


「さて……影かげ武む者しやご苦く労ろうだったわね、『セクレタリーＳ』」


「え？」


　クイーンが目を丸くする。ミミコは気にしない。


「『ナイトＪ』。あなたもよ。もう下へ手たな演えん技ぎの必要はないわ」


「は？」


　ナイトが間ま抜ぬけ面づらになる。ミミコはにっこり笑う。そして、「さあっ！」と高らかな声を上げた。


「正しよう真しん正しよう銘めい、『クイーンＭ』の登場よ。バレたからには覚悟を決めたわ！　来なさい、鎮圧チームっ。お望み通り、ここで結着をつけてあげるわ！　あたしの側そつ近きん、『ナイトＪ』と『セクレタリーＳ』の三人でね！」


　ミミコが右手をなぎ払はらうように大きく振るう。恐ろしいことに素晴しくハマっている。


『むうう！』


　とリーダーがすべてを理解した確かく信しんと共ともに叫んだ。


『我々の目を欺あざむく計画だったというわけかっ。部下を影武者に仕立てるとは、いかにも貴様のやりそうなこと！　が、最後の潔いさぎよさだけは認めてやるぞ。行け、鎮圧チーム！　我らの敵は、あの三人だ！』


「ええ!?」


「馬鹿な!?」


　クイーンとナイトが仰ぎよう天てんする。一方、ミミコとサユカは、リーダーの言葉に内ない心しんガッツポーズを作っていた。これこそが、ミミコとサユカの狙ねらいだったのだ。


　偽者一味の戦力は強きよう大だいだ。弱小血族の敗はい色しよくは濃厚で、ミミコたちにも頼れる者がいない。そこでミミコが考えた苦く肉にくの策さくが、自みずからを囮おとりとして鎮圧チームに協力させるという計画だった。そのために情報屋として偽者一味に潜もぐり込こみ、鎮圧チームに情報を流して呼び寄せたのである。


　少なくとも、これでハンたちの安全は守れたはず。ミミコの作戦は、成功したのだ。


　しかし、誤ご算さんもあった。


「冗じよう談だんじゃないわ！」


「くそっ。俺たちはそんな女は知らねえ！」


　クイーンとナイトが、逆ぎやく上じようした。


　クイーンは「キーッ」と金かな切きり声ごえを上げてミミコにつかみかかった。また、ナイトも突然ビルに向かって走り出したあと、屋上に飛び上がるべく、大きく跳ちよう躍やくした。ミミコを鎮圧チームに突き出し、自分たちだけは助かろうと考えたのだ。


　だが、


「待てーい！」


　勇いさましいかけ声と共に、小屋の陰から金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年が飛び出してきた。ミミコともみ合いになっていたクイーンを突き飛ばし、彼女を護まもるように立たち塞ふさがって、「ふんっ」と荒あら々あらしく鼻息をつく。


　一方、躍りかかるナイトは、真っ赤な飛ひ燕えんが空中で迎むかえ撃うった。


　交こう錯さくした瞬間に、銀色の閃せん光こうが走る。赤いスーツの人影が、着地し、ひゅん、と刀を返したときには、目にも留とまらぬ斬ざん撃げきを受けたナイトは、血と絶ぜつ叫きようを上げながらクイーンの隣に落下した。


　ミミコの護衛、望月ジロー。そしてコタロウの、兄弟だ。


「お待たせ、ミミちゃん！」


「今度は、間に合いましたね」


　突然現れた二人に、ミミコは目を白黒させた。


「いつからいたのよ、二人ともっ？」


「始まってすぐだよ！　でも、何か考えがあるようだから、ちょっと見守ってようって兄者がさ」


「で、でも。あたし、変へん装そうしてたのに……」


「あんなの、一いち目もく瞭りよう然ぜんです。どれだけ一いつ緒しよにいたとお思いですか」


　ジローがぱちりとウィンクをする。


　そう。たとえ離ればなれになったとしても、ミミコたちは一緒に苦く難なんを乗り越えてきた仲間なのだ。「まったく、もうっ」とミミコは嬉うれしそうに言った。


　と、


『ええいっ、何人出てくれば気が済すむんだ！　もういいっ。全員まとめて叩たたきのめしてくれるわ！』


　業ごうを煮にやしたリーダーが雄お叫たけびを上げて、ヘリを屋上まで上じよう昇しようさせた。『クイーンＭ』討とう伐ばつは彼の悲ひ願がんである。どんな展開になろうと、断じて達たつ成せいする覚かく悟ごなのだ。


　が、闘とう志しに燃えるのは、何も彼だけではなかった。


「あなたたち、今回はおいたが過ぎますっ」


　ジローの双そう眸ぼうが鋭く引き締まった。


　ジローは、ガトリング・ガンが照準を向けるより早く飛び上がると、コクピットのキャノピーを蹴って稲妻のように銀ぎん刀とうを一いつ閃せん。すれ違い様に、さらにもう一閃。回転する二つのプロペラを根元から斬きり飛とばした。


　揚よう力りよくを失ったヘリが屋上の縁ふちに衝しよう突とつした。そのまま傾かたむいて地面へと自由落下し、墜つい落らく寸すん前ぜんに力場思念ハイド・ハンドで受け止められた。


　一瞬の早はや業わざであり、荒あらっぽい力業であった。が、その鮮あざやかさは、ジローの本当の実力が、鎮圧チームを大きく上回ることを、誰の目にも明らかにした。以前に衝突したときは、あくまでも手て加か減げんしていたのだ。


「『銀刀』……」


　というハンのつぶやきは、細さざ波なみのように全員に広がった。特に吸血鬼たちのつぶやきには、はっきりと畏い怖ふがこもっている。『同族殺し』の噂うわさは、誰もが耳にしていることだ。そして同じ吸血鬼ならば、『銀刀』が格上であることなど本能で悟さとることができた。


「あーあ」


　とミミコがどこか諦あきらめた声を出した。ジローは銀刀を鞘さやに収め、


「どうします、ミミコさん。このまま逃亡生活を続けるも良し。また、いっそ『クイーンＭ』に戻るのもいいかもしれません。要はやり方次し第だいでしょうしね」


　とジローはミミコに決断を迫った。


「いずれにせよ……」


「ぼくらも一緒に、ついてくからさ！」


　と、ジローの言葉をコタロウが締しめくくる。


「ありがとう」


　とミミコが微笑ほほえんだ。


　しかし、実はミミコの腹はすでに決まっていた。その決意について、サユカにはすでに話している。


　ミミコはサユカの姿を捜さがした。


　サユカは事件が終しゆう焉えんしたのを見み届とどけると、ミミコに軽く手を振った。そして、少し名残なごり惜おしそうな表情を見せたあと、背中を向け、去っていった。


　ミミコは、サユカが再び彼女本来の捜そう索さくに戻るのを見送った。それから兄弟に振り返り、ゆっくり、はっきりと二人の質しつ問もんに答えた。


「『カンパニー』に出頭するわ」


　ジローとコタロウが虚きよをつかれた顔になる。そんな二人ににこやかに微笑みながら、


「いい加減、事件の真相をきちんと説明しとかないとね。それで――全部ちゃんと片づいたら、また始めましょう。あたしたちの、お仕事を」
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「……以上が、旧市街区オールド・ヤードを騒がした事件の真相です」


　朱と鷺き籐とうサキの報告に、調停部部長陣じん内ないショウゴは「ご苦労」と頷うなずいた。


　歳の頃ころは三十代。髪には白いものが混じっているが、厳きびしく引き締まった容よう貌ぼうには、鋭するどい知性が浮き出ている。隙のない表情は一見すると神しん経けい質しつそうに見えるが、それはあくまでも彼の一面に過ぎなかった。実際、わずかに唇の端はしを持ち上げたいまなど、良からぬ企たくらみに精せいを出す悪あく代だい官かんに見えなくもない。


　彼こそが、以前のミミコの上司であり、彼女をクビにした当人だ。


「ちなみに、ハンという吸血鬼を始め、事件に関わったほとんどの血族から、葛城ミミコに対する弁べん明めいが寄せられています。現在拘こう束そく中ちゆうのフェイニー・周チヤウからも、情じよう状じよう酌しやく量りようの嘆たん願がんが来ていますね」


「悪の女王と恐れられたあとは、山のような好意と同情か。いかにも彼女らしいな。振しん幅ぷくが激しい」


　陣内は笑いを堪こらえながら言った。もっとも、堪えているといっても、肩は小こ刻きざみに震ふるえているし、資料を眺ながめる目は活いき活いきしている。ミミコと親しいサキは、上司の悪あく癖へきに閉へい口こうしているようだ。


「しかし、クビにしたあと、逮捕されて戻ってくるとはな。さすがの私も、ここまでは予想できなかったよ。なんというか、その――言葉が見つからない。驚きよう異い的てきだ」


「……楽しそうですね」


「おいおい。元部下の不ふ始し末まつだぞ？　楽しいものか。頭が痛いよ」


「本当に？」


「…………」


　陣内は返事をせず、黙って椅子を回転させた。


　そして背中を向けたまま、


「……サキ君。ミミコ君はまだ調停の仕事を続けるつもりなのかね？」


「そのようです。まあ『カンパニー』を離れた以上、調停員コンプロマイザーは名乗れませんが――」


「『調停の仕事』はできる、か？」


　陣内の台詞に、サキは「はい」と答える。


　サキとしては、元後こう輩はいの気持ちにエールを送りたい。ミミコには素そ質しつがあるのだ。吸血鬼たちの力になりたいという、彼女の夢も知っている。それに――


「――この人気だ。商売を始めれば、さぞかしたくさん依い頼らいが舞い込むのだろうな」


「……人の考えを先読みしないで下さい。でも、その通りです。ミミコならきっと、吸血鬼たちの理解も得られるでしょう」


「うむ。困こまった吸血鬼からも、な」


「…………」


「サキ君」


「……なんでしょう、部長」


「楽しみだ」


　そして、陣内は、再び肩を震わせ始める。サキは深々と嘆たん息そくした。
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　ミミコが『カンパニー』から釈しやく放ほうされたのは、その一週間後だった。様々な変へん遷せんを経へて、結局振り出しに戻ったことになる。


　が、すでに彼女は目に見えないたくさんのものを得ていた。経験も。それ以外のものも。


　葛城ミミコは、釈放されたその日の夜から早速仕事を再開した。


　彼女の道のりは、まだ始まったばかりである。




インターミッション６







　古く寂さびれた、ゴーストタウンの奥。


　その小屋は、まるで忘れ去られた灯台のように、小さなビルの屋おく上じように、ちょこんと寂さびしく建たっていた。


　そんな小屋の中で、がさごそ動く二匹の吸血鬼ブラツク・ブラツドがいる。


　部屋の中は真まっ暗くらだ。日は落ちている上、分ぶ厚あついカーテンが隙すき間まなく閉しめられている。当然明かりもついていない。濃のう密みつな――まるで、飲めば死人も目を覚さましそうな、濃こいエスプレッソを満みたしてあるようだ。


　そんな真っ暗闇の中を、ジローとコタロウは、いそいそと動き回っている。


「どうやら水すい道どうは引いてあるようですね。ミミコさん、他に行き場がないとはいえ、大だい胆たんなことを思いつくものです。ガスと電気はどうしましょうか」


「兄あに者じやー。このハム食べていい？」


「先にテーブルクロスを掛かけますから、そのナイフを抜ぬいて下さい」


「はあーい。……これでいい？」


「はい。ありがとうございます」


　ソファや棚たなにハタキをかけ、床ゆかを箒ほうきで掃はき、仕し上あげに軽かるくブラシで磨みがく。


　ゴミをまとめ、荷物を整せい理りし、少ない家具の配はい置ちを決める。


　いつしかコタロウは鼻歌交じりになっていた。下へ手たくそだが、いかにも楽しげだ。知らず知らず、ジローも合わせてハミングする。兄はテキパキ、弟はトタトタと、一度は放ほう棄きされた小屋に、住みやすいよう手を入れていく。


「ねえ、兄者。ミミちゃん、あんまり怒おこられなくてよかったね」


「いえいえ、コタロウ。お前、私からのお仕し置おきを基き準じゆんに考えてはいけません。ミミコさんのあれは、相そう当とうな大おお目め玉だまです」


「そうなの？　でもミミちゃん、平へい気きそうだったよ？」


「そうなんですよね。タフになったと素す直なおに評ひようするには、少々複ふく雑ざつですが」


　ジローは苦にが笑わらいを浮かべて、「コタロウ」と呼びかけた。手には、水を満たした小こ振ぶりな瓶びんがある。弟は、摘つんできた野の花ばなを一いち輪りん、瓶に挿さした。


　粗そ末まつな一輪挿しを、洗い立てのテーブルクロスの上に置く。


　ドアがノックされたのはそのときだ。兄弟はすぐに微笑ほほえみを交わすと、ランタンを手に取り、彼らの雇やとい主ぬしを出で迎むかえた。


　やがて、小屋に小さな灯とも火しびが戻ってきた。




BLACK BLOOD CHRONICLE


黒き森の奥で







１







　針しん葉よう樹じゆに覆おおわれた森の奥おくに、その施し設せつは隠かくされていた。


　ベルリンの北に、三十キロ。街かい道どうから外れた侘わびびしい土地である。戦勝に沸わく都市のにぎわいも、ここまでは聞こえてこない。密みつ集しゆうして生える樅もみや唐とう檜ひに覆われた、人ひと気けのない場所だ。


　そんな森に通された道を、一台のメルセデスが走っていた。


　深夜である。空に月は輝かがやいているが、枝葉に遮さえぎられ、道は暗い。自然が醸かもす豊ゆたかな闇やみを、ヘッドライドの光が乱らん暴ぼうに切り裂さいていた。


　やがて、行く手を照らす光の中に、鉄のゲートが現あらわれた。


　分ぶ厚あついコートを着て銃じゆうを構かまえた歩ほ哨しようが近づき、運転席の男と二、三やり取りを交かわす。歩哨はすぐに車体から退しりぞいて敬けい礼れいし、ゲートの方に大きく腕うでを振ふった。鉄のゲートが仰ぎよう仰ぎようしい音を立てて開かれ、メルセデスをのみ込んだ。


　歩哨は白い息を吐はきながら、再ふたたび周囲の警けい戒かいに当たった。しかし、夜道を走ってきたメルセデスに、「徒かちの」尾び行こう者しやがいたことまでは、気付かなかった。


　黒い樹木の枝から枝へ。梢こずえを行き交う小鳥のように、カサンドラ・ジル・ウォーロックはゲートを飛び越こえ、森を奥へと進んでいた。


　白いシャツの上に羽は織おった、茶色い革かわのフライト・ジャケット。下はチノーズにブーツ。左手で軽く押おさえた帽ぼう子しの下からは、腰こしまで届とどく黒くろ髪かみが木々の間を流れている。


　カーサはメルセデスと併へい走そうするスピードを出していたが、足場となった枝えだ葉ははわずかに揺ゆれる程てい度どだった。彼女の卓たく越えつした運動能力の為なせる技わざだ。冷たい印象を与あたえる白はく皙せきの美び貌ぼうには、余よ裕ゆうすらうかがえる。翠みどりの瞳ひとみは獲え物ものを狙ねらう興奮を湛たたえ、黒いルージュの引かれた唇も、微かすかな微び笑しようを浮かべていた。


　ほどなく、先行するメルセデスの行く手に、人工の明かりが見えた。メルセデスが速度を落としたのを見て、カーサも太い唐檜の枝に着地した。


　ところが、


「――おっと」


　枝には先客がいた。栗り鼠すだ。驚おどろいて滑すべり落ちそうになったところを、カーサは滑なめらかな動きで掬すくい上げた。


　しかし、助けられた栗鼠は相当動転したのか、カーサの指先から逃のがれ、腕を駆かけ上がった。そして、阻そ止しする間もなく、襟えり元もとからシャツの中に潜もぐり込こんでしまった。


「あ、こらっ。こいつ」


　珍めずらしくも慌あわてた声を出して、カーサは両手で身体からだを探さぐった。栗鼠は逃げようとシャツの中を這はい回る。「わっ、わっ」とカーサは身体をくねらせ、バランスを崩くずして落下しそうになった。足場にした枝が大きく上下した。


　そのときだ。こちらに向けられた視し線せんを感じ、カーサは即そく座ざに幹みきに張り付いた。


　自みずからの気配は隠かくしながら、視線が投げられた方向をうかがう。


　メルセデスはすでに停車していた。停車したのは、いかにも急きゆう造ぞうされたらしい、幾いくつかの建造物の前だ。


　古くからある森の中には、相応ふさわしくない光景だった。コンクリートで作られた無む機き質しつな平屋の建物。連なって立てられたバラックや倉庫。ぽつぽつと外灯が灯ともされているが、それがかえって施し設せつの外観を薄うす暗ぐらいものにしていた。


　メルセデスから降こう車しやしたのは、四人の男たちだった。いずれもドイツ人である。運転手が一人。そして、黒い上着と黒いネクタイ、黒いズボンと黒くろ長なが靴ぐつ、髑どく髏ろの徽き章しようを頂いた禍まが々まがしい黒制せい帽ぼうという、全身黒ずくめの軍服姿すがたが三人。三人ともひとつだけ、禍々しい赤の腕わん章しようを嵌はめていた。腕章に記されているのは鉤十字ハーケン・クロイツだ。ナチスの親しん衛えい隊たいである。


　しかし、カーサの潜ひそむ唐檜に視線を向けているのは、メルセデスに乗っていた四人ではなく、建物から彼らを出で迎むかえた男たちの一人だった。


　出迎えた男たちの数は三人。二人はコート姿で、残り一人が親衛隊の黒い制服を着ている。その一人が、じっとこちらをうかがっているのだ。


　夜の森であるから、一帯は闇に覆われている。彼ひ我がの距きよ離りも二百ヤード以上あるだろう。にもかかわらず、彼は密集する樹木の、微かな動きを捉とらえたらしい。


　――やはりいたか。


　彼女の同族。吸血鬼だ。


　しかし、制服姿の吸血鬼は、コート姿の男によって注意を呼び戻もどされた。そのままメルセデス組に紹しよう介かいされると、そちらに視線を移うつした。


　同じ親衛隊同士で敬けい礼れいを交わし、二言三言会話する。メルセデス組の親衛隊は、壮そう年ねんの将しよう校こうが二人と、まだ若わかい青年が一人だった。上官二人と部下一人、といったところだろうか。三人とも態たい度どがやや強こわ張ばっているのは、目の前の男が人間ではないと紹介されたからだろう。だが一方で、それほどの動どう揺ようがないことから、建物を訪おとずれた男たちも「彼」の正体を事前に知っていたことが察さつせられる。


　――仲のいいことだ。


　カーサは皮肉っぽく唇を歪ゆがめた。男たちは運転手を残し、連れだって建物の中に消えた。メルセデスが裏うらに回るのを待って、カーサは再び枝の上に姿を現した。


「まったく……お前のせいで、とんだドジを踏ふむ所だったぞ」


　胸元に腕を突っ込み、潜もぐり込んでいた栗鼠をつまみ出す。


　とっさに思念を使って動きを封ふうじたのだが、念を解といたいまも、栗鼠は恐きよう怖ふの余あまり縮ちぢこまっていた。カーサはしばらく栗鼠を鼻先に吊つるしてにらんでいたが、やがて苦笑して枝に放してやる。自由になった栗鼠は、一いち目もく散さんに幹を駆け下りていった。カーサは小さく鼻を鳴らした。


　気を取り直して、施設全体の気配を探さぐる。


　――かなりいるな。六……いや、七人？　八人か？


　以前侵しん入にゆうしたブラック・キャメロットという古こ城じようより数が多い。しかも、かなりの大物も混まじっているようだ。カーサと同年代、あるいは年長の吸血鬼かと思える気配の持ち主が、少なくとも二人いた。


　また、彼らの気配には共通するところがあった。全員、同じ血けつ統とうに属ぞくする吸血鬼たちなのである。


『竜りゆう飼がいウォルフ』の血統。カーサとは浅からぬ因いん縁ねんがある血統だった。


　――連中の中には、歳とし経へた吸血鬼などほとんど残っていないはず。


　それでも、カーサと張り合うクラスの人材が、この施設に送られている。とすれば、やはりここが目的の施設かもしれない。


「さて、では少しお邪じや魔まするか」


　帽子のつばを持って被かぶり直し、カーサは樹上から身を躍おどらせた。


　同族の目をかいくぐるため、これまでのように大っぴらには力を使えない。人間の歩ほ哨しようのことも考こう慮りよしつつ、カーサは野や生せいの獣けもののように、俊しゆん敏びんに施設に接せつ近きんした。


　窓まどに駆け寄より、手のひらを翳かざす。一いつ瞬しゆんだけ念動を用いて鍵かぎを開け、屋内に滑すべり込む。力を制限された行動が、かえって新しん鮮せんだ。カーサは弾はずむような動きで、しかし足音ひとつ立てずに廊ろう下かを進んだ。


　すると、


　――ちっ。


　ひらりと身体からだを浮うき上がらせて、廊下の天てん井じように張り付く。垂たれ下さがりかけた黒くろ髪かみを慌あわてて手で押さえた直後に、廊下の角を曲まがって二人の男が現れた。


　兵ではない。どちらも眼鏡めがねをかけ、白衣をまとっていた。まだ若いが知的な風ふう貌ぼうだ。ただ、レンズの奥おくに輝く瞳ひとみには、どこか狂きよう気きじみた光が宿っている。彼らは、何かのレポートらしい紙の束と分ぶ厚あつい書物を抱かかえ、早口で議ぎ論ろんを交わしながらカーサの下を通り過すぎていった。


　彼らが何者かは、すぐに察さつしが付いた。「古代遺産協会アーネンエルベ」とかいう組そ織しきの人間だろう。親衛隊の一部署で、ナチス上層部に存そん在ざいする魔ま術じゆつ趣しゆ味み、神秘趣味的な思想を直接的に体たい現げんしたオカルト機関だ。『竜飼』の血族と繁つながりがあるのも、彼らである。


　古代遺産協会アーネンエルベに所属する学者はエリート揃ぞろいらしいが、一種独特の雰ふん囲い気きがあるのですぐにわかる。この施設も、協会の施設に違ちがいない。いよいよここが「当たり」のようだった。カーサはこっそりと唇くちびるを舌先で舐なめた。


　再び廊下に降り立ち、さっきよりも足早に施設の奥を目指す。


　と、長い廊下に出たところで、廊下の先から足音が聞こえてきた。


　この距離では天井に張り付いたところで丸見えだ。戻ろうとしたが、それより先に、廊下の窓に目が留とまった。ここは一階である。カーサは窓を開け、一度外に出た。窓を閉しめ直すとしゃがんで身を隠かくし、窓まど枠わくの下に耳を付けた。


　足音が近づいてくる。一人だけ。この足音は人間のものだ。


　少し迷まよったが、カーサは相手に接せつ触しよくすることにした。足音が窓を通りすぎた所で、コンコン、と窓ガラスをノックした。


　足音が止まる。足音の主が窓を振り返る瞬しゆん間かんを狙ねらって、立ち上がった。


　窓ガラスの向こうにいたのは、さっきメルセデスで到とう着ちやくした親衛隊の一人だった。あの中で一番年長だった男だ。突とつ然ぜん窓の外に現れた美女を見て、顔面を蒼そう白はくにさせた。


「誰だれだ!?」


　鋭するどい誰すい何かの声が、男の口から飛んだ。だが、男がさらに大声を出すよりも早く、カーサは視し線せんを介かいした魔術で、彼の意識を絡からめ取っていた。


　すぐ近くに同族がいる。余あまり時間はかけられない。カーサは息を潜ひそめるように魔術を行使しながら、手っ取り早く男の意識を探った。


　すると、


「――ほう？」


　とカーサの柳りゆう眉びが持ち上がった。


　男は、親衛隊の長官、ハインリヒ・ヒムラーの側近だった。ヒムラーと言えば、ここ数年、ナチ政せい権けんの中で急速に台たい頭とうしてきた男だ。ドイツの総そう統とう、アドルフ・ヒトラーの寵ちよう臣しんである。古代遺産協会アーネンエルベの最高責せき任にん者しやも彼のはずだった。


　――好こう都つ合ごうだ。


　カーサは必要な情じよう報ほうを知ると、最後に暗あん示じをかけてから男の精せい神しん支し配はいを解といた。男は夢ゆめから覚めたように瞬まばたきし、目の前のカーサが見えないような様子で首を傾かしげつつ、廊下を先に進んでいった。


　残されたカーサは腕を腰に当てた。


　拍ひよう子し抜ぬけした様子で、


「……なんだ。いきなり目的が達成されてしまったぞ」


　男は、カーサが知りたがっていたことを知っていたのである。


　カーサがこの施設に侵しん入にゆうした目的は、旅先で耳に挟はさんだ、とある「噂うわさ」の真しん偽ぎを確かく認にんすることだった。とはいえ、真偽を確認しようと思ったのも、明確な理由があってのことではない。言ってしまえば単なる好奇心――ちょっとした興味からだ。


　それがいまはっきりした。


　あの「噂」は、真実だったらしい。


　実のところ、真偽のほどは、先月乗り込んだブラック・キャメロットと呼ばれる城しろで、ある程度判はん明めいしていた。それでもわざわざここに来たのは、やはり「興味」が冷めなかったからだろう。それだけ、カーサにとって無む視しできない「噂」だったのだ。


　――どうするかな……


　殊こと更さらに『竜飼』の血統とトラブルを起こしたい訳わけではない。連中が何を企たくらみ、何をしようと、カーサには関係ない。とっとと立ち去ればいいのだ。


　しかし、いざ立ち去ろうとすると、何かしら後ろ髪を引かれた。上う手まく説明できないが、妙みように立ち去りがたいのだ。


「……ちっ」


　カーサは渋しぶい表情を浮かべ、次いで舌した打うちした。即そく断だん即決が常つねの彼女である。こんな風に、己おのれの行動に迷まようようなことは珍めずらしい。


　――待てよ？


　ふとカーサは顔を上げた。


　そう言えば、男から得えた情報の中に、面おも白しろいものがひとつあった。ちょうどいい。胸の中のもやもやを吹ふっ切るように、カーサは再び闇の中を駆け始めた。


　カーサの背せ中なかを押した情報とは、男がメルセデスで連れてきた、親衛隊の部下のことだった。時間を惜おしんだので詳くわしいことまでは調べられなかったが、彼が今回の「候こう補ほ者しや」らしい。いまは隣となりのバラックにいるという。


　バラックの方は、正面の建物よりも侵入し易やすかった。どうやらこの施設に詰つめている兵たちの寝しん所じよになっているようだ。親衛隊員なら個こ室しつを割わり当てられているはず。そう判はん断だんして捜さがした三つ目の個室に、あの青年がいた。


　――おやおや？


　青年は制帽と上着を脱ぬぎ、椅い子すに腰こし掛かけて呆ほうけていた。


　疲つかれが溜たまっていたのか緊きん張ちようの連続だったのか、全身を弛し緩かんさせ、気を抜いている。まだ二は十た歳ちそこそこだろう。そうしていると、年相応の幼おさなさが顕あらわになっていた。


　悪いた戯ずら心ごころを出したカーサは、危き険けんを冒おかして念動を使った。個室のドアを念の力でノック。青年は熱湯でもかけられたように飛び起き、「な、なんだっ？」と慌あわててドアに向かった。


　ドアを開けるが、廊下には誰もいない。青年は外に出て左右を確認し、やはり誰もいないとわかると首を捻ひねった。


　部屋に戻り、ドアを閉とざす。そのときには窓から室内に侵入していたカーサが、


「やあ」


　と声をかけた。青年は振り返って両目を剝むいた。


「な!?　お、お前は――!?」


「落ち着けよ、アルベルト。ヒトラー・ユーゲントの生え抜きなんだろう？　厳きびしい訓練を受けてきたんじゃないのか？」


「な、なぜ私の名を――」


　青年――アルベルトはとっさに腰へ手を伸ばした。銃じゆうを抜こうとしたのだ。だが、部屋に入ったあと、銃はベルトごと外していた。


　狼ろう狽ばいしつつも敵てき意いを剝むき出しにするアルベルトに、カーサは軽かるく肩を竦すくめて見せた。


「そう取り乱みだすな。危き害がいを加える気はない」


「……何者だ？」


「勘かんが鈍にぶいな。私はお前の……先達さ」


「先せん達だつ？」


　アルベルトは怪け訝げんそうにカーサをねめつける。それから、ハッと、さっきとは異ことなる種類の驚おどろきを示しめした。


「吸血鬼、か――!?」


　返事の代わりに、カーサはニッと笑い、唇くちびるの下から鋭するどい牙きばを見せた。


　アルベルトの顔から血の気が退ひいた。さっきまでの威い勢せいが消え、及および腰ごしになっている。


「ふふ。そう怖がることもあるまい？　すべて承しよう知ちの上で、ここに来たんだろ？　我々の仲間になるために？」


「…………」


　アルベルトは取るべき態たい度どがわからない様子で、目を白黒させた。


　ナチスの親衛隊員といえば特とつ権けん階かい級きゆうだ。たいていの者には、にらみ付けて偉えらぶっていれば、それで済すむ。しかし一方では、日ひ頃ごろそうした態度しか取ったことがないから、未知の相手との接せつし方がわからないのである。


　特に彼は、ヒトラー・ユーゲントの出身だ。物心ついたときより優ゆう良りよう人じん種しゆとして教育されてきているはずなので、なおさらだろう。


「どうにも頼たよりないな」


　素そっ気けなく酷こく評ひようすると、アルベルトは反はん射しや的に眉まゆを吊つり上げた。だが、相手の正体を思い出し、なんとか怒ど声せいだけはのみ込んだ。


「……私に、なんの用だ？」


「なに。わざわざ化け物になろうって物好きの顔を見に来ただけさ。だが……そうだな。せっかくだから聞くが、どうして志し願がんした？　吸血鬼というものがどういうものか、お前は本当に理解しているのか？」


　カーサが問うと、アルベルトは相手の真意を探るような目つきになった。いちいち顔に出る辺りいかにも未み熟じゆくだが、同時に根は素直な証しよう拠こだろう。


　しばしの沈黙が流れた。


　しかし、無言で答えを待つカーサに害がい意いを感じなかったためか、アルベルトはゆっくりと喋り始めた。


「……理解はしている。レクチャーも受けた。ただ、志願した訳ではない。私は、選ばれたのだ」


「選ばれた？」


「そうだ。私は――公おおやけにはされていないが、総そう統とう閣かつ下かの縁えん者じやなのだ」


「ほう。血縁の者なのか」


　カーサはそう言って、アルベルトの顔を遠えん慮りよなく眺ながめた。


　ヒトラーの姿は遠目に見たことがあるが、正直あまり面おも影かげはない。血縁者とは言っても、遠縁の者なのだろう。


　――しかし……


　わざわざ自らの血縁者を選んだということは、ヒトラー自身、将しよう来らい的には吸血鬼へ転化するつもりなのだろうか？　そのために同じ血を引く人間で実じつ験けんするというのは、十分に考えられることだ。彼に限かぎらず、巨大な権けん力りよくを握にぎった者が最終的に欲ほつするものは、遥はるか古いにしえより変わらない。すなわち、永えい遠えんの生せい命めいだ。


　――転化に備そなえて血縁者で実験とは、念の入ったことだ。吸血鬼を利用しつつも、総統閣下はまだそれほど信しん頼らいしてはいないらしい。


　だが、ヒトラーといえど転化してしまえば『竜飼ウォルフ』の下したっ端ぱ吸血鬼に成り下がる。力関係がどう変わるか、見物といえば見物である。


　――それに、もしもヒトラーが『竜飼』の血族に加わるとなれば……


　人間社会における『竜飼ウォルフ』の血統の影えい響きよう力は、史上どの血統も成し得なかったほど大きなものとなるだろう。いや、そのときはもはや、人と吸血鬼の世界の垣かき根ねなど、取り払はらわれてしまうかもしれない。何しろ、現時点で欧おう州しゆうの半分を支し配はいする独どく裁さい者しやが、吸血鬼となるのだから。


　正直、それはそれで面白い、とカーサなどは思う。


　仮かりにそんな世界が訪おとずれたとしても、自分は自分だからだ。ロンドンにいる『魔ま女じよモーガン』の長なら大いに異い論ろんがありそうだが、カーサは人と吸血鬼の関係に、さしたる興味はないのである。少なくとも、いまのところは。


　――ま、そう上手くいくとも思えんか。


　そのような事態をロンドンの長が、また他の大血族の長老たちが、みすみす静観するはずがない。


　それよりも、いまカーサの興味が向かっているのは、目の前で居い心ごこ地ち悪わるく立っている青年だった。特に、自らの意志で志願したのではないと聞いてからは、彼に対する関心が一層高まっていた。


　人を凌りよう駕がする力。不老不死。魔術。人が自らの意志で吸血鬼への転化を望む理由は、いくらでもある。


　だが、本人の意志ではなく、命令に従って吸血鬼に転化させられるのだとすれば――


「……いいのか？」


「な、なに？」


「お前は明日にも吸血鬼に転化する。人の身から、異ことなる存そん在ざいへ。その事実を、お前はどう思っている？　本当に納なつ得とくしているのか？」


「と、当然だ。名めい誉よあることだぞ。大いなる力を得て、これまで以上に祖そ国こくと総統閣下のために尽力してみせる」


「名誉？」


　皮肉っぽく、カーサは唇くちびるの端はしを持ち上げた。


「『竜飼』の血に加われば、お前は『竜飼』の血族だ。国や組織とは縁えんが切れるぞ？　何しろ人ですらなくなるんだからな」


「馬ば鹿かなっ。たとえ吸血鬼になろうと、我わが忠ちゆう誠せいは永遠に不ふ滅めつだ！」


「本当に？　お前が忠誠を誓ちかう対たい象しようとお前自身が、まったく別のものになるんだぞ？　そして……吸血鬼に転化するということは、永遠に夜を生きるということだ。いまお前が当然のように甘かん受じゆしている恵めぐみを――幸福を、自ら手て放ばなすことなんだ。お前はその覚かく悟ごが、できているのか？」


　知らず知らず、カーサの声から茶化す響ひびきが消えていた。半はん眼がんになった翠みどりの双そう眸ぼうが、氷のような視線を投げている。上うわ辺べだけの返答など許ゆるさない、容よう赦しやのない問いかけになっていた。


　アルベルトは気け色しきばんで口をつぐんだ。額に脂あぶら汗あせが浮かんでいる。


　だが彼は、重くのしかかる空気を押おし退のけるように、ぐっと踏ふん張ばり直してカーサを正面から見み据すえた。


「……確かに、私は自分が吸血鬼になるということを、完かん璧ぺきには理解していないのかもしれない。だが――」


　アルベルトはあごを引き、両手を後ろに回して胸を張った。両目に強い意い志しの光が点ともり、カーサの眼光を撥はね返した。


「たとえ吸血鬼になろうと、私は私だ。私は自らの意志で、自らを律りつしてみせる。貴き様さまは大おお仰ぎように言うが、吸血鬼がなんだというのだ。所しよ詮せんただの吸血鬼ではないか。ならば、私は優ゆう秀しゆうで忠実な吸血鬼となり、我が忠誠を全うするまでだ」


　ふん、と荒あら々あらしく鼻息をつき、アルベルトは言い放った。


　思し慮りよの浅い、乱暴な台詞せりふ。根こん拠きよのない、傲ごう慢まんな態度だ。


　しかし、カーサは――


「……ハッ。言ってくれる……」


　アルベルトの台詞を聞いたカーサは、目を丸くしたあと、表情を隠すように顔を伏ふせた。だが、見る者が見ればわかっただろう。彼女の唇が、少し嬉うれしそうな微笑を浮かべていたことに。


　そして、顔を上げ、アルベルトに視線を戻したとき、カーサの顔は晴れやかな表情に覆われていた。アルベルトは、そのとき初めて彼女の美び貌ぼうに気付き、若い青年らしく頰ほおを赤らめた。


「面白い。ならば、お前の言葉が真実か否いなか、私の目で確かめてやるとしよう」


　そう言って後ろに下がり、開いたままになっていた窓の枠わくに足をかけた。


「今晩はこれで失礼するよ。しかし、お前が牙きばを生やしたあとで、また会いに来る。それまでさらばだ、アルベルト」


「ま、待てっ。お前は――」


　思わずアルベルトが手を差し伸べる。カーサは構かまわず外に出ようとした。


　そのとき、突とつ如じよとしてサイレンが木こ霊だました。


　思わずぎくりと二人の動きが止まった。サイレンは続いていた。バラックが――いや、施設全体が騒そう然ぜんとなりだした。


「このサイレンは――侵しん入にゆう者しやか？」


「なんだと？」


　アルベルトの台詞に、カーサが鋭するどく反応した。


　彼女自身、施設に侵入している身である。だが、発見されたのは彼女ではない。とすれば――


　嫌いやな予感を感じて、カーサは施設中に感覚の網あみを広げた。


　嫌な予感は見事に的中した。


「あの馬ば鹿かども」


　ザアアと血の気が引いた。次の瞬しゆん間かん、カーサは、アルベルトの目には消失としか思えない動きで、屋外に飛び出した。


　地面を蹴けりたて、全力で疾しつ走そうする。すでに『竜飼』の血族も動いている。だが、不幸中の幸いにして、カーサの方が近い。バラックの屋根を飛び越え反対側に着地したとき、人間たちの怒声と銃じゆう声せいが重なって聞こえてきた。


　闇やみの中に瞬またたく、真まっ赤かな銃火。銃火に追われて施設から転がり出る、二つの人影。


　若い男女だ。カーサはひと飛びで二人に追い縋すがると、男の方の脳のう天てんを、手加減なしに殴なぐりつけた。


「痛っ！」


「あ、カーサちゃん！」


「この、大馬鹿者っ。こんなところで何をしている！」


「何って！　あなたを捜しに来たに決まっているではありませんかっ」


「そうだよ、カーサちゃん。無事で良かった～」


「たったいま無事ではなくなったわっ」


　カーサが真っ赤になって怒ど鳴なったところに、巨大な思念が襲おそいかかった。『竜飼』の魔術だ。カーサは自らも魔術を駆く使しし、敵の念動を振り払った。


　二人に振り向き、


「来いっ」


　と叫ぶや、女性の手を引いて駆け出した。


　殴られた男も、慌てて後に続く。さらにそのあとに、『竜飼』の吸血鬼たちが猛もう烈れつなスピードで三人を追った。


「ええい、くそっ」


　カーサが毒どくづく。


「このドジっ、間ま抜ぬけっ。どうしてこう、余よ計けいなことを！」


「よ、余計なことはないでしょう！　確かに、見つかったのは不ふ覚かくでしたが――」


「そうだよ、カーサちゃん。ぼくたちはカーサちゃんのことを心配して。それに見つかったのは、ぼくの方――」


「いえ、それは違います、我わが君きみっ。我が君をお守りするのは当然のこと。すべての責せき任にんはこの私に――」


「ううん、そんなことないよ。ぼくがあんなところで厨ちゆう房ぼうのにおいに気を取られなければ……でも、そう言ってくれて嬉しいっ。カーサちゃん。叱しかるならぼくを叱って――」


「何を仰おつしやいます！　我が君はあれほどカーサの身を案あんじていらしたではありませんか。我が君が叱られるなど、到底看かん過かは――」


「わかった！　わかったから、いいと言うまで黙だまっていろ！」


　にぎやかな逃とう避ひ行こうは続く。なるほど奴の言う通りか、とカーサは苦にが々にがしく思った。


　所しよ詮せんただの吸血鬼。人の愚おろかさを見下せるほど、上等な存在であるはずがない。


　何しろ、『賢けん者じや』と呼ばれる一族ですら、この様ざまなのだから。





２







　一九四三年初頭。人類は、史上空前の規き模ぼで展てん開かいされる大戦争のただ中にいた。


　第二次世界大戦の名で知られるこの戦争は、一九三九年、ドイツ軍のポーランド侵しん攻こうに対し、イギリス、フランスの二大国が宣せん戦せん布ふ告こくしたことから幕まくを開けている。


　しかし、世界が均きん衡こうを失ったのは、その十年前、アメリカに端たんを発はつした世界恐きよう慌こうからだった。


　世界恐慌は、第一次世界大戦の痛いた手でからようやく立ち直りつつあった世界の経けい済ざいに、壊かい滅めつ的てきな打だ撃げきを与あたえた。主要先進国は、体てい裁さいを捨てて保身に回り、他方、自国のみでは立ちゆくことのできない国々は、生存を懸かけた戦いを決意する。その先頭を切ったのが、関東大震しん災さいや金きん融ゆう恐きよう慌こうで行き詰づまりを見せていた日本だ。


　日本は、当時中国東北部に進しん駐ちゆうさせていた関東軍が起こした軍事行動を機に、同地ち域いきに「満まん州しゆう国こく」を建国する。国際連れん盟めいによって満州国建国の承しよう認にんを否とされると、連盟を脱だつ退たい。国際的な孤こ立りつを深めてでも、独自の経済圏けん確かく立りつを――アメリカやイギリス、フランスなどがそうしたように――目指したのである。


　一方ヨーロッパでは、地じ獄ごくの如ごとき不ふ況きように喘あえぐドイツにおいて、一人の怪かい物ぶつが国際政治の表舞ぶ台たいに躍おどり出た。国家社会主義ドイツ労働者党「ナチス」を率ひきい、絶ぜつ望ぼうに沈しずむ民みん衆しゆうに力と誇ほこりと希望を与えた若き指し導どう者しや、アドルフ・ヒトラーである。


　一九三二年、ナチスがドイツ国民の支し持じを受けて第一党となると、翌三三年一月に、ヒトラーは首相に任にん命めいされる。首相に任命されたヒトラーは、共産党を弾圧してナチスのさらなる躍やく進しんを促そく進しん。のみならず、ナチスが主導を握にぎった議会で「全ぜん権けん委い任にん法ほう」を通過させ、一いつ党とう独どく裁さい体たい制せいを確立させた。そして、一九三四年には自みずから総そう統とうとなり、ドイツ第三帝国の国家元首として全権を掌しよう握あくしたのである。まさに電光石火の政権奪だつ取しゆであるが、他国政府の不安と動転を余よ所そに、国民の多くは彼に熱ねつ狂きよう的てきなエールを送った。


　ヒトラーとナチスの台たい頭とうにより、ヨーロッパの政局は急速に緊きん張ちようを高める。


　日本の国際連盟脱退を見たドイツは、同じ年に軍ぐん備び平びよう等どう権けんを主張して連盟を脱退。第一次大戦以降続いていたヴェルサイユ条じよう約やくの条じよう項こうを破は棄きして徴ちよう兵へい制せいを復ふつ活かつさせる。そして、ドイツ同様世界恐慌の影響下から逃のがれようと足あ搔がくイタリアがエチオピアを侵しん略りやくするや、ラインラントの非ひ武ぶ装そう地ち帯たいへ軍を進駐させた。一九三七年のスペイン内ない乱らんでも、戦乱の拡かく大だいを怖おそれて不ふ干かん渉しようとしたイギリス、フランスを尻しり目めに、イタリアと共に反乱軍を支し援えん。最新兵器や新しん戦せん術じゆつのテストに、内乱を利用する。また、イギリス、フランスの不干渉に両大国の弱よわ気きを見たヒトラーは、三八年にオーストリアの併へい合ごうに踏み切り、チェコスロバキアに対してもズデーテン地方の割かつ譲じようを要求した。事実、イギリスとフランスは、これ以上の領りよう土ど拡かく大だいを禁きんじるという条件で、ドイツの――ヒトラーの要求を受け入れたのである。しかしヒトラーはこの約束も破り、三九年にはチェコスロバキアを完全に併へい呑どん。さらには、前大戦で割譲させられたポーランド回かい廊ろうの復活へと野望の手を伸ばし始めた。


　事ここに至いたり、イギリスとフランスはポーランドと相そう互ご扶ふ助じよ条約を締てい結けつ。ポーランドが攻こう撃げきを受けた際は軍事的援助をすることを約束する。遅おそまきながら、ヒトラーのこれ以上の暴ぼう挙きよを封ふうじに出たのである。


　ところが、ここでヒトラーの野望に便乗する者が現れた。ソヴィエト社会主義共和国連邦を恐きよう怖ふ政治で統治する独どく裁さい者しや、ヨシフ・スターリンだ。ナチスと社会主義国家の、突然の提携。それは、イギリス、フランスのみならず、世界中の権力者たちが啞あ然ぜんとした瞬間だった。


　ヒトラーは、ソ連との間に「独ソ不ふ可か侵しん条約」を結ぶと、一九三九年九月一日、ポーランドに進攻して首都ワルシャワを陥かん落らくさせる。そして、わずか三週間でポーランド全土を占せん領りようした。これに対し、イギリス、フランス両国は最さい後ご通つう牒ちようを宣せん告こく。ヒトラーが無視すると、ドイツに宣戦し、第二次世界大戦の幕まくが切って落とされた。





　参戦国、実に六十カ国以上。戦場は、ヨーロッパ全域と東アジア、東南アジア、北アフリカ、南太平洋。死者に至っては、一九四三年時点ですでに数千万人を数え、なおも増加の一途を辿たどっている。それも、前線と銃後、軍隊と市民の別なく、あらゆる人々が無差別に、殺さつ戮りくの犠ぎ牲せいとなっているのである。





　人間たちのあまりの蛮ばん行こうに、吸血鬼たちは圧あつ倒とうされた。
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　もういいだろう。追つい跡せきを振り切ったと判断したカーサは、樅もみの木の幹みきに手をつき、身体からだを折って息を吐き出した。


　あとから来た黒くろ髪かみの青年も、カーサが足を止めたのを見て立ち止まった。後ろを振り返りつつ、息を整える。平然としているのは、カーサが手を引いていた女性だけだ。そういえば、逃にげ足だけは三人の中でも彼女が一番なのだった。なんとなく腹はら立だたしい。


　カーサはじろりと二人をにらんだ。二人はその迫はく力りよくに、思わず背せ筋すじを伸のばした。


　青年の名は、望もち月づきジロー。女性の名は、アリス・イブ。少し前まで一いつ緒しよに旅をしていた吸血鬼たちである。


　カーサはまずアリスに向かい、


「……アリス」


「な、なーに、カーサちゃん？」


「どうして来た？」


「ど、どうしてって……言ったじゃない。カーサちゃんのことが心配だったから。ほらっ。いまはどこも戦争中でしょ？　血けつ族ぞくのみんなだって大わらわだし。ピリピリして好戦的になっちゃってるし。特にこの国は、そうよ？　ゲオルグちゃんがいなくなってから、『竜飼ウォルフ』のみんなはムキになってるんだから。なのにカーサちゃんたら、ケイン君と一緒にイギリスに戻ったのかと思ってたら、独りでナチスって人たちの中に侵入しちゃうんだもん。ぼくもう、心配で心配で――」


　アリスは身振り手振りを加えながら、思いの丈たけを口にした。


　美しい女性である。カーサも美人だが、冷たく危き険けんな妖よう美びさを持つ彼女とは異ことなり、豊ゆたかな慈じ愛あいや包ほう容よう力りよくを感じさせる美貌だ。ウェーブする豊かな金きん髪ぱつは、暗い森の中にあってなお光り輝かがやき、コロコロと表情を変える円つぶらな瞳ひとみは、透すき通るような――それでいてどこまでも奥深いブルーを映うつしている。また、その独どく特とくの言動もあって、どこか幼おさない感じがあった。変装のつもりか男物の服装をしているのだが、まるで少年のような印象を与あたえていた。


　カーサは深々とため息をついた。口にしていることは大げさだが、アリスのことだから噓うそではあるまい。本心からカーサの身を案あんじ、危険を冒おかして彼女を追ってきたに違いない。


　問題なのは、カーサはどんな状況に陥おちいっても自分の身は自分で処しよせるが、アリスの方はそうではない、ということだ。


「まったく……」


　言いたいことは多々あるが、それを口にする労力と、それで得られる満足感を比べ、結局カーサは沈ちん黙もくを選んだ。所しよ詮せん、何を言ったところで堪こたえるようなアリスではない。


　しかし、こちらは話が違う。


「……で？」


　とカーサはジローに目を向けた。


「ジロー」


「は、はい」


「どうして止めなかった？」


「と、止めなかった訳ではないのです。いま他国の者にとって――たとえそれが吸血鬼でも――ベルリン近辺がどれほど危険かは、私にもわかっています。我が君には、何度も考え直すよう具ぐ申しんしました。ただ……我が君の仰おつしやることも間ま違ちがいではないわけですし……危険なのは、カーサ、あなたにしても同様でした。特に今回は、例の『噂』のことがありましたし……あなたがいつも通り、終始冷静に行動できるか、その――心配に思ったので」


　言いづらそうに言葉を選びながら、しかし真しん剣けんな口振りでジローは告げた。


　こちらは東洋系けいの青年だ。元は日本の軍人だった。長い黒髪に切れ長の黒い瞳。長身で、体格はスマートだ。一見するだけなら優やさしげな学生にでも見えそうだが、これで剣の達人だったりする。実じつ際さい、着やせしてはいても鍛きたえられた身体からだをしており、動きにも武ぶ術じゆつ家か特とく有ゆうのキレがあった。


　アリスと同じく変へん装そうしているのだろう。どこで手に入れたのか、いまはドイツ兵の軍服を着ている。もっとも、ヘルメットで顔を隠かくすならともかく、東洋系の人間がドイツ軍の軍服を着ていたのではかえって怪あやしまれるだろう。


　カーサは苛いら々いらと頭ず痛つうを堪えるように眉み間けんに皺しわを寄せた。この親にして、この子ありというか――まったく『賢者』の血統というのは、お節せつ介かいだ。


「『噂』ね」


　皮肉っぽく、唇くちびるを歪ゆがめる。


「『ナチスのオカルト主義者たちが「竜飼」の生き残りと手を結び、人為的な転化を行っている』――そう聞いて、私が冷静な行動を取れなくなると？　本気でそう思ったのか、君は？」


「……現にあなたは、現在の複ふく雑ざつな情じよう勢せいを承しよう知ちしながら、たった独ひとりで『竜飼』がいる施設に潜もぐり込こんだ。いつものあなたなら、そんなことをしましたか？」


「知った口を叩たたくなよ、ジロー。私はこれまでだって、常つねに自由に動いてきた」


「……そうかもしれません。でも、少なくともここしばらくはなかったはずです。我が君や私と旅を続けている間は」


「…………」


　ジローがじっとカーサを見つめる。カーサは口を閉とざし、逃げてきた施設の方向へと顔を向けた。


　反はん論ろんするのは簡かん単たんだ。しかし、言い訳じみたことは口にしたくなかった。少なくとも、ナチスと『竜飼』の噂を耳にしたあと、アリスとジローの許もとを離はなれたのも事実なら、ケインと別れて単独行動を取り、ここまでやって来たのも事実なのだ。そうせずにはいられなかったことも。


　お前の先達――と、カーサはさっきアルベルトに言った。自分はお前の先達だ、と。


　それは単に、吸血鬼としての先達である、という意味だけではない。「人じん為い的てきに転化された吸血鬼」としても、カーサはアルベルトの先達に当たるのだ。


　カーサは『魔ま女じよモーガン』の血統に属ぞくする吸血鬼である。しかし、ほとんどの吸血鬼がそうであるように、血族の者から血を授さずけられて、その仲間となった訳ではない。彼女は元もとジプシーの巫み女こ姫ひめであり、その魔術の才能に目を付けた『魔女モーガン』の長によって、強きよう制せい的に吸血鬼へと転化させられたのだ。


「……カーサ。あなたはひょっとして、彼らに仲なか間ま意い識しきを持たれたのですか？」


「ジローっ」


　思わず尋たずねたジローの袖そでを引き、アリスが首を振って止めた。


　自他共に認みとめるように、カーサは孤こ独どくな存そん在ざいだ。同じ『魔女モーガン』の血族でさえ、その出自ゆえに彼女からは距きよ離りを空あける。それどころか、『魔女モーガン』の血を汚けがす者として、露ろ骨こつに嫌けん悪おする者も少なくない。吸血鬼は血族内の結けつ束そくが固い分、異い端たん者しやに対して排はい他た的なのだ。唯ゆい一いつの例外は、長年カーサのお目付役を任にんじられている、ケイン・ウォーロックぐらいのものだろう。


　ジローの質しつ問もんに対し、カーサは少々険けんの強すぎる冷れい笑しようで応えた。


「言うじゃないか、ジロー。では何か？　お前は、四百年以上生きてきた私が――この、悪あく名みよう高たかき『混こん血けつ児じ』、カサンドラ・ジル・ウォーロックが、己おのれの境きよう遇ぐうに悲ひ嘆たんするあまり、あの施設の連中にシンパシーを覚おぼえてノコノコやって来たと言うのか？　それも、相手は血族社会の不ふ文ぶん律りつを破やぶり、人と手を組んで他国の侵しん略りやくに力を貸かしている『竜飼ウォルフ』の血族だというのに？」


「それは……」


　真正面から問い返されて、さすがにジローが口くち籠ごもる。


　するとカーサは、


「……その通り」


「えっ!?」


「――な訳がないだろ。まったく浅はかな男だな、君は」


　思い切り侮ぶ蔑べつする眼まな差ざしで、カーサはジローに白い視線を向けた。


「私が連中に仲間意識？　どうしてそんなものを持てるはずがある。私は連中とは、違うんだからな」


「カーサちゃんっ。そういう言い方はやめて」


　冷たい声で言い放つカーサに、アリスはぷくっと頰ほおを膨ふくらませた。カーサはおどけるように首を竦すくめてみせる。


　一方ジローは、辛つらい表情を――まるで自分が責せめられているような表情を浮かべて、唇を嚙かんでいた。


　やれやれ、とカーサは胸中で少々呆あきれた。いまの台詞せりふはジローを責めたのではない。むしろ、カーサが自分自身を責めた自じ虐ぎやくの台詞だ。なのに彼は、それを我わが事のように受け取っている。


『竜飼ウォルフ』がナチスに協力して行っていることは、他の血族にしてみれば、月下の秩ちつ序じよに対する許ゆるし難がたい背はい任にんであるのかもしれない。だが、言ってしまえば、『竜飼』の血族を、新たに迎むかえ入れているだけのことだ。ナチスにせよ、自分たちに忠ちゆう実じつな吸血鬼兵を獲かく得とくしようとしているに過ぎない。ある意味わかりやすい凡ぼん俗ぞくな行こう為いであり、過か去こにも例のないことではない。


　しかし、カーサの存在は違う。


　カーサは自らの意い志しに沿そわぬ形で、強ごう引いんに転化された吸血鬼だ。しかも、ただ単に転化されたのではなく、他の血統の血を混まぜ与あたえることで強力な力を得えるという、禁きん断だんの魔術の実験対象となった吸血鬼だった。


『竜飼』の血を引く親衛隊員などとは訳が違うのだ。己の血統に誇ほこりを持ち、一族の『血』を重んじる吸血鬼たちにとって、カーサの存在は本能的嫌けん悪おの対象である。自ら口にした通り、カーサは、呪のろわれた「混血児」なのだった。


　とはいえ――


　カーサは、どこか青あお臭くささの抜けきらない青年と、どうにも緊張感の足りない美女とを眺ながめた。


　呪われた混血児の身を案じ、危地に乗り込む物好きが、ここに二人。少なくとも、この二人の行こう為いは認めねばならない。二人がカーサのために、ここまで追いかけてきたという事実は。


「とにかく、私がここに来たのは、ただの気まぐれさ。その気まぐれも、もう済んだ。これ以上残っても仕方がないし、ひとまず退たい散さんするとしよう」


「……カーサ」


　ジローがカーサに目を向けた。少し表情に明るさが戻っている。つくづく浅はかというか、単たん純じゆんというか。


「済みません。生意気なことを言いました」


「良かった。少しは自覚があったらしいな。今後は、自分がいかに若わか造ぞうかということを、一瞬たりとも忘わすれるな」


「もうっ。カーサちゃんてば、そんなに意地悪しないの」


「教育と呼んでくれ、アリス。お前が甘あまやかすから、私は仕方なく苦言を与えてやってるんだぞ」


「仕方なく、だったので？」


「――ジロー？」


「はっ。私は若造。私は若造。……大丈夫。忘れていませんよ」


　カーサが普段の調子を取り戻したと思ったのか、ジローも憎にくまれ口を返してきた。


　ジローは転化して五十年ほどの吸血鬼だ。カーサとの格の違ちがいは甚はなはだしいのだが、彼女に鍛きたえられたおかげで、最近はずいぶん口答えできるようになっている。カーサにこんな口を利きく者が、果たして月下に何人いることか――


　不意にカーサはそっぽを向いた。


　声をかけるでもなく、さっさとその場を離れ始める。「あ、カーサちゃんっ」とアリスが慌あわてて歩き出し、ジローもそのあとに続いた。


　二人が追いついたとき、カーサは極めて素そっ気けない口振りで、


「……ありがとう」


　瞬間、黙もく示し録ろくの如ごとき沈ちん黙もくが、『賢者』の血族に吹き荒れた。


　アリスとジローの呼こ吸きゆうが停止。脈みやく拍はくが爆ばく発はつし、瞳どう孔こうが開閉する。二人は、コンマ一秒の狂くるいもなく、同じタイミングで互たがいの顔を見合わせた。


「――カ」


「カ？」


「カーサちゃんが、よい子になった！　ああ、神様っ。この日が来ることを、どんなに夢ゆめに見たことかっ。ぼくの愛が通じたんだ！　愛情が実を結んだんだ！　やっぱり愛は真実だったんだねっ。ハレルヤ！」


「お、お待ち下さい、我が君。喜ぶのは早計です。罠わなの可か能のう性せいを――せめて悪あく質しつなジョークの可能性を考こう慮りよして――」


「なんてこと言うのよ、ジロー。あのカーサちゃんがお礼言ったんだよ!?　まさに革命的だよっ。それにジロー、いま気付いたけど、今日ずっと『我が君』になってる！　ア・リ・ス、でしょっ」


「それどころではありません。事は極きわめて重大で、のっぴきなりません。最悪、『竜飼』の精神支配の可能性すら!?」


「……正解は、『軽い冗じよう談だん』だ。しかし、色々と考え直す余よ地ちはあるようだな」


　カーサが半はん眼がんになって、ずんずんと夜の森を進む。アリスとジローはまだ動どう揺ようの去らぬまま、カーサの背中を追いかけた。


　ところが、先へ先へと進んでいたカーサの背中に、突然緊きん張ちようが走った。「ジローっ」と小さく呼ぶ声ににじむ緊張を感じ取り、ジローもただちに真剣な態度になった。


　他の吸血鬼の気配だ。


　近い。


　カーサが駆け出し、ジローもきょとんとするアリスの腕を取って、後に続く。


　そこへ、


「待て」


　森の奥から声が聞こえた。カーサが立ち止まって振り返り、ジローは驚いてたたらを踏んだ。


　むろん、待てと言われて素す直なおに待った訳ではない。近づいてくる吸血鬼の気配が、『竜飼ウォルフ』の血統とは違うものだったからである。


　やがて、闇やみの中から一人の男が現れた。


　褐かつ色しよくの肌の瘦やせた男だ。面おも立だちは彫ほりが深く、鼻が高い。口元からあご先にかけて、灰白色のひげを生やしている。落ちくぼんだ眼がん窩かからは、灰色の瞳がこちらを見つめていた。暗い印象の瞳だが、同時に老ろう熟じゆくした知ち性せいを宿した瞳だった。


「……ナチスの犬ではなさそうだな、黒き血の友。この地で、奴やつら以外の同族に会えるとは思わなかった」


　嗄かれた声で男が言った。嗄れてはいるが、内包する力を感じさせる声だ。カーサは油ゆ断だんのない視線を男に向けた。敵意はないようだが、男の実力が計れない。


　カーサが徐じよ々じよに警けい戒かいを強め始めたとき、


「良かった」


　アリスが言った。


「この戦争でずいぶん酷ひどい目に遭あったって聞いてたけど……まだ生きてる人はいるんだね。ソロモンさんの子に会うのは、とても久ひさしぶりだよ」


　男の細い目が見開かれる。


　始し祖そ『賢けん者じやイヴ』その人の指し摘てきに、『典てん司しソロモン』の末まつ裔えいは、絶ぜつ句くして立たち尽つくした。
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「……結局逃にがしたようだな」


「ああ」


　追っ手に出た部下たちからの念話を受け、二匹の歳とし経へた吸血鬼たちは苦い視線を交わし合った。


　オットー・ディゼルヴァンガーと、ヨアヒム・カッツ。前者は六百年。後者も五百年以上の時を生きた吸血鬼である。とはいえ、ほんの数十年前までは、一族の中ちゆう堅けんに位置する立場だった。それがいまでは、どちらも『竜飼ウォルフ』を指し導どうするグループの一員となっている。


　施設の一室。窓も明かりもない漆しつ黒こくの室内で、二人は背せの低いテーブルを囲んでいた。オットーの手元には紙巻きの煙草たばこが、ヨアヒムの手元にはワインの入ったグラスがある。外の音は完全にシャットアウトされていて、室内には二人の低い――幾いく分ぶん疲つかれた声だけが、殷いん々いんと響ひびいていた。


「敵てきも大だい胆たんだが、味方も不ふ甲が斐いない」


　とヨアヒムは鼻を鳴らした。


「先日ブラック・キャメロットに忍しのび込んだという者か？」


「あり得うるな。かなりの手て練だれだったと聞く」


「ルイ・マルファンの手の者だろうか？」


「まさか。まだしも考えられるのは、ロンドンのウォーロック家だろう。もしくは、ロシアのイワンか――」


「ずいぶん敵が増ふえたものだ」


　オットーは自じ嘲ちようめいた台詞せりふで苦笑いを浮かべた。


　第二次世界大戦が月げつ下かの世界に与えた影響は少なくない。


　世界が戦争にのみ込まれていく中、夜の側がわに暮くらす吸血鬼たちとて、安あん穏のんと座ざ視ししていられた訳ではないのだ。長く生きた森を焼かれ、昼の眠ねむりを守る古こ城じようを追われた血族が、少なからず存在していた。すでに戦せん渦かは人間社会に留とどまらず、血族社会にも及およんでいるのである。


　前大戦時、欧おう州しゆうの有力血族たちは、月下に生きる者たちの今後を憂うれい、一いち堂どうに会して議論を交わした。吸血鬼は基き本ほん的に他の血族と交流を持つことは稀まれなのだが、何しろ欧州は血族の数が多い。過去にもそうした『会議』が開かれたことはあった。


　しかし、今回の大戦では、『会議』は開かい催さいされなかった。一番の理由は、ここ数世紀『会議』を取り仕し切きってきた実力者、ゾーネ公ゲオルグが、この世を去ったことである。彼は、自みずから率ひきいてきた血族に背そむかれて、千年の長きにわたる生を閉とざした。このゾーネ公の一族こそ『竜飼ウォルフ』の血統である。


　その後『竜飼』の血族は、亡きゲオルグの遺志に反はんし、人間社会と急速に接近していく。特に彼らが目を付けたのは、彼らが生きる土地にあって成長著いちじるしい新しん興こう勢せい力りよく、ナチスだった。


　人類社会の権力者たちと、陰かげで手を結ぶ血族は彼らだけではない。古来より、吸血鬼たちはそのようにして、自らの存在を隠してきたのだ。


　しかし、『竜飼』とナチスほど短期間で密接に結びついた例は、極きわめて希け有うだろう。ナチスに蔓延はびこるオカルト的思想が、吸血鬼たちとの間に親和性をもたらしたのである。『竜飼』の長たちも、衰すい退たいする一族に過去の栄光を取り戻すべく、血族社会の禁忌タブーを犯おかすことを畏おそれなかった。両者は互いの力を利用しながら勢力を伸のばしていった。それは歪いびつな共きよう闘とうだったかもしれないが、強力な共闘には違いなかったのである。


　こうした一連の動きに対し、各血族の対応は様さま々ざまだ。


　フランスの有力血族『狼ろう王おうガルー』の血統を率いるのは、ゾーネ公ゲオルグと並び評ひようされた大吸血鬼、ルイ・マルファンである。彼は、前大戦以降、人間社会とは距きよ離りを置いて接してきた。だが、彼の愛する古都パリがナチスの占領下におかれたとき、単身夜のパリに繰くり出して、占領軍の中に潜ひそんでいた『竜飼』の吸血鬼たちを皆みな殺ごろしにしている。その後も、若い血族たちを中心にパリのレジスタントとコンタクトを取り、闇の側からの支援を行っているらしい。


　イギリス政せい府ふと深い繁つながりを持つ『魔女モーガン』の血統は、ロンドン『アザミ邸』のウォーロック家が束ねていた。かねてより血族社会の国こく際さい情じよう勢せいに関心の高かったウォーロック家の長は、大戦勃ぼつ発ぱつ前から、欧州各地に己おのれの血族を差し向けている。ウォーロック家は特に「情報」というものを重じゆう視ししているらしく、吸血鬼の能力――『魔女』の血統は、その名の通り魔術に秀ひいでている――を活いかしたスパイ網もうを張はり巡めぐらせているらしい。むろん、取得した情報は、相応の対たい価かと引き替えにイギリス政府にも渡されていた。そうして得た様々な特権が、ウォーロック家の立場を、さらに盤ばん石じやくのものにしているのだった。


　ウォーロック家とよく引き合いに出されるのが、ロシアに根ね付づく血族、『氷ひよう牙がイーリャ』の血統だ。一族の長は謎なぞに包まれており、『千の目のイワン』と呼ばれている。西のウォーロック家は新興の一族だが、東のイワンはイヴァン一世の昔から北の大地を牛耳ってきた古ふる株かぶだ。モスクワ大公国、ロシア帝てい国こくと人間たちが広大な帝国を築きずく傍かたわらで、彼らの中に自らの血族を浸しん透とうさせ、強い影響力を握にぎってきた。ところが、ロシア革命で帝国が打倒される間ま際ぎわ、宮きゆう廷ていに忍び込ませていた若い血族が独どく走そうし、危あやうく吸血鬼の存在を表おもて沙ざ汰たにしかけるという事件があった。それ以来イワンも『氷牙』の血族も鳴りを潜ひそめているのだ。ただ、あれだけの大血族が消えてなくなるはずはない。さらに深く地下に潜もぐり、権けん謀ぼう術じゆつ数すうを巡らしているに違いないだろう。


　以上のような大血族以外でも、欧州の――いや、世界各地の血族たちが、巨きよ大だいな嵐あらしを前に、それぞれの戦いを続けているのである。


「いずこの手の者だとしても、見み過すごすには少し引っかかるな。『竜飼』の動向を探るのが目的ならば、まずここではなく、ベルリンにいる長の元に向かうはず。わざわざこの『祭さい壇だん』を狙ねらったとなると……」


　ちらっ、と闇の中で、ヨアヒムの瞳が梟ふくろうのように瞬またたいた。


「『典司』の生き残り、という線も考えられる」


「しかし、誰がいる？　ルドルフめ、ヒムラーをけしかけて奴らの里を丸ごと焼き払ったと聞くぞ」


　そう言って、オットーはつい顔をしかめた。


　ルドルフ・ハイドリヒは、転化して百年足らずになる彼らの血族だ。人との共きよう闘とうに強い興奮を覚おぼえているらしく、自ら積極的にナチスに協力を申し出ている。ただ、最近は些いささか暴ぼう走そうしがちで、長を始め、多くの年長者たちは危き惧ぐを覚えていた。


　もっとも、そうした傾けい向こうが見られるのは、彼だけではない。ゲオルグを弑しい逆ぎやくして以降、『竜飼』の血族は疲ひ弊へいし衰すい退たいしてきた。それがいま、ようやくにして隆りゆう盛せいの兆きざしをつかんだのである。血族の多く――特に年若い者たちは、意い気きは上がり、ヒトラーの掲かかげる理想に強い共感を抱くようになっていた。


『典司ソロモン』の血族が隠れる山里を襲ったときもそうだ。


　指し揮きを任まかされたルドルフは、武装親衛隊を使って爆ばく撃げき機きを出動させた。『典司』たちが休息を取る昼間の内に森を爆撃し、山ひとつを丸ごと焼き尽つくしたのである。ある目的を遂すい行こうするための軍事活動だった訳だが、あまりに強引で無む体たいなやり方だ。『典司』と言えば古い歴史を持つ血族のひとつである。かつては彼らとのつき合いも深かったオットーなどは、不ふ快かい感かんを隠せない。


　渋じゆう面めんのオットーに対し、ヨアヒムは彼の気持ちを汲くむ様子で一度頷うなずいた。


　それからあらためて、


「ルドルフの里攻めで、『典司』の多くは灰はいに戻った。だが全員ではない。名の知られた者でいえば、長の直ちよつ系けいで、ヨシュア・ダーニーという者が残っているはずだ」


「なに？　『流離さすらい人ヨシュア』のことか？　まだ生きていたのか？」


「例のラビたちが証しよう言げんしているらしい」


「ふむ……」


　オットーは口ひげを揺ゆらし、煙草たばこをくわえ直して深々と紫し煙えんを吸い込んだ。


　ラビというのは、ユダヤ教の指し導どう者しやのことだ。


『典司ソロモン』の血統は、古くより一部のユダヤ人たちと交こう誼ぎを結んでいた。古い知識と魔術を共きよう有ゆうし、闇の歴史を密ひそかに紡つむいできたのだ。


　ところが、ヒトラーの掲げる反ユダヤ主義政策の中で彼らの多くが捕とらえられ、その秘密が親衛隊の、さらには古代遺産協会アーネンエルベと『竜飼』の耳に入った。中でも、彼らの間に伝わる秘ひ儀ぎのひとつが、親衛隊長官ヒムラーの強い関心を引いたため、結果として、『竜飼』による『典司』の里の襲撃という事態を招まねいてしまったのである。


「迷めい走そうしているな。我々は――」


　吐き出した紫煙につられるように、オットーの口から本音がこぼれた。


「あのような秘儀……ゲオルグ様がいらしたならば、到とう底てい許ゆるされなかったであろうに」


「今更言っても詮せん無なきことだ。それに――」


　ヨアヒムが声を落とす。まるで人間どもの新しん兵へい器きに初めて手を触ふれるときのように、慎しん重ちような声こわ音ねで、先を続けた。


「もし成功すれば、我ら『竜飼ウォルフ』は、かつての栄光を完全に取り戻せる。それどころか、欧州で幅はばを利きかせるあらゆる血族の上位に立つこととなろう。着々と領土を広げる、この帝国のように」


「……そう都合良く進めばいいが」


　オットーが懐かい疑ぎ的な視し線せんを向けると、ヨアヒムも「神のみぞ知る」と言うような仕草で肩かたを竦すくめ、ワイングラスを傾かたむけた。


　一九四三年現在、戦争は拡大し、混こん迷めいの度を増している。


　開戦当初、ヒトラーのドイツ軍は、破は竹ちくの勢いを見せていた。デンマーク、ノルウェー、ベルギー、オランダ、ルクセンブルク、そしてフランス――


　イギリス、フランスの連合軍はドイツ軍を迎むかえ撃うったが、ドイツの誇ほこる戦せん車しや軍ぐん団だんは、二大国の軍を打ち破った。一九四〇年六月にはついにパリが陥かん落らく。フランスは降こう伏ふくする。そして、フランス北部はドイツの占せん領りよう下かに置かれ、南部にはドイツ寄りの講こう和わ派はであるヴィシー政権が樹立された。この後、イタリアも枢すう軸じく国こくの一員として戦争に参戦。日中戦争が泥どろ沼ぬま化かしていた日本もまた、ドイツ、イタリアと足を並べ、「日にち独どく伊い三国軍事同どう盟めい」が結ばれた。


　この時点で、ヨーロッパ大陸の大部分はドイツ、イタリアの占領下にあったのだ。


　にもかかわらず、ヒトラーの野や心しんは留とどまることがなかった。


　一九四一年六月二二日、ヒトラーは不可侵条約を結んでいたソ連に対し、「バルバロッサ作戦」と呼ばれる進攻を開始した。独ソ戦争である。


　ヒトラーの裏切りを受けたスターリンは、事前に情報をつかんでいながら、まったく対たい応おうできなかった。敗はい走そうを重ねるソ連の赤軍に対し、三百万の兵を投入したドイツ軍は、瞬く間にソ連領内を進攻。首都であるモスクワ近きん郊こうに迫せまり、他方レニングラードを包囲した。


　もっとも、このときドイツ軍は、モスクワ陥落までは果たすことができなかった。原げん因いんはいくつもあるが、その中のひとつは日本の動きである。日本は、極きよく東とうやシベリア方面において対ソ攻撃を仕掛けることを躊ちゆう躇ちよし、代わって東南アジア、南太平洋方面への進出を始めたのだった。大だい東とう亜あ共きよう栄えい圏けんを形成することで、日中戦争を存続させるのに不可欠な戦略物資を確かく保ほしようとしたのだ。


　日本の太平洋進出の動きは、ヨーロッパの戦争に非積極的だったアメリカを刺し激げきする。アメリカはハル・ノートの呈てい示じなどで日本に対し強圧的態度を見せたが、日本は逆に真しん珠じゆ湾わん攻撃に打って出た。太平洋戦争の勃ぼつ発ぱつである。ここに、ヨーロッパ全ぜん域いきの戦争と、アジア・太平洋の戦争が結びつき、全世界に戦せん渦かが及およぶこととなったのである。


　そして一九四二年、ドイツはソ連に対し夏か季き攻こう勢せいを仕し掛かける。ドイツ軍とソ連赤軍は、要よう衝しようスターリングラードを巡めぐって激突。世界史上最大となる凄せい惨さんな市街戦を展開した。戦いは年をまたぎ、途と方ほうもない資し源げんと人命を消費しながら、一九四三年に至っている。


　正直、数百年を生きたオットーやヨアヒムにも、この先のドイツ、そして世界の行ゆく末すえは測はかることができない。ただ、言葉にせずとも互いが胸に抱かかえる不安は、察さつすることができた。


　ドイツ総そう統とう、アドルフ・ヒトラー。傑けつ物ぶつには違いあるまい。だが、彼の覇は道どうに従したがっていると、オットーやヨアヒムという歳とし経へた吸血鬼をしてなお、言いようのない不安を駆かり立てられるのである。ゾーネ公、ゲオルグ・フォン・ツェーゼルゲオルグの元では、覚おぼえたことのない不安を……


　と、


　そこでドアがノックされた。


　二匹の吸血鬼ブラツク・ブラツドは、ぎくりと顔を強こわ張ばらせた。


　緊張はすぐに解けた。しかし、どちらも苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしている。ノックされるまで、ドアの外に人が立ったことに、気が付かなかったのだ。


「また、あいつか」


「本当に人間なのか、あの男。くそっ。――開いている。入りたまえ！」


　ギッとドアが軋きしみながら開いた。


　立っていたのは白衣を着た男だ。


　廊ろう下かの明かりが逆光になっているため、顔はよくわからない。先を尖とがらせた口ひげと、黒々としたあごひげがシルエットから見て取れる。だが、一番特徴的なのは、彼の目だろう。妙に茶目っ気がある一方で、総すべてを見み透すかすような黒い瞳なのだ。いまも、溢あふれる好奇心のまま、きょろきょろと明かりのない室内を見回している。


　古代遺産協会アーネンエルベの長官、ウォルフラム・フォン・ジーバス博士はかせだった。


　彼は二人の吸血鬼を見やると、畏おそれる様子もなく口を開ける。


「先ほどの侵しん入にゆう者しやは、どうなりましたか？」


　すでに答えを知っているような聞き方だった。オットーはそれとなく視線を逸そらしたので、ヨアヒムが首しゆ肯こうして先を続けた。


「逃にがしたらしい。面めん目ぼくないな」


「吸血鬼だったとか？」


「ああ。それは間違いない」


「どこの血族だかわかりますか？」


「いや。無理だ。敵も正体を隠すためか、自分の気配を抑おさえて行動していた。ただ、部下たちの追撃を躱かわした以上、それなりに腕の立つ者であることは確かだ」


　ヨアヒムの意見に、ジーバス博士はコクコクと真顔のまま頷いた。


　ちょっとした仕草が妙に奇き矯きように感じる人物である。だが、ヒムラーだけでなく、総統の信しん任にんも篤あついと聞く。ヨアヒムたちとしても、無む下げにはできない立場の人間だった。もっとも、無視していることからわかるように、オットーは嫌きらっているのだが。


　博士の質問が途切れると、三人の間に沈黙が流れた。ヨアヒムが様子をうかがうと、博士は何か思案しているらしい。


　そして、唐とう突とつに、


「どうやら正解だったようですね……」


「正解？　なんのことだ？」


「はい。実は先ほど――」


　博士があっけらかんと口にした台詞せりふに、オットーとヨアヒムは、ぽかんと目を丸めた。
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『流離さすらい人ヨシュア』の名は、カーサも聞いたことがあった。確かダールからだ。カーサよりも二百年は年長の吸血鬼である。あまり表に出てこない『典司ソロモン』の血族の中で、珍めずらしく単たん独どくで各地を旅している人物らしい。


「おかげで、里を襲った災さい難なんからも逃のがれることができたのです……」


　そうヨシュアは言ったが、ぽつぽつと話す口くち振ぶりは重苦しい。これでもアリスの正体を知らされて、だいぶましになっているのである。


「ここで賢けん者じや様とお会いできたのも、始祖ソロモンのお導みちびきとしか思えません。偉い大だいなる月夜の守もり人びと。血の伝道者。古き『源げん泉せん』。牙美しき、夜の女神よ。血と月の祝しゆく福ふくが、常つねにあなたと共にありますことを――」


　樅もみの大樹の足あし下もと。枝葉の隙すき間まから射し込む細い月光が、アリスの金髪を目ま映ばゆく輝かがやかせている。ヨシュアは下生えの中に跪ひざまずき、『賢者イヴ』に深々と頭こうべを垂たれた。アリスは優しい眼まな差ざしで、『典司』の生き残りが捧ささげる敬けい愛あいの礼を受け取った。


「あなた以外は、皆亡なくなられてしまったのですか？」


「わかりません。里の壊かい滅めつすら、旅先で知ったのです。戻ったときには何ひとつ残っていませんでした」


　ヨシュアは淡たん々たんと語るが、抑おさえようにも抑え切れぬ悲ひ哀あいと憤いきどおりが、声や表情ににじみ出ている。カーサの知る限り、彼は血族の中でも一、二を争う実力者だったはずだ。彼が里にいれば、血族が皆殺しにされるという事態は避さけられたかもしれない。そう思えば、悔くやしさもひとしおだろう。


「しかし、どうしてここへ？　ここは、その……」


　腫はれ物に触さわるような口調で、ジローが尋たずねた。


　ヨシュアは、この中でもっとも若わかい吸血鬼を冷たく見返したが、ジローが『賢者』の血統と見抜いて、少し態度を和やわらげた。


　もっとも、質問には答えなかった。答えたくないのだろう。黙だまってジローから顔を背そむけた。


「……復ふく讐しゆうか？」


　次に聞いたのは、カーサだった。


　ヨシュアがピクリと目元を動かした。今度も沈黙を保たもとうとしたが、質問したのが何者なのか感づいて、驚きを見せた。


「お主……ウォーロック家の混血児か？　なぜ賢者様と共にいる？」


「あんたと同じ、偶ぐう然ぜんさ」


「むっ!?　カーサちゃん？」


　人を食ったカーサの返答に、ヨシュアより先にアリスが不服そうな顔をした。アリスとしては、二人が仲良しだから一緒にいるつもりなのだ。あくまで、アリスの一方的な見けん解かいだが。


　ヨシュアは感情を殺した視線で、カーサをにらんだ。カーサも目は逸そらさない。隣のジローが、落ち着かない様子で両者を交こう互ごに見み比くらべている。


　やがて、ヨシュアは微かすかに笑った。


　カーサと対たい峙じした者が見せる、お定まりの嘲ちよう笑しよう……


　いや、違う、とカーサは気付いた。


　そうではない。ヨシュアのそれは、同情と憐れん憫びん、さらには同どう病びよう相あい憐あわれむといった風な自じ虐ぎやくの笑みだった。


「ウォーロック家の忌いみ子ご――か。何も知らされていないらしいな」


「なんだと？」


　挑ちよう発はつするような言い方ではなかった。もしそうなら、カーサはわざわざ挑発に乗るような真ま似ねはしなかっただろう。


　しかし、向けられたのが同情であったため、カーサは過か剰じように反応した。白はく皙せきの美貌が、氷のナイフのように鋭するどさを帯びる。まだ『竜飼』の追っ手が近くにいるかもしれない状況で、カーサらしからぬ示じ威いだった。


　ジローとアリスが同時にカーサを止めようとした。だが、それより先に、ヨシュアがカーサを牽けん制せいするように手のひらを向けた。


「私もそうだった」


「なに？」


「『流離さすらい人ヨシュア』。ひとつ所に身を寄よせ、息を潜ひそめて生きてきた我が血族の中で、なぜ私だけが流離わねばならなかったと思う？　私は、血族を追放されたのだ」


「……追つい放ほう？」


　意外な台詞に、カーサやジロー、アリスも驚いて彼を見つめた。


　おそらく、ヨシュアとしては、そんなことまで口にする気はなかったに違いない。カーサの存そん在ざいに誘さそわれる形で、ついもらしたのだ。


　ヨシュアは遠い目をすると、力なく語り始めた。


「いまでこそ魔術の大家といえば、お前たち『魔女モーガン』の血統が挙あげられるが、古くは――特に東とう欧おうやアラビアの地では、我が『典司ソロモン』の血統こそが魔術の祖そであると讃たたえられていた。現げんに、始祖ソロモンは、月下の歴史にその名を残す大だい魔ま導どう師し。彼の編あみ出した数々の秘儀は、今日に至いたるまで、我が血統に受け継つがれてきた。特に、『魔女モーガン』、あるいは『術じゆつ聖せいマーリン』らが得意とした思念を操あやつる術じゆつではなく、大地の精せい、月光の魔力を用いて奇き跡せきを起こす術を」


「……そうね。確かに、ソロモンさんは魔法使いというより、神官みたいな人だったから。複ふく雑ざつな儀ぎ式しきをするのがすごく好きで」


　ヨシュアの独どく白はくに、アリスが同意して続けた。自らの祖について語るアリスの生の言葉に、ヨシュアはしばし深い感かん慨がいに打たれる様子で唇を嚙かみしめた。


　ヨシュアの言う魔術の分類については、カーサもある程てい度どは知っていた。『魔女モーガン』や『術聖マーリン』の血統が得意とするのは、自らの『血』が持つ魔力を用いる術であり、規模は限定されるし長続きもしないが、即そつ効こう性せいは高い。戦せん闘とうなどでも有効に利用できるので、カーサとしては性しように合っていると思っている。


　対たいして、『典司ソロモン』の魔術は、『血』の魔力を媒ばい体たいとして、自然の力を利用するものと聞く。行使するには幾いくつかの条件や煩はん雑ざつな手順があり、時には複数の術士が力を合わせる必要もあるらしい。その代わり、発動した術は長期にわたって効果を発はつ揮きし、より複雑な作用を引き出すことができるそうだ。この手の魔術で知られているものとしては、カラクリ人形ゴーレムや護身像グレムリンで有名な『月匠ゴーバン』の魔ま法ほう細ざい工くなどがある。


　ちなみに、東アジアに一大勢力を有する『真しん祖そ混こん沌とん』の長命者たちは、自然の力を『血』に取り込むことで、西洋では二系統に分かれる魔術を、ひとつのものとして操っている。独特ではあるが、極めて有効、且かつ強力な魔術体系だと言えるだろう。


「かつての私は優ゆう秀しゆうな魔術師だった。伝でん承しようや文ぶん献けんにしか残っていない始祖ソロモンの奇き跡せきの技わざを、幾つも復活させてきた。だが、それらの成功は、私に自信を授さずける一方、私の瞳を曇くもらせてしまったらしい。ついに私は伝えられる魔術では飽あきたらず、隠かくされた術、禁きん術じゆに手を出し始めた」


　禁術と聞いてカーサがわずかに感情を乱みだした。カーサを混血児として転化した術も、禁じられた術のひとつだ。


　カーサの動どう揺ようを見て取ったヨシュアは、そっと目を閉とじた。


「……私は成功した。そして、血族から追放された。……ジロー、と言ったな」


「は、はい」


　突然名を呼ばれ、ジローが姿し勢せいを正した。ヨシュアは目ま蓋ぶたを開け、深い悲哀の沈ちん殿でんする瞳で、陰かげのないジローの瞳を見つめた。


「お前の質問にも答えよう。どうしてここに来たのか、と聞いたな？　そやつが言うような、復ふく讐しゆうの念もあるにはある。だが、私の真の目的は、自らの過去の清せい算さんだ。『竜飼』の血族は、かつて私が復活させた禁術を、里より奪うばい去った。それを取り戻すため、私はここに来た」


「りゅ、『竜飼』が禁術を奪った？」


　ジローはよく意味が理解できず、ヨシュアの言葉を繰り返した。


　だが、カーサは即そく座ざに理解した。鋭い声で、


「魔具だな？　何をだ？　お前はなんの魔ま具ぐを復活させた？」


「……『ソロモンの王おう錫しやく』、あるいは『ロンギヌスの槍やり』と呼ばれている」


　次に声を上げたのはアリスだった。アリスはヨシュアの台詞を聞くと、両手を口に当て、細く鋭い悲鳴を上げた。


　一人取り残されたジローは、驚いた様子で「我が君？」と声をかけた。


「どうされました？　魔具というのは、魔術に用いる祭さい具ぐのことですよね？　『ソロモンの王錫』？　何かご存じなのですか？」


　ジローの質問にアリスは答えない。顔が青ざめていた。それほどの禁術なのか、とジローが戸と惑まどっていると、


「……有名なのは『ロンギヌスの槍』の方だな。『所有者に世界を制せいする力を与える』だったか？　だがこっちの世界では、少し違ちがってな。いや、結果を見れば、それほど大差はないか……」


　カーサだった。その、どこか不気味な口振りに、ジローはぎょっとした。


「カーサ？」


「……『ロンギヌスの槍』。その刃やいばを受けた者は、始祖に転化すると言われている。フフ。こいつはたまげた。始祖を生み出す魔術。禁術中の禁術じゃないか……」


　白はく磁じの如ごときカーサの肌はだが、興こう奮ふんで紅こう潮ちようしていた。翠みどりの瞳が爛らん々らんと輝いている。ジローは思わず言葉を失った。


「なるほどなるほど。読めてきたぞ。ヒトラーだな？　プライドの高い奴のこと。永えい遠えんの命は欲ほしくとも、『竜飼』の下につくのはお望みではないはずだ」


　だから、アルベルトなのだ。血縁者を捜し出し、ここに呼んだのだ。ヒトラーは、単に『竜飼』の血統に転化するつもりなのではない。彼は自ら始祖となり、新たな血統を誕生させようと目論んでいるのだ。アルベルトは、おそらくその実じつ験けん台だいなのである。


「あのチョビひげめ。ずいぶん大それたことを考えつくじゃないか。少し見直したよ」


「まさか……そんな!?」


　カーサの考えをジローも理解したのか、声のトーンが上がっていた。アリスは黙だまり込んだままだ。いまや血の気が失うせている。


　三人の反応を見届けて、ヨシュアは施設の方向を向いた。


　口をつぐむアリスに対し、


「これから私は『槍』を取り戻します。戦いになる。どうか賢者様は、安全な場所にお移うつりください」


　そう言い残して歩き始めた。


　ところが、ヨシュアの前を塞ふさぐ者がいた。カーサだ。


「手を貸かそう。ソロモンの生き残り」


「無用だ」


「まあ、聞きなよ。施設には、『竜飼』の血族が、最低九人。中には、あんたと同じほどは生きてるらしい大物が二人はいる。あんただけでは厳きびしい」


　協力を申し出るカーサに、ジローが、またか、と言いたげな渋じゆう面めんになる。この手のトラブルには首を突っ込まずにいられないのだ。


　しかし、場合が場合だ。ジローには新たな始し祖そを創つくるということが何を意味するかまでは実感できない。しかし、アリスの態たい度どを見る限り、ただ事では済まないようだ。いつものように、カーサを諫いさめることはできなかった。


　ヨシュアはカーサを無言でにらんだ。彼女の楽しげな表情をじっと観かん察さつし、おもむろに口を開けた。


「――なぜ、手を貸かす気になった」


「仲間意識、だ」


「なに？」


　無表情なヨシュアがわずかに動揺するのを見て、カーサは意地悪く笑った。そして、からかうのは止め、軽い口調で、しかし真剣に続けた。


「あんたも過去を語ったことだし、私も正直に言おう。『興味』さ。始祖を創つくる？　面おも白しろいじゃないか！　『ロンギヌスの槍』の噂うわさは聞いていたが、まさか実在するとは思ってなかった。そいつがあれば、いったいどんなことができるのか……まさに、世界を制すことだって――」


「いけない」


　突然、黙だまっていたアリスが強く否ひ定ていした。カーサとヨシュア、ジローは、驚おどろいて彼女を振り向いた。


「いけません。そんなことを口にしないで、カーサちゃん」


「ア、アリス？」


「禁術というのは、理由があったから禁じられているの。ソロモンさんはあの『槍』を、長い時間と大がかりな――国を挙あげて行うような大きな祭典で鍛きたえ上げた。あの人が『典司』と呼ばれるのも、元はその祭典から来てるの。もの凄すごく大勢の人間が生いけ贄にえとして捧ささげられたわ。だからソロモンさんは、『槍』の魔術を禁術にした――」


「……『ロンギヌスの槍』を使うと、大おお勢ぜいの人間が死ぬってことか？」


「ううん。そうじゃない。そうとは限かぎらない。でも――」


　アリスはもどかしげに顔を歪ゆがめた。『賢者イヴ』として、始祖として、彼女の『血』が訴うつたえる何かを、必死に言葉にしようとしているのだ。


「……人の意い志しで始祖を創るということはね。世界の『脈みやく動どう』を徒いたずらに乱すことなの。『時』の意志を、歪め、操ろうとすることなの。ぼくたちはそんなことをしちゃいけない。そんなこと、ぼくたちには許されない」


「…………」


　絞しぼり出すようなアリスの訴えに、カーサを始め、ヨシュアもジローも圧あつ倒とうされていた。たどたどしささえ感じる言葉だったとしても、そこで語られている内容は、カーサたちのスケールを遥はるかに超える何かである。黒き血を有する者として、アリスの中から湧わき出でる広大な『源げん泉せん』を感じずにはいられなかったのだ。


　しかし、


「どうして、許ゆるされん？」


　それでもなお、カーサは不ふ服ふくそうにつぶやいた。


「なぜだ、アリス？　世界を――世界に、自らの意志をぶつけることが、どうして許されん？　それは、禁きん忌きなのか？　だから、禁術なのか？」


「……カーサちゃん？」


「私だって禁術だ」


　サッと再ふたたびアリスが青ざめた。「待って」と、鋭するどい――それでいて、縋すがるような口調で呼びかけた。


　だがアリスは、その先を続けることはできなかった。


「我が君っ」


　ジローが主あるじの注意を喚かん起きした。カーサがハッとして、首を向けた。


　遠方で激しい気配の乱れが起こっていた。施設が何者かの襲撃を受けている。


　攻め込んでいるのは吸血鬼だ。それもこれは――


「ルイ・マルファン、ウォーロック家、それに『千の目のイワン』。顔を繫つなげるのには骨ほねを折ったが、どの血族も積極的に話に乗ってくれた。『竜飼』の血族は、少しばかり多方面に恨うらみを買いすぎたようだな」


「あ、あんたが仕組んだのかっ？」


「『無用だ』と言っただろう。『何も知らされていない』ともな」


　愕がく然ぜんとするカーサに向かって、ヨシュアは初めてシニカルな冷笑を見せた。


　そして、事態の急転に目を見開くアリスに拝はい礼れいし、


「失礼します、賢者様。お目にかかれたこと、望外の幸せでした」


　そう言って、ヨシュアは夜の森を全力で施設に向かった。


「くそっ」とカーサが毒どくづき、ヨシュアの背中を追いかける。


「ジロー。行って」


「しかし我が君!?」


「ぼくは大だい丈じよう夫ぶ。カーサちゃんを。お願い！」


　アリスがジローの手を取って懇こん願がんした。


　ジローが行ったところで、カーサの役に立つとは思えない。


　しかし、ジローは頷き、


「直すぐ戻ります。隠れていて下さい」


　そして、始祖一人をその場に残し、三人の吸血鬼たちは、戦場へと飛び込んだ。





４







　敵襲に気付き、敵てき陣じんの内ない容ようを知ったとき、オットーとヨアヒムは自分たちの敗北を悟さとっていた。


「いつかはこうなると思っていたが――」


　オットーは顔面に苦く渋じゆうをにじませながら、部屋の外に飛び出した。


「最初の標ひよう的てきが我ら二人とはなっ。知らぬ間にツキにも見放されていたと見える！」


「……『狼王』。『魔女』。『氷牙』もいるな。さすがに、長老クラスの猛も者さは送られてないらしいが……チッ。この数ではこなしきれんか」


　戦局を見て取りながら、ヨアヒムも舌した打うちをもらした。オットーは古めかしい戦せん斧ぶ。ヨアヒムは軍刀サーベル。各自、己おのれの得え物ものを手に、さっそく敵吸血鬼と接せつ触しよくした。


　仲間の吸血鬼たちもすでに戦闘に入っている。施設にいた人間――ナチスの親衛隊員たちも、吸血鬼による襲しゆう撃げきに驚きつつ、反撃を開始していた。だが、まともに戦えているのは、オットーとヨアヒムの二人だけだ。他の仲間は経けい験けん不ぶ足そくから敵の急襲に浮き足だっており、親衛隊はそもそも対吸血鬼の戦闘について知識も準じゆん備びもない。見る見るうちに切り崩くずされていた。


「ヨアヒム！　ジーバスはまさか、このことを知っていたのか？」


「わからんっ。奴は所詮、古代遺産協会アーネンエルベの長官だ。普通に考えれば、血族間の動きを事前に察さつ知ちできたとは思えんが……」


　戦斧を振るい、軍刀を斬り付けながら、二人は共通の疑ぎ惑わくを口にした。


『竜飼』の長が二人に伏ふせたまま協会と内通しているとも考えにくい。いまの『竜飼』に、そんな工作のできる策さく謀ぼう家かはいないのだ。そもそも、二人に伏せる意味がない。


「もしや――」


　とヨアヒムは、己の想像に薄うすら寒い思いを抱いた。


　――ナチス上層部は、我々『竜飼』以外にも、血族と通じているのか？


　わからない。そして、幸か不幸か、彼が真実を知る機会は、おそらく与えられないだろう。


「『竜飼ウォルフ』の雄ゆう臣しん、ヨアヒム・カッツ殿どのとお見受けする！」


　敵を蹴けちらすヨアヒムの前に、一人の男が立ち塞ふさがった。灰はい色いろのスーツに黒いコートを着た、強きよう靭じんな体たい軀くの男だ。見覚えがある。


「ウォーロック家の騎き士しだな。ケインだったか？」


「見知りおきとは光栄だ。戦場につき、言上せぬ無ぶ礼れいはどうか許されよ。お相手願いたい」


「小こ癪しやくな」


　ヨアヒムはニヤリと牙きばを剝むき出しにした。対するケインは落ち着き払はらい、年長の吸血鬼を相手に慎しん重ちような構かまえを取っている。ウォーロック家は『魔女』の血統。彼も魔術の使い手だろうが、体術もまた優すぐれていることが、堂どうに入った構えから見て取れた。


　後方では、オットーもまた、ルイ・マルファンの側近と名乗った吸血鬼と斬り結んでいた。彼ら以外にも、それなりの腕うで利ききはかなり控ひかえているようである。


　――戦いくさに散ちるなら悔くいはない。死したのち、あの世でゲオルグ様に鍛きたえ直して頂こう。


　吸血鬼にもあの世があるとすれば、だが。


　ヨアヒムは猛たけ々だけしい声を張り上げ、『魔女モーガン』の吸血鬼に切っ先を突き入れた。
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　戦局は明らかに寄よせ手の優ゆう位いに傾かたむいていた。


　駆けつけたはいいが、いまとなってはカーサには手を出す余よ地ちがない。混こん乱らんの中でヨシュアも見失い、まるで迷まい子ごのように中ちゆう途と半はん端ぱに行き場をなくしてしまった。


「くそ……なんなんだ」


　苛いら立だちが募つのる。いっそ敵味方の区別なく、ひと暴あばれしてやろうかと思うぐらいだ。


　もっとも、苛いら立だちの根が目の前の戦いにあるのではないということに、カーサはすでに気付いていた。


　行き場のない、この感じ。


　まるで迷子のような。


「許ゆるされない、だって？」


　なぜ？　それとも、理由などないのだろうか？　アリスは始祖だ。それも、この世に生まれた中で、もっとも古い始祖の一人だ。その始祖が、『血』の導みちびきで否ひ定ていしたことだ。なら、それ以上の理由など、果たして必要か？　始祖が否定したというその事実こそ、そのまま、あらゆる血族にとっての理由になりはしないか？


「……ええいっ」


　自分は混乱している。カーサは荒あら々あらしく息を吸すい込んだ。


　わかっている。あのときアリスが口にしたことは、カーサとはなんの関係もないことだ。あのとき自分は、自らが禁きん術じゆつだ、などと口にしたが、あまりに強ごう引いんなこじつけだ。なんと愚おろかしい。惨みじめったらしい。まるで、聞き分けのない子こ供どものようだ。


　しかし――


　グッ、とカーサは奥おく歯ばを嚙かんだ。唇くちびるの下から、牙の先が垣かい間ま見みえた。


　――ヨシュアの話を聞いたとき、私は……


　高ぶりを覚えた。そう、確かにかつてない、異い様ような昂こう揚よう感かんを感じたのだ。


　禁じられた魔術。己の意志で、力で、世界を変える可能性。震ふるえが走った。そして、その震えは、「混血児」たる「禁じられた」自分自身へと繫がり、ストンと胸に落ちた。一本の線が引かれたのを感じた。まるで、己の定さだめを――カサンドラ・ジル・ウォーロックの『混血』の宿しゆく命めいを――見つけたかのような気がした。


　他の血統の吸血鬼たちが、それぞれの宿命を背せ負おっているように。


　ジローやアリスのように。


　なのに、


　――『いけない』


　アリスはそう言った。だから、こんなにも自分は、苛立っているのだ。


　――くうっ……！


　ギギギと身体からだの底で何かが軋きしむ音が聞こえた。もう何百年もの間、抑よく圧あつされてきた何かが、ギギギと軋む音だ。反はん射しや的に、カーサは堪たえた。全力で堪えた。彼女自身は気付かずとも、堪えねばならない理由が、彼女にはまだあったのである。


　このときは、まだ。


　目を閉とじ、自らの鼓こ動どうに耳を澄すませる。全身の力みを、少しずつ抜いていく。


「うわっ――うわあ！」


　人間の悲鳴が聞こえた。


　パチ、と閉じていた目を開けた。悲鳴のした方を見る。バラックの出入り口だ。


　――あいつ。


　アルベルトだった。顔面を蒼そう白はくにし、半ば腰を抜かしかけながら、転がるように逃げていた。


　不意にこちらを向く。


「お前、さっきの！」


「…………」


　カーサはとっさに反はん応のうを示しめせず、餓が狼ろうが飢うえを堪こらえるように、じっと立ち尽つくしてアルベルトを見返した。そんなカーサの様子に、アルベルトは気付かない。


「なぜだっ!?」


　と身も世もなく、髪を振ふり乱みだして叫んだ。


「なんだ、これは？　いったい何がどうなってるんだ！　吸血鬼たちは我らと手を組んだんじゃなかったのか？　我々を裏うら切ぎったのか!?」


　アルベルトは必ひつ死しだった。目に、縋すがり付くような思いが満みちていた。カーサは答えられなかった。なんとか全身の力りきみを解とき、ぴくりと首を動かした。聞け、と口にしようとし、唇くちびるを持ち上げ――


　しかし、その下に光る牙きばを見たとき、辛かろうじて残っていたアルベルトの理り性せいは、本ほん能のう的てき恐きよう怖ふに吹き飛ばされた。


　カーサの姿すがたを認みとめ、まなじりが裂さけそうなほどに目を瞠みはった。


「畜ちく生しよう、化け物め！」


　唾つばを飛ばして怒ど鳴なり、手にしていた拳けん銃じゆうをカーサに向かって発はつ砲ぽうする。


　一発、二発と、引き金を引く指がつりそうな動きで、アルベルトは拳銃を連れん射しやした。銃弾はほとんど掠かすりもしなかった。カーサも身動きひとつせず、呆ぼう然ぜんと立っていた。


「くそうっ。くそうっ。畜生っ。畜生っ」


　そうして全弾を撃ち尽くしたあとも、アルベルトは涙なみだと鼻水を流しながら、カチカチカチと狂ったように引き金を引き続けた。全身が冗じよう談だんのように痙けい攣れんしている。親衛隊の制服など、見る影かげもない。


　突然、カーサは周りの状況の何もかもが嫌になった。


　肺はいを空っぽにするぐらいの大声を出して叫びたいぐらい、一いつ切さい合がつ切さい嫌になった。


　視線の一いち瞥べつに魔術を乗せて、アルベルトに叩き付ける。一瞬で、意識と、ここ数日分の記き憶おくを根こそぎ奪うばい取った。


「……母さんムツター」


　どさり、とアルベルトが地面に倒れ伏す。カーサは全身の毛を逆さか立だたせ、劫ごう火かのような目つきで意識のないアルベルトを見下ろした。


　そこに、不運な吸血鬼が一人、カーサに気付かず近づいて来る。負け戦いくさと見て退たい却きやくしようとしていたのは、『竜飼』の血族だった。カーサがこの施設を訪れたとき、アルベルトを出迎えた男。彼女の気配にいち早く気付いた男だ。


　男がカーサに気付き、「――ヒッ!?」ともらして動きを止める。その瞬間、カーサの電光石火の手刀が閃ひらめき、男の心しん臓ぞうを貫かん通つうした。灰はいになって崩くずれかかる男の身体を引きずりながら、カーサは次の獲え物ものを探して、施設の上へと跳ちよう躍やくした。
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　ケインは健けん闘とうしたが、ヨアヒムの剣けん技ぎに一いち日じつの長ちようがあった。魔術の間合いから剣の間合いへ。滑すべるように肉薄した敵に、ケインの背せ筋すじが凍こおり付く。


　だが、ヨアヒムの軍刀は、横から差し出された一刀に弾はじかれた。


「ジロー!?」


「ケインっ。どうしてここに？」


　今日何度目になるかわからない質問を繰くり返しつつ、ジローはヨアヒムとケインの間に割って入った。


　ヨアヒムもただちにジローに照しよう準じゆんを変へん更こうする。だが、ジローが三つの血族のどれでもないとわかると、困こん惑わくを示しめした。


「……ずいぶん敵が増ふえたものだ」


　と戦友の言葉を拝はい借しやくして、自じ嘲ちようをもらした。


　その間に、ケインはジローに向かい、


「俺がここにいるのは、長の命令だ。それより、賢者様は？　それに、ひょっとしてカーサ様も一いつ緒しよか？」


「ええ。我が君は離れた場所にいます。カーサはこの施設にいるはず」


「……よし。なら、いよいよこちらの勝ちは動かんな」


　二人はヨアヒムと対峙したまま、小声で素す早ばやく会話を交わした。ヨアヒムは二人が旧きゆう知ちらしいとわかると、それ以上ジローの血統を詮せん索さくすることも止やめて、皮肉っぽく唇を曲げた。


「東洋人まで出てくるとはな。いよいよ人間どもの戦争と重なってきたか」


　戦闘の疲つかれが隠せないヨアヒムに、ケインは改めて襟えりを正した。


「ヨアヒム殿。ここに来る直前に入った情報がある。スターリングラードの攻防戦。ドイツ軍はソ連に降こう伏ふくした」


「……確かか？」


「『千の目のイワン』からもたらされた情報です。これでドイツは、『バルバロッサ作戦』に続き、去年からの夏季攻勢も失敗に終わったことになる。ドイツの軍事力が限界に来た証しよう拠こです」


「ふん。詳くわしいな。さすがはウォーロック家の小こ僧ぞう。情報通だ」


「このままでは『竜飼ウォルフ』はナチス・ドイツと心中する。それでもよろしいのですか？」


「よろしいも何も。覚かく悟ごの上だ。ゲオルグ様に逆さからったときから、我々に後戻りする権けん利りはない。ただ前進フオルシヨリツトあるのみ」


　いっそ壮そう快かいなほどの返答だった。実際、そのような段階は、とっくに過ぎているのである。ヨアヒムとて、ドイツ軍の内実は承しよう知ちしている。ナチスの歪ゆがみが権けん勢せいの増大に比ひして大きくなり、ついには自じ壊かいする可能性を、少なからず秘めていることも。


　それでも、『竜飼ウォルフ』は、覇は道どうを選んだのだ。愚おろかなことだとしても、二度裏うら切ぎることは、断じてできない。


　そして、ケインやウォーロック家、ヨアヒムの見立ては正しかった。緒しよ戦せんにおいて怒ど濤とうの快進撃を見せたドイツ軍は、このスターリングラードの敗はい北ぼく以い降こう、後退を続けることになる。


　この年の五月にはアフリカ戦線でイタリア軍が敗れ、九月に降こう伏ふく。イギリス、アメリカら連合国側について、ドイツに宣せん戦せんする。翌四四年六月に、ノルマンディー上陸作戦が敢かん行こうされ、八月にはパリが解かい放ほうされた。そして、一九四五年四月、ソ連による首都ベルリンへの総攻撃が開始され、ヒトラーの自殺と共に、ドイツは連合国に無条件降伏するのである。アジア戦線でも、同年八月、広島、長崎に二発の原子爆弾を投下された日本が降伏し、第二次世界大戦は終了する。


　そして、以後半世紀にわたり、この大戦で力を得たアメリカとソ連という二大国による新たな世界秩ちつ序じよが形成されていく。「冷戦」と呼ばれる、核かくの秩序が。


　このとき、月下の世界で来きたる未来を予感しているのは、『千の目のイワン』。そして『魔女モーガン』のウォーロック家だけであった。


　ヨアヒムは、


　ヒュン、


　と軍刀の切っ先を振り、真冬の夜気を切り裂さいた。


「東洋人。名は、ジローでいいのだな？」


　好戦的な剣士の笑みを湛たたえ、ヨアヒムは誇ほこらしげに剣を構えた。


「見たことのない剣だ。面白い。相手をしろ」


　ジローはケインと目配せを交わす。ケインが軽く頷く。


　ジローは前に出て、『竜飼ウォルフ』の剣士と剣を交わした。


　二人の戦いは二時間に及んだ。
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「だからね、違うの。誤ご解かいなんだよ。ぼくがカーサちゃんのことどれくらい好きか、カーサちゃんだって知ってるでしょ？　だから――あーもうっ。お願いだから話を聞いてよ。てか、聞こえてるでしょ？　聞こえてるよね、ぼくの声!?　そんな意地悪しないで、ちゃんとこっち向いてよ、カーサちゃんったら、ねえぇぇっ」


　夜明けの近い森の奥おく。東の空が白み始める中、後始末にかかる三血族の刺し客かくたちを残して、カーサとアリス、ジローとケインの四人は、ひと足先に施し設せつから離れていた。


　ジローとケインは強きよう敵てきとの戦いの名残なごりで、全身に疲ひ労ろうを引きずっている。対して、カーサは敵の半数近くを一人で倒したにもかかわらず、わずかに返り血を浴びる程てい度どで疲れは微み塵じんも見せていなかった。


　ただ、縋すがり付くアリスの言葉を聞き流しながら、やたらと素そっ気けない態度で、一行の先頭を先へ先へと進んでいる。相手をしてもらえないアリスは、ヨヨヨと半分泣きっ面つらになっていた。


「……いったい何があったのだ、ジロー？　なんというか……いつもと違うぞ？」


「……色々あったのです。なんというか……察さつして下さい」


　先を行くカーサとアリスの後ろに続きながら、ジローとケインはコソコソささやき合った。


　もっとも、察しろ、と言ってはいるが、実はジロー自身、カーサの胸きよう中ちゆうはわからずにいる。ケインはやれやれと首を振り、達観した面おも持もちになって自らの苦く労ろう性しようを一時的に麻ま痺ひさせた。


「うっう……ジローぉぉ。カーサちゃんがぼくのこと無む視しするよお」


「お気の毒です、我が君。ですが、あまりに気に病やまないで下さい。無視されたところで、害はありません」


「それはどうかな」


「こ、こら、ケインっ。不ふ吉きつなことを言わんで下さい」


「俺は正直な感想を口にしただけだ」


「ジロぉ～。ジローまでぼくのこと無視する気ぃ～？」


「とんでもない！　私はいつだって、我が君のことを気に懸かけています」


「うー……じゃあ一緒にカーサちゃんの誤解を解といてよぉ」


「おお、それは大変よろしいですな。そら、ジロー。賢者殿のご下命だ。お嬢じよう様さまのご機き嫌げんをうかがって来い」


「あなた、静観するならするで、余よ計けいな口出ししないで下さいっ」


「ジローったらあ」


「あ、はいはい。えーと、ではですね。どうしましょうか……」


『賢者イヴ』を筆頭に、締しまらない三人の、締まらない戯ざれ言ごとが続く。平和と言えば平和だが、不毛と言えば実に不毛な光景だ。


　結局ジローは、散々逡しゆん巡じゆんしたあげく、


「ゴホン。……えー、カーサ？　そろそろ機嫌を直してはどうですか？　少し大人おとな気げないですよ？」


「……また、えらくストレートだな、ジロー」


「駄だ目めだよ、ジローっ。そんなんじゃ、かえってカーサちゃんが気を悪くしちゃうよ」


「そうですか？　誠せい意いを込めて説得してるつもりですけどね」


「まあカーサ様は捻ひねくれ――もとい、風ふう変がわりでいらっしゃるからな。もっと意表を突いてみろ」


「たとえば？」


「歌を歌うとか。踊おどりを踊るとか」


「馬ば鹿かにしてますね、あなた？」


「あ、でもぼく、ジローの歌とか踊り見たい」


「我が君。いまはそういう場合ではないでしょう？」


「……いや、それでいい。ジロー。踊って歌え」


「カーサ!?　やっぱり全部聞いてるんじゃないですか！」


　ジローが顔を赤くして怒ど鳴なり、アリスがパッと瞳ひとみを輝かがやかせた。


　カーサはまだ少し気にくわない様子で髪かみを搔き上げたが、鼻を鳴らし、苦く笑しようし、そして頑かたくなな態度が崩くずれるように微笑ほほえんだ。


「まったく、やかましい連中だ」


「よく言いますよ。なんです、さっきまでの態度は。拗すねるなんて、四百年を生きた吸血鬼のすることとは……あ、イタっ。痛いたいっ！」


　いつの間に拾ったのか、カーサの指先が小石を――猛もう烈れつな速度で――弾はじき、次々とジローの額ひたいに命中させた。ケインが肩の力を抜き、アリスも我が子の受じゆ難なんを余よ所そに、嬉しそうに両目を細めた。


　しかし、


「……なあ、アリス。しつこいようだが、ひとつだけ聞かせてくれ」


　カーサが前を向いたまま、斜ななめ後ろのアリスに問いかけた。「え？」とアリスが聞き返したところに、


「世界に挑いどむことは、それほどの罪つみなのか？」


　アリスの表情が微かすかに曇くもった。「カーサっ」と話題を蒸むし返すカーサに、ジローが咎とがめるように声をかける。ケインも怪け訝げんな顔をした。


「アリス？」


　カーサが返答を促うながした。アリスは、彼女には珍めずらしい、哀かなしそうな微笑を浮かべた。


「カーサ。月は、太陽の光を、ただ受けるだけなんだよ」


「…………」


　アリスの答えを聞いたあとも、カーサは歩調を変えることなく、前を見て森を歩き続けた。ジローは気が気でない様子で、二人を見守っている。


　ケインは次し第だいに渋しぶい顔つきになって、気き難むずかしい一族の問題児を見つめた。だが、突然足を止め、真顔に戻って背はい後ごを――戦場となった施設を振り返った。


「問題が発生しました」


　誰にともなく報ほう告こくする。三人は足を止め、ケインを振り向いた。


　ケインは苦い口振りで、


「残った者からの念話です。どうやら――『ロンギヌスの槍やり』はすでに持ち去られていたらしい」


「――え」


　ジローが絶ぜつ句く。アリスも唇を引き結んだ。


　カーサはケインの報告を、ゆっくり嚙かみしめるように聞いた。それから視線を空に投なげ、微かすかに白い息を吐いた。


「……闇の禁きん術じゆは、また闇に、か」


　一瞬、空を見上げる彼女の美び貌ぼうに、淡あわく複雑な微び笑しようが過ぎる。


　それからカーサは、暗い面おも持もちになった道みち連づれたちに瞳を向けた。


「私たちが大おお騒さわぎするまでもなかったな。要ようするに、まだそのときじゃないんだろうよ」


「……カーサちゃん」


　アリスが何かを危き惧ぐするようにつぶやく。そんな長年の友人に対し、カーサはいつもの彼女がよくするような、気まぐれな猫の仕し草ぐさで肩を竦すくめた。


「行くぞ、アリス。ジロー。ケイン。この、辛しん気きくさい森にも、もう飽あきた」





５







　一九四五年、四月三十日。古代遺産協会アーネンエルベ長官ウォルフラム・フォン・ジーバスは、ソ連の占せん領りよう下かに置かれつつあるベルリン郊こう外がいのある民家で、総そう統とう自じ決けつの報ほうを受けた。


「あっそ」


　と答えた彼は、そのままソファーに腰こしを下ろし、テーブルの上に組んだ足を投げ出した。


　投げ出されたブーツの傍かたわらには、ブリーフケースがひとつ置かれている。中身は、二年前、施設から持ち出した『ロンギヌスの槍』だ。ヒトラー総統に使用されるはずだったが、彼は夜の住人となる前に、死者の世界へと旅立ってしまった。


「あのときも結局『賢者イヴ』が絡からんでるんだよなあ。今度は彼女に見つからないよう、遠くでこっそりやることにしよう。うん」


　とはいえ、次の当てはない。どうしたものか、と彼は眉まゆを寄せ思案顔になった。


　もし、二年前の襲撃で灰となったオットーやヨアヒムがいまの彼を見たら、さぞかし仰ぎよう天てんしたことだろう。態度も、言葉遣づかいも、当時とはまるで違っている。だが、二人の慧けい眼がんなら、すぐに見抜いたはずだ。この不ふ遜そんな態度こそ、彼の本当の姿なのだと。


「どうするかなー」


　わずかに離れた場所では、いまもソ連兵たちの略りやく奪だつ行こう為いが続いている。恨うらみ重なるドイツに対し、彼らはわずかな慈じ悲ひを示しめすことすら拒きよ否ひしていた。しかしそれは、ほんの二、三年前、北の地でドイツ兵が行ってきたのと同じ行こう為いなのである。因いん果が応おう報ほう。人の歴史は、螺ら旋せんのようにぐるぐると回転している。


　だが、危険のすぐ隣にいながら、彼が怖おそれる様子はなかった。むしろ、飄ひよう々ひようとしたものである。


　と、背後でドアがノックされた。「うん？」と彼はソファに座ったまま首を向けた。


「誰？」


「……失礼します」


　入ってきたのは従じゆう軍ぐん記き者しやの格好をした男性だった。しかも、挨あい拶さつは英語だ。アメリカ人である。


　彼は慌あわてた様子もなく、


「どちら様かな？　それに、表には、ちょっと挙きよ動どう不ふ審しん気ぎ味みなドイツ人がいなかった？　まあ、実は、ドイツ人じゃないんだけど」


「ルドルフ・ハイドリヒ中佐ならとっくに消えましたよ。あなたを残してね」


「何ぃ？　あの腰抜け……ふん。まあ、いいや。で？　ヘル・ハイドリヒをご存ぞんじってことは、彼の犬歯が人より長いことも、きっとご存じなんだろうね？」


「もちろんです。あなたの手足が、ひとの何倍も遠くまで伸びることもね。お迎えに上がりました、ドクトル・ジーバス。それとも、ヘル・『靴シユー』とお呼よびしてよろしいでしょうか？」


　その言葉を聞き、彼――シューは我意を得えたりと指を鳴らした。


「フォワード家の使いか!?　これは驚おどろいたな。こんな所まで顔を出すなんて。あの旦だん那なもずいぶんと手広い！　人間にしておくのはもったいないな」


「……はい。主人もそのようにお考えのようです」


　使いの男はニヤリと頭を下げた。視線がシューから、その足あし下もとのブリーフケースへと、意味ありげに移い動どうした。


　シューは自らのひげをつまんで、引ひっ張ぱった。再び思案顔になり、


「アメリカ……アメリカか。あっちに渡ってしまった方が、こっちにいるよりやり易やすいのも確かだな。他に当てがある訳でもなし……」


「それでは？」


「うん。決めた。手を組もうか。御ご当とう主しゆにも、そう伝えてくれる？」


　そう言って、シューはテーブルから足を下ろした。


　腰を上げ、ブリーフケースを持ち上げると、


「はい」


　と、使いの男に投げ渡す。男はさすがに度ど肝ぎもを抜かれ、大声を上げてブリーフケースを受け止めた。


「じょ、冗じよう談だんが過ぎますよ！」


「何言ってんの。そんな簡かん単たんに壊こわれたりしないよ。それより、ちゃんと届とどけてね。それと、僕がそっちに着くまで、鞄かばんの鍵かぎは開けないこと」


「畏かしこまりました。しかし……一緒に脱だつ出しゆつされるのではないのですか？　身の安全は保ほ障しようしますが？」


　不ふ審しんそうに尋たずねる使いの男に、シューは平然と肩を竦すくめた。


「古代遺産協会アーネンエルベの長官が、堂々とアメリカに渡わたったんじゃ不ふ都つ合ごうでしょ？　そっちにはいつもの『ミスター・シューズ』が顔を出すよ。それじゃ」


　突とつ然ぜんだった。


　さっきまで陽よう気きに話していたシューが、なんの前まえ触ぶれもなくソファに崩れ落ち、そのまま動かなくなった。使いの男はぎょっとして、シューを凝ぎよう視しした。かなり長い間見つめていたが、彼はぴくりとも動かなかった。


　恐おそる恐る近寄って息のあることを確かめる。それからしばらく悩なやんでいたが、結局ぶるぶる頭を振ると、あらかじめ教わっていた通り、シューの――ウォルフラム・フォン・ジーバスの身体は残したまま、ブリーフケースを抱かかえて民家を立ち去った。


　やがて、ヒトラーの自殺に沸わき立つソ連軍が現れ、民家の前の道を行軍し始める。軍ぐん靴かが砂じや利りを踏みしめる音が、次し第だいに室内を埋うめていった。






あとがき







　ようやくお届けできました。『ＢＬＡＣＫ ＢＬＯＯＤ ＢＲＯＴＨＥＲＳ[image: ]４』。


「葛かつら城ぎミミコ、フリーター編」改め「葛城ミミコ、波は瀾らん万ばん丈じよう編」です。


　もしくは、ストレートに「クイーン編」にした方がいいですかね？　本編でも「女王事件」とか呼ばれてるわけだし（笑）。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　さて、すでに読まれた方ならおわかりかと思いますが、本作で描えがかれた一いち連れんの騒そう動どうは、ミミコが『カンパニー』をクビになった一週間後から始まっております。つまり、『ＢＢＢ５』と『ＢＢＢ６』の間を埋うめるエピソードです。本編がエライことになってるだけに、文庫で追いかけてくれている読者の皆さんには、ちょっと（ちょっとかなあ）ギャップが激はげしいかもしれませんね。


　ちなみに、この時じ期きの特とつ区くの情勢を説明しますと――特区では九龍クーロン王おうの遺い灰はいを巡めぐって、『カンパニー』と協きよう定てい血けつ族ぞくの関係が悪あつ化か。暴ぼう発はつしそうなゼルマンをケインが止めようとして失敗。直ちよく後ごに現れたセイにゼルマンが戦いを挑いどんで敗はい退たい。そのまま姿を眩くらませる――と、結構緊きん迫ぱくした情勢です。そんな大変なときに、お前らはいったい何をやってるんだ、という感じですね。もっとも、そんな大変なときだけに『カンパニー』の処しよ理り能のう力りよくもそっちの方に割さかれちゃってて、だからこそ、鬼の居いぬ間まに『クイーンＭ』が台たい頭とうし得えたわけです。まあ、知られざる特区史の裏舞台、ということで。（フォロー？）





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　それにしても、ミミコはここに来て、さらに新たな一面を見せて（暴かれて？）います。なんだかんだで、長編短編合わせて既き刊かん全十巻にわたるシリーズの、メイン・ヒロインなはずなのですが……


　正直、いま振り返ると、さすがにちょっと（ちょっとかなあ）やり過ぎたか、なんて思わないこともなかったり。何しろ、特区の設せつ定ていとか、物語の世界観そのものすら揺ゆるがしかねない勢いでしたから。恐おそるべし、『クイーンＭ』。そして、恐るべし、アーノルド。（ちなみに「彼」は今回のインターミッションで、初めて名前付きキャラになりました）


　ただですね。


　筆ひつ者しやは昔から、登場人物が成功するのと同じくらい、「転てん落らく」するのが大好きでして（笑）。


　この巻に収しゆう録ろくされている話も、書いている最さい中ちゆうは、それはもう、楽しくて楽しくて仕し方かたがありませんでした。たとえば、『ＢＢＢ５』第一章の章タイトルから本作の目次を続けざまに眺ながめたりすると、涙を堪こらえきれません。（おかしくて）


　それでまた、草くさ河かさんのイラストも冴さえ渡わたってるんですよね。やつれたり、青ざめたり、泣き喚わめいたり、自や棄けになったりするミミコを見るだけで、いつになく胸が躍りました。あははは。（ああ、みんなの苦笑いが見える……）


　そんな訳で、このあとミミコは、留りゆう置ち場じように入れられて脱だつ獄ごくしたり、ギャンブルで億おく万まん長ちよう者じやになった直後詐さ欺ぎにかかったりと、筆者の気分的には、あと二冊分ぐらい波瀾万丈編を書き続けたかったのですが――残念ながらキャサリンが「ダメ☆」って言うので、彼女の受じゆ難なんはひと段落つくことになりました。次の短編集からは、『カンパニー』とはひと味違う、もぐりの調ちよう停てい屋や葛城ミミコの活躍を描いて参ります。ノリは変わりませんが（笑）。





　そして、今回も書き下ろしの番外編ＣＨＲＯＮＩＣＬＥがあります。今回は、地じ味みというより暗くらめの話。まあ第二次世界大戦を題材にすると、大たい概がい暗くなりそうですけどね。


　ただ、舞台のチョイスには散さん々ざん悩みました。というのも、二次大戦は見所満まん載さいというかドラマの連続なので、あれもこれも書きたいことがいっぱいあったためです。満まん州しゆうの話も考えたし、アウシュビッツ強きよう制せい収しゆう容よう所じよやパリ解放の話も考えました。ですが、結局は一番定番のナチス絡がらみの話となりました。おかげで、またしても『竜りゆう飼がウォルフ』の血統が出で張ばっております。こうしてみると、前世紀のドイツというのは、ほんとに波は瀾らん万ばん丈じようの国だったのだなあと思います。（日本も負けてはいませんが）


　カーサにとっては――そして、彼女の周囲のジローやアリスにとっても、転てん機きの先さき触ぶれとなる話。いずれ来る破綻を予感させるエピソードですね。とか言いつつ、今回もばっちしコスプレしてますが！（ちなみに、今回のテーマは、世界的に有名な肉にく体たい派は考こう古こ学がく者しや。鞭むち――鎖くさり？――を使えなかったのが、唯ゆい一いつの心残りです。残念！）


　そうそう。それから、この時期ナチスの軍ぐん装そうは、有名な黒服ではなく、陸軍のそれと似通かよったデザインの物になっています。にもかかわらず、作中ではナチスが黒服を着用していますが、これは『諸事情』によるものでして、ご理り解かい頂ければと存じます（笑）。
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　それでは最後に、口絵のアイデアがいつもながら秀しゆう逸いつなイラストの草河さんと、軍服には一いつ家か言げんお持ちの担当キャサリンに感謝。いつもありがとうございます。そして、いつもごめんなさい。でも、これからもよろしくお願いします。


　そしてそして、読者の皆さま。


　短編集も、また本編の長編も、次からは新展開です。ご期き待たい頂ければと思います。


　また、現在「あざの耕平祭り」開かい催さい中ちゆうです。特設サイトも開かい設せつ。筆者とキャサリンがブログを書いたり、色々な企き画かくを催もよおしたりしています。すごく格好いいサイトなので、ぜひのぞいてみて下さい。


　あと、筆者のもうひとつのシリーズ『Ｄクラッカーズ』の方も、毎月連続で刊行をしています。ちょっと取っつき難い内容＆ページ数（一巻がね。分厚いのですよ！）かもしれませんが、読んで頂けると嬉うれしいです。『ＢＢＢ』を気に入ってくれた方なら、きっと気に入ってくれると思いますので。


　それでは。







二〇〇七年　六月　あざの耕平





初　出


月刊ドラゴンマガジン二〇〇六年五月号～十月号







書き下ろし


インターミッション１～６／BLACK BLOOD CHRONICLE






BLACK BLOOD BROTHERS [image: ]4


―ブラック・ブラッド・ブラザーズ短編集―





あざの耕こう平へい
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